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高松港・坂出港長期構想の構成 

高松港・坂出港長期構想の構成は次のとおりとなっています。 



1. 高松港・坂出港の現況

1．高松港・坂出港の現況  

1.1 背後地域の現況  

（1）高松港・坂出港の位置づけ

現在、香川県内には 67 の港湾があり

ます。この内、高松港及び坂出港は、港

湾法上の「重要港湾」に指定されている

ほか、外国と貿易ができる「開港」、感

染症等の広がりを防ぐための「検疫」な

どの機能を有する、地域の中核をなす港

湾です。 

県内の港湾別の取扱量においても、高

松港はフェリー貨物と内貿貨物で、坂出

港は外貿貨物と内貿貨物で高いシェア

を占めており、県民の生活や産業にとっ

て、大きな役割を果たしています。 

図表 1-2 香川県内の港別取扱貨物量（令和 2 年） 

※年間の港湾取扱貨物量が10万トン以上の港湾を対象

出典：国土交通省「港湾調査」 

人 動物 植物
高松港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
坂出港 ○ ○ ○ ○ ○
丸亀港 ○ ○ ○ ○
多度津港 ○ ○ ○
詫間港 ○ ○ ○
風戸港 ○
宮浦港 ○
土庄港 ○ ○
大部港 ○
家浦港 ○
池田港 ○
内海港 ○
坂手港 ○
観音寺港
本島港 ○
※１…関税法上、貨物の輸出入等を勘案して政令で定める港

※２…港長が任命されている港

開港
※１

検疫 耐震強化
岸壁

特定港
※２

フェリー

図表 1-1 香川県内港湾の状況
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1. 高松港・坂出港の現況

図表 1-3 香川県内の港別取扱貨物量（令和 2 年） 
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出典：国土交通省「港湾調査」 

※年間の港湾取扱貨物量が10万トン以上の港湾を対象

図表 1-4 香川県内の港別取扱貨物量割合（令和 2 年）

出典：国土交通省「港湾調査」 

【フェリー貨物】 【外貿貨物】 【内貿貨物】

高松港38％

土庄港23％

宮浦港13％

風戸港12％

坂出港41％

高松港41％

坂出港75％

風戸港18％

高松港 3％ 
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1. 高松港・坂出港の現況

（2）産業構造 

高松市の製造品出荷額は概ね横ばいで推移しています。 

平成 29 年における県内シェアは約 13％（351,771 百万円）を占めており、製

造業種別の出荷額は、電気機械の割合が最も高く、次いで金属、食料品、輸送機

械、電子部品等となっており、突出した製造品がないことが特徴となっていま

す。 

また、産業分類別就業者割合は、全国と比べて第 3 次産業の割合が高くなっ

ています。 

一方、坂出市の製造品出荷額は、石油元売企業が製油機能を停止した平成 25

年に大きく減少しており、以降は概ね横ばいで推移しています。 

平成 29 年における県内シェアは約 15％（395,457 百万円）を占めており、製

造業種別の出荷額は、石油製品・石炭製品の割合が最も高く、次いで輸送用機械

器具、食料品、化学工業となっており、これら 4 業種で全体の 92％を占めてい

ます。 

また、産業分類別就業者割合は、全国と比べて第 2 次産業の割合が高くなっ

ています。 

図表 1-5 高松市の製造品出荷額の推移 図表 1-6 坂出市の製造品出荷額の推移

図表 1-7 香川県の製造品出荷額に 

おける高松市・坂出市のシェア

出典：経済産業省「工業統計」 出典：経済産業省「工業統計」

図表 1-8 香川県の製造品出荷額に 

      おける産業別出荷額シェア 

出典：経済産業省「工業統計」 出典：経済産業省「工業統計」

平成29年 
香川県 

2,576,333百万円 

平成29年 
香川県 

2,576,333百万円 
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1. 高松港・坂出港の現況

図表 1-9 高松市の製造品出荷額に 

おける産業別出荷額シェア

平成29年 
高松市 

351,771百万円 

図表 1-10 坂出市の製造品出荷額に 

おける産業別出荷額シェア

平成29年 
坂出市 

395,457百万円 

出典：経済産業省「工業統計」 出典：経済産業省「工業統計」

図表 1-11 高松市及び坂出市の産業分類別就業者割合

出典：総務省統計局「国勢調査」
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1. 高松港・坂出港の現況

香川県内の主な工場は、内陸部より沿岸部に多く立地しており、とりわけ、中

讃地域に集積しています。 

また、香川県には高度な「ものづくり」技術が蓄積されており、オンリーワン・

ナンバーワン企業が多く集まっています。 

泉工業株式会社 船用液化ガスタンクプラント

大倉工業株式会社 位相差フィルム

昭和化学工業株式会社 樹脂難燃剤など無機化学製品群

四国化工株式会社 共押出多層フィルム

四国化成工業株式会社 タイヤ向け加硫剤など有機化成品等

株式会社タダノ ラフテレーンクレーン

帝国製薬株式会社 医療用ハップ剤

徳武産業株式会社 高齢者用ケアシューズ

日プラ株式会社 大型水槽向けアクリルパネル

株式会社ヒューテック シート面検査装置、印刷検査装置

株式会社伏見製薬所 安息香酸、安息香酸ナトリウム、消化管 X 線造影用硫酸バリウム

株式会社マキタ １～３万トン級の船用エンジン

吉野川電線株式会社 ロボットの高可動部用ケーブル

株式会社レガン バッティング用手袋

三菱電機(株 ) 

受配電システム製作所  

今治造船(株 ) 

丸亀事業本部 

大倉工業(株 ) 

丸亀第四・第五工場 

(株 )ジェイテクト 四国工場  

三ツ星ベルト(株 ) 四国工場 

日本興業(株 ) 志度工場 

(株 )タダノ 高松工場 

三菱マテリアル(株 ) 直島精錬所 直島吉野石膏(株 ) 本社・工場  

(株 )タダノ 香西工場 

アオイ電子(株 ) 本社・高松工場 

三菱ケミカル(株 ) 

香川事業所  

川崎重工業(株 ) 坂出工場  

四国化成工業(株 ) 丸亀工場 

ユニ・チャームプロダクツ(株 ) 本社・四国工場 

日本興業(株 ) 長尾工場 

日本興業(株 ) 高松工場 

南海プライウッド(株 ) 志度工場  

(株 )タダノ 志度工場 

アオイ電子(株 ) 観音寺工場 

丸一鋼管(株 ) 詫間工場 

四国丸一鋼管(株 ) 四国工場 

大倉工業(株 ) 

詫間工場  

東洋炭素(株 ) 萩原工場 

東亞合成(株 ) 坂出工場 

ライオンケミカル(株 ) 

オレオケミカル事業所 

YKK AP(株 ) 四国製造所 

川田工業(株 ) 四国工場 

(株 )タダノ 多度津工場  

東洋炭素(株 ) 詫間事業所  

大倉工業(株 ) 仲南工場 

図表 1-12 香川県内の主な工場 

出典：国土地理院地図を加工して作成

図表 1-13 香川における代表的なニッチトップ企業 

出典：株式会社日本政策投資銀行「進化する四国のニッチトップ企業 2011」
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1. 高松港・坂出港の現況

（3）道路交通網 

四国 4 県を 8 の字の高規格道路で結ぶ「四国 8 の字ネットワーク」は、総延

長の約 7 割の整備が完了しており、現在、四国東南部・西南部で、延伸に向けた

整備が進められています。高規格道路網の整備に伴い、四国地域内の自動車貨物

による物流量は増加しています。 

図表 1-14 四国の高規格道路ネットワーク

出典：四国地方整備局港湾空港部「四国港湾ビジョン2040」 

図表 1-15 四国の各県間の物流量の変化

出典：国土交通省「貨物・旅客地域流動調査（2000年、2019年） 」 

※自動車貨物を対象として集計 
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1. 高松港・坂出港の現況

高松港及び坂出港の周辺においても道路整備事業が進められており、両港のア

クセス機能は、大幅に強化される見込みです。 

名称 事業内容 備考 

高松環状道路・高松空港連絡道路 高規格道路の整備  

一般県道 高松坂出線(五色台工区) 約 7 ㎞区間の 4 車線化 R6 年度供用予定 

(仮称)坂出北スマートインターチェンジ 坂出北 IC をフルインター化 R6 年度供用予定 

本町踏切 踏切、道路改良（暫定整備） R5 年度完了予定 

図表 1-16 高松環状道路

図表 1-17 一般県道 高松坂出線

出典：香川河川国道事務所 HP 

出典：香川県 HP 

 高規格道路高松環状道路のうち、

高松市寿町から檀紙町までの区間

は、令和 2 年度から「計画段階評価

を進めるための調査箇所」とされま

した。当該区間の整備により、ＪＲ

高松駅や高松港などのあるサンポ

ート高松と高松西ＩＣ、さらには高

規格道路高松空港連絡道路を経由

し、高松空港が結ばれ、交通結節機

能を強化するとともに、国道  11 号
などの高松市中心部における交通

渋滞の緩和が図られることが期待

されています。

出典：香川県（令和3年6月撮影） 

至坂出市 

至高松市 

工事状況写真（高松市側） 
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1. 高松港・坂出港の現況

物流拠点（高松港朝日地区）の西側にある

琴電本町踏切は、市道の交差点内に存在する

複雑な形状となっており、安全面で問題があ

るほか、交通の流れも悪くなっています。

 当面の対応として図表 1-19 の暫定整備を

行うとともに、「琴電連立検討委員会」の中

で更なる対応策の検討を進めています。

図表 1-18 （仮称）坂出北スマートインターチェンジ

出典：国土交通省道路局 HP 

図表 1-19 本町踏切 暫定整備計画

本町踏切 

玉藻地区 
朝日地区 

出典：高松市（令和元年 12 月撮影） 

出典：本町踏切渋滞等対策検討委員会資料
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1. 高松港・坂出港の現況

（4）航行規制

香川県沖にある備讃瀬戸東、宇高東、宇高西、備讃瀬戸北、備讃瀬戸南、水島

の各航路では、海上交通安全法第 23 条に基づき、「巨大船」（長さ 200 メート

ル以上の船舶）の夜間航行が禁止されています。 

また、水島航路の全区間と備讃瀬戸東航路、備讃瀬戸北・南航路の一部区間

(図表 1-20 着色部)では、12 ノットの速力制限があります。 

来島海峡 備讃瀬戸 明石海峡 

高さ制限※1 65m 65m 65m 

航行制限 
日出から日没まで 

「巨大船」※2 

日出から日没まで 

「巨大船」※2 
なし 

潮流制限 

中水道を順流で潮

流 3 ノット以下の

時間内で航路を抜

けること 

なし なし 

図表 1-20 瀬戸内海の航行規制範囲

出典：四国運輸局 HP 

図表 1-21 瀬戸内海の航行規制内容

出典：香川県 

※1：原則として 2m 以上の余裕が必要 

※2：長さ 200ｍ以上の船舶「海上交通安全法第 2 条」 
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1. 高松港・坂出港の現況

（5）観 光 

香川県内には歴史・文化・自然・名所等の多種多様な観光スポットが多数点在

しています。 

また、文化芸術の振興を図り、瀬戸内を活性化することを目的とした「瀬戸内

国際芸術祭」が、平成 22 年から 3 年に一度開催されており、高松港は島々への

玄関口として中心的な役割を果たしています。 

木村崇人「ｶﾓﾒの駐車場」
Photo :  Nakamura Osamu  

栗林隆「伊吹の樹」

Photo :  Kioku Ke izo

ﾔﾉﾍﾞｹﾝｼﾞ「ｽﾀｰ･ﾀﾝｶﾞｰ」
Photo:  Takaha shi Kimito

大巻伸嗣「Limina l Air  -  co re -」
Photo:Ichikawa Yasushi

図表 1-22 香川県の主な観光資源

出典：公益社団法人 香川県観光協会 「うどん県 旅ネット」他

図表 1-23 瀬戸内国際芸術祭

出典：「瀬戸内国際芸術祭 2022／ART SETOUCHI 公式ウェブサイト」 
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1. 高松港・坂出港の現況

（6）浚渫土砂処分 

これまで、港湾整備により発生する浚渫土砂は、臨海部の埋立に用いられ、産

業の発展等に寄与してきましたが、環境への配慮等により埋立事業が減少して

います。 

香川県では、直近 5 年間の浚渫土砂と建設残土の処分量、県内廃棄物の将来

推計、既存の最終処分場の残余年数から、今後 20～30 年間に確保を必要とする

公的処分場の容量を約 300 万 m3 と推計していますが、現在、本県で浚渫土砂の

受入れを唯一行っている、観音寺港三本松地区も概成していることから、新たな

処分場が必要となっています。 

                   (万 /年) 

浚渫土砂 建設残土 安定型産廃 計(m3) 

必要容量 5.0 3.7 3.2 11.9

11.9 万 ×25 年＝300 万 

令和 2 年 5 月 28 日撮影

令和 2 年 5 月 28 日撮影

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 

高松港香西（西）地区 H29.1.18 竣工 

観音寺港三本松地区 

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 

出典：香川県浚渫土砂等処分場確保研究会 

図表 1-24 公的処分場の必要容量
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1. 高松港・坂出港の現況

（7）新県立体育館 

高松港玉藻地区の大型テント広場など賑わい創出空間として利用してきた区

画において、中四国最大級の収容人数を誇るアリーナや交流エリア等を有する、

新県立体育館の整備が進められています。 

図表 1-25 新県立体育館の建設地

出典：香川県「新香川県立体育館整備基本計画 周辺施設からの動線計画」を加工して作成 

図表 1-26 新県立体育館イメージ

Copyright（C）2021 Kagawa Prefectural Government and SANAA All rights reserved. 

：公共交通機関 
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1. 高松港・坂出港の現況

（8）MaaS（Mobility as a Service） 

香川県内の海上輸送手段としては、フェリー等の定期船に加えて海上タクシ

ーも活用されており、瀬戸内国際芸術祭開催等の移動需要が高まる時期におい

ては、会場となる離島間の移動といったニーズもあることから、様々な海上輸送

手段が手軽に使えることが重要となっています。 

また、受入れ側としても、人手不足で弾力的な労働力の調整が困難な状況の中、

同程度のサービスを行うとしても、繁盛期と閑散期の体制が大きく異なるため、

安定したサービスの提供に向けて業務の改善を行うことが必要となっています。 

こうしたニーズに対応するため、現在、高松港を中心に海上交通サービスの利

便性向上、管理業務の円滑化・省人化を目的として、観光型 MaaS アプリや港湾

管理システムを使用しての実証実験が行われています。 

MaaS とは、地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対

応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて、

検索・予約・決裁等を一括で行うサービスです。 

出典：四国地方整備局資料を加工して作成 

図表 1-27 現状と実証実験のイメージ
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1. 高松港・坂出港の現況

1.2 高松港の現況 

（1）概 要 

高松港は香川県の中央部よりやや東に位置し、本州や離島を結ぶ海上交通の

要衝として発展してきました。 

物流の中心である朝日地区は、県内港湾で唯一の定期コンテナ航路（中国、韓

国、国際フィーダー）を有しており、国際化する地域産業を支えているほか、大

規模地震災害時の緊急物資等の輸送や、経済活動の確保を目的とした、耐震強化

岸壁が整備されています。 

また、人流の中心である玉藻地区は、多くの交通機関が集積する海陸交通の要

衝に、「みなと」と「まち」が一体となったエリアが形成されており、「サンポ

ート高松」の愛称で、県民に親しまれています。 

出典：国土地理院地図を加工して作成

図表 1-28 高松港位置図 
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1. 高松港・坂出港の現況

（2）沿 革 

年 次 事       項 高規格道路 

天正 16(1588)年 藩主生駒親正、内町港築造 

寛永 19(1642)年 藩主松平頼重、矢野部伝六をして西浜漁港、堀川

港、東浜港等を改築 

明治 30～33 年 高松市が防波堤、浮桟橋の築造、港内浚渫埋立 

明治 43 年 国鉄宇高航路が玉藻地区に開設(4 便) 

大正 11 年 港湾管理者が市から県になる 

大改修工事(内務省直轄工事) 

大正 12 年 6 月 第 2 種重要港湾に指定 

昭和 24年 12月 大阪別府航路が玉藻地区に就航（1 社、2 便） 

昭和 25 年 2 月 阪神四国航路が玉藻地区に就航（1 社、1 便） 

昭和 26 年 1 月 港湾法に基づく重要港湾に指定 

昭和 27 年 7 月 Ａ地区(第 1 工区)埋立地竣功(68,605m2) 

昭和 28 年 9 月 港湾運送事業法に基づく指定港に指定 

昭和 28年 12月 Ａ地区(第 2 工区)埋立地竣工(247,782m2) 

昭和 29 年 8 月 香川県が港湾法に基づく港湾管理者となる 

昭和 30 年 4 月 出入国管理法令に基づく出入港に指定 

昭和 36 年 6 月 Ｂ地区(第 1 期分)埋立地竣工(308,269m2) 

昭和 37年 11月 Ｄ地区埋立地竣工(183,903m2) 

昭和 38 年 4 月 港湾区域を変更し、香西、神在、生島、弦打の各

地方港湾を包括 

昭和 38 年 7 月 阪神四国航路から阪神高松航路に変更（1 社、2 便）

昭和 40 年 7 月 港則法に基づく特定港に指定 

昭和 41 年 玉藻地区中央ふ頭(-7.5m)岸壁の供用開始 

昭和 41 年 3 月 弦打木材工業団地埋立地竣工(196,047m2) 

昭和 41 年 4 月 関税法により開港に指定 

昭和 42 年 9 月 西浜地区(Ｅ地区)埋立地竣工(308,772m2) 

昭和 44 年 4 月 Ｂ地区(第 2 期分)埋立地竣工(2,380m2) 

昭和 44 年 4 月 Ｃ地区(第 1 期分)埋立地竣工(301,584m2) 

昭和 44 年 6 月 植物防疫法により植物輸入港に指定される 

昭和 44年 11月 高松神戸航路がＣ地区に就航（2 社、5 便） 

昭和 45年 10月 高松神戸航路が増便（4 社、15 便） 

昭和 46 年 8 月 Ｃ地区(第 2・3 期分)埋立地竣工(13,672m2) 

昭和 48年 10月 阪神高松航路が減便（1 社、1 便） 

昭和 50 年 5 月 Ｆ地区(第１工区)埋立地竣工(11,709m2) 

昭和 51 年 Ｆ地区(-7.5ｍ)岸壁の供用開始 

昭和 51 年 Ｆ地区(-10ｍ)岸壁の供用開始 

昭和 52 年 3 月 Ｆ地区(第 2 工区)埋立地竣工(389,943m2) 

昭和 52 年 4 月 Ｃ地区(福岡地区)埋立地竣工(10,511m2) 
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1. 高松港・坂出港の現況

年 次 事       項 高規格道路

昭和 62 年 2 月 Ｇ地区埋立地竣工(226,275m2) 

昭和 62 年 11 月 杣場川埋立地竣工(16,559m2) 

昭和 63 年 4 月 宇高航路が増便（3 社、148 便(平日)／140 便(土

日)） 

昭和 63 年 4 月 JR 四国宇高連絡船廃止 瀬戸大橋が全線開通 

昭和 63 年 4 月 宇高航路が減便（3 社、122 便） 

平成 7 年 2 月 大阪別府航路減便（高松寄港中止） 

平成 8 年 10 月 香西(東)地区(第 1 工区)埋立地竣工(85,538m2) 

平成 9 年 2 月  高松市と松山市が高速

道路で結ばれる 

平成 9 年 6 月 コンテナターミナル開設 

平成 9 年 6 月 韓国釜山港との国際定期航路開設 

平成 10 年 3 月 香西(東)地区(第 2 工区)埋立地竣工(27,004m2) 

平成 10 年 3 月 家畜伝染病予防法により動物検疫港に指定 

平成 10 年 3 月 高知市と高松･松山市

が高速道路で結ばれる 

平成 10 年 4 月 高松神戸航路が減便（3 社、10 便） 神戸淡路鳴門自動車道

が全線開通 

平成 10 年 7 月 宇高航路が減便（3 社、120 便） 

平成 10年 10月 高松神戸航路が減便（1 社、5 便） 

平成 11 年 4 月 香西(東)地区(第 3 工区)埋立地竣工(67,145m2) 

平成 12 年 2 月 香西(中)地区埋立地竣工(6,862m2) 

平成 12 年 3 月 四国 4 県都を結ぶエッ

クスハイウェイが完成 

平成 13 年 5 月 サンポート高松開港（離島航路サンポート移転）

平成 13 年 5 月 高松神戸航路が増便（1 社、6 便） 

平成 14 年 4 月 中国上海港との国際定期航路が開設される 

平成 14 年 4 月 高松神戸航路が減便（1 社、5 便） 

平成 15 年 3 月  高松自動車道路全線開

通 

平成 15 年 7 月 ETC 車割引 

平成 15年 10月 阪神高松航路廃止 

平成 16年 12月 朝日町石油桟橋 2 号(-7.5m)の供用開始 

平成 16 年 2 月 中国青島港との国際定期航路が開設される 

平成 18 年 3 月 しまなみ海道が全線開

通 

平成 19 年 8 月 神戸国際フィーダー航路開設 

平成 21 年 2 月 ハーバークレーンの供用開始 
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1. 高松港・坂出港の現況

年 次 事       項 高規格道路

平成 21 年 3 月 

（H21.3～H23.6） 

高速道路料金休日上限

1,000 円 

平成 21 年 5 月 宇高航路が減便（2 社、40 便(平日)／34 便(土日

祝)） 

平成 21 年 7 月 高松神戸航路が減便（1 社、4 便） 

平成 22 年 4 月 検疫法に基づく無線検疫港に指定  

平成 22 年 7 月 第 1 回瀬戸内国際芸術祭開催 

平成 23年 11月 5 万トン級客船受入れ岸壁の供用開始（玉藻地区）

平成 24 年 4 月 朝日地区(-12ｍ)耐震強化岸壁の供用開始 

(水深 10ｍまでの暫定供用) 

平成 24年 10月 宇高航路が減便（1 社、22 便）  

平成 26 年 4 月 本四高速料金改定 

平成 26 年 4 月 ガントリークレーンの供用開始  

平成 28年 12月 11 万トン級旅客船受入れ岸壁の供用開始（朝日地区）

平成 29 年 1 月 香西(西)地区埋立地竣工(356,012m2)  

平成 29 年 3 月 朝日地区(-10ｍ)岸壁の供用開始 

平成 31 年 3 月  高松自動車道路（高松・

鳴門間）4 車線化

令和元年 12 月 宇高航路が休止（0 社、0 便） 

令和 2 年 10 月 国際物流ターミナル埋立地竣工(155,251m2)  
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1. 高松港・坂出港の現況

（3）各地区の特徴 

高松港は、西は生島の紅

峰東北端、北は女木島南端、

東は屋島の長崎の鼻を結

んだ約 3,100 万 m2 の広大

な区域を持ち、便宜上、8 地

区に分けています。 

【屋島地区】 

 屋島地区は、昭和 9 年に

国の史跡、天然記念物に指

定され、高松市のシンボル

として市民に親しまれて

いる「屋島」の麓に位置し

ており、小型船舶の係留な

どで利用されています。 

【朝日地区】 

朝日地区は、昭和 25 年

から埋立地を順次整備し

ており、高松港の物流･生

産拠点となっています。 

アジア地域との定期コ

ンテナ航路により、国際化

する地域産業を支えてい

るほか、大規模地震災害時

の緊急物資等の輸送や、経

済活動の確保を目的とし

た、耐震強化岸壁が整備さ

れています。

出典：香川県 

出典：香川県 

出典：香川県 
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1. 高松港・坂出港の現況

【玉藻地区】 

玉藻地区の西側には、交

通機関が集積し、「みなと」

と「まち」が一体となった

エリアが形成されており、

「サンポート高松」の愛称

で、県民に親しまれていま

す。 

地区の東端には、古い倉

庫を活用した複合商業施

設「北浜 alley」が 2001 年

に開設され、若者を中心に

賑わいを見せています。 

【西浜地区】 

西浜地区は、昭和 42 年

に竣工した埋立地に、ビジ

ターバース、民間マリーナ、

市立ヨット競技場、砂浜な

どマリンレジャー関連施

設が整備されています。 

「サンポート高松」に隣

接した恵まれた環境に立

地しており、高松港の賑わ

い創出に寄与しています。 

【弦打地区】 

 弦打地区は、昭和 41 年

に竣工した埋立地に、製材

業を中心とした企業団地

が形成されましたが、産業

構造の変化による木材関

連産業の低迷に伴い、地域

の様相が変化しています。 

 既存の製材業の振興及

び新たな業態も含めた地

域の活性化を図るため、平

成 30 年に(-5.5m)岸壁を整

備しました。 

出典：香川県 

出典：香川県 

出典：香川県 
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1. 高松港・坂出港の現況

【香西地区】 

 香西地区は、古くから開

けた港町であり、東側の埋

立地には、工場や店舗、下

水処理場等が立地してい

ます。 

西側の砂浜海岸の沖合

には、平成 29 年に竣工し

た約 36ha の人工島があり、

クレーン工場の進出とと

もに、緑地を整備したこと

で、新たな賑わい空間とな

っています。 

【神在地区】 

 神在地区は、緑地レクリ

エーションゾーンに位置

づけられており、小型船舶

の係留などで利用されて

います。 

【生島地区】 

 生島地区の背後地には、

香川県のスポーツ振興に

寄与する中核施設として

整備された、「香川県総合

運動公園」があり、利用者・

来場者で賑わっています。 

港湾計画では、緑地レク

リエーションゾーンに位

置づけており、マリーナの

整備を計画しています。 

出典：香川県 

出典：香川県 

出典：香川県 
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1. 高松港・坂出港の現況

（4）港湾利用の現況 

1) 取扱貨物の現況 

高松港における取扱貨物の多くがフェリー貨物で占められており、明石海峡

大橋の開通や高速道路料金の値下げ等により、高松港と本州を結ぶフェリー航

路の便数が大きく減少したため、取扱貨物量が大きく減少しています。 

なお、フェリーを除く取扱貨物量は、おおむね横ばい傾向にあります。 

64,935

48,116

34,593

7,181

0
10,000

20,000
30,000

40,000

50,000
60,000

70,000
80,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2
外貿 内貿 フェリー 合計

(千トン)
明石海峡大橋開通

高速 1,000 円
リーマンショック

2,447
4%

62,488
96%

フェリー

一般

平成10年
64,935千トン

1,382
19%

5,799
81%

フェリー

一般

令和2年
7,181千トン

図表 1-29 貨物種別による取扱貨物量 

出典：国土交通省「港湾調査」 

図表 1-30 高松港における取扱貨物量の推移

出典：国土交通省「港湾調査」 

図表 1-31 高松港における取扱貨物量の推移（フェリー除く）

出典：国土交通省「港湾調査」 

※R2 はコロナ禍の影響あり 

※R2 はコロナ禍の影響あり 
※H9改訂次から現在まで新規追加となった項目は除く
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2,000
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3,000
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4,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

（千トン）

外貿 内貿

※港湾統計上、H9 改訂時から現在までに新規追加となった項目は除く

※港湾統計上、H9 改訂時から現在までに新規追加となった項目は除く

※港湾統計上、H9 改訂時から現在までに新規追加となった項目は除く
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1. 高松港・坂出港の現況

2) コンテナ貨物の現況 

コンテナターミナルの定期航路は、平成 9 年の釜山航路開設に始まり、その

後、中国航路やフィーダー航路が拡充され、現在は週 7 便が運航しています。 

外貿コンテナは、ターミナル開設以降、取扱個数を大きく伸ばしており、令和

元年には過去最高の 40,238TEU を取り扱いましたが、依然として輸入に対して

輸出が少なく、空コンテナが数多く発生しているため、輸出を増やす取組みが求

められています。 

また、国際コンテナ戦略港湾である阪神港との取扱個数も堅調に伸びており、

令和元年には、フェリー航路と国際フィーダー航路を合わせて 63,607TEU を取

り扱いました。特に、フェリー航路における伸びが著しく、満船のため乗船でき

ない車両が発生していることから、運航事業者が輸送力強化に向けて、新造船を

建造しています。 

図表 1-32 高松港の定期航路（コンテナターミナル）

図表 1-33 高松港における外貿コンテナ取扱個数の推移

出典：国土交通省「港湾調査」 

※R2 はコロナ禍の影響あり 

韓国航路 

4 便/週 

中国航路 

２便/週 

国際フィーダー航路 

１便/週 

出典：香川県
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1. 高松港・坂出港の現況

5,324 7,791 4,833 4,716 3,853

31,796 33,461 36,477 40,238 37,979
47,603

54,521
59,262 61,195

54,889

84,723
95,773

100,572 106,144
96,721

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

国際ﾌｨｰﾀﾞｰ 外貿 内貿 高松港全体

図表 1-34 高松港におけるコンテナ取扱個数の推移 

出典：国土交通省「港湾調査」 

図表 1-35 満船のため乗船できなかった台数（平成 30 年高松神戸航路）

出典：国土交通省四国地方整備局 

※R2 はコロナ禍の影響あり 

(TEU) 
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1. 高松港・坂出港の現況

高松港では、主にコンテナターミナルとフェリーターミナル（高松神戸航路）

でコンテナ貨物を取り扱っていますが、大型化する船舶への対応やコンテナ貨

物の蔵置空間の不足と不適切な配置、CFS の機能不足など、多くの課題を抱え

ています。

載荷重量トン数

DWT（トン）

全長

（m）

満載喫水

（m）※ 1

参考：積載可能コンテナ個数

（TEU）※ 2

10,000 138 7.9 900（50 ～  1,345）

20,000 175 10.2 1,700（648 ～  1,808）

23,000 184 10.8 1,700（1,400 ～  2,259）

図表 1-36 コンテナターミナルの現況 

管理棟 
CFS(308.9 ㎡)

ガントリー
クレーン 

ハーバー
クレーン 

コンテナ蔵置ヤード 

出典：(公社)日本港湾協会「港湾の施設の技術上の基準・同解説」を基に作成 

コンテナ船の主要な諸元の標準値 

図表 1-37 フェリーターミナルの現況（高松神戸航路） 

出典：香川県 

出典：香川県（平成 25 年撮影） 

N

ふ頭用地（フェリー利用） 

ふ頭用地（別用途） 

新造船諸元 
（フェリー事業者聞き取り） 
 全長 131.7m、全幅 21m 

現状（15,000 DWT） 

東南アジア航路平均船型 

※1 施設の必要水深は、一般的に満載喫水×1.1 以深とされている。 

※2 対象とする船階級の中央値である。 

ガントリークレーン 

ハーバークレーン 

since 2014 

since 2009 

出典：香川県(令和 2 年 5 月撮影) 
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1. 高松港・坂出港の現況

〇コンテナターミナルの拡張

平成 9 年の開設から 6 回拡張しており、面積は 4 倍、蔵置個数は 5 倍に増加。

〇三次元重心測定機能付きトラックスケール「satrs」の導入(平成 25 年 10 月)

コンテナ車両の横転事故防止のため、積荷の偏り、重心位置の計測が可能。

〇コンテナヤード管理システムの導入（平成 27 年 3 月）

システムを介したウェブ情報照会、電文ファイル等による連携、ヤードマップを用いた蔵

置管理等が可能。

〇出入管理情報システムの導入（平成 29 年 2 月） 

制限区域内への出入りの際に実施が義務づけ

されている三点確認（本人・所属・立入目的）

を PS カードの読み取りにより、確実かつ円滑

に実施することが可能。

コンテナターミナルにおける最近の取組み 

出典：香川県 

出典：香川県 

出典：香川県 

出典：国土交通省 
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1. 高松港・坂出港の現況

3) 入港船舶の現況 

高松港への入港船舶数は、平成 10 年には 7 万 6 千隻を数えていましたが、明

石海峡大橋の開通や高速道路料金の値下げ等により、高松港と本州を結ぶフェ

リー航路が大幅に便数を減らしています。 

一方、船舶の大きさについては、外航商船で年々大型化の傾向にあります。朝

日地区(-12m)耐震強化岸壁では、大型の自動車専用船の需要がありますが、岸壁

延長が若干短いため、特定の船社が所有する船舶しか入港できていません。 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

H1
0

H1
1

H1
2

H1
3

H1
4
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5

H1
6

H1
7

H1
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9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R元 R2

（総トン/隻）

外航商船 内航商船 フェリー その他

76,282
77,735 70,042

65,575
59,751

49,917
30,436

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

（隻）

外航商船 内航商船 フェリー その他 合計

図表 1-38 入港船舶隻数の推移

出典：国土交通省「港湾調査」 

図表 1-39 船種別の１隻あたりの総トン数の推移

出典：国土交通省「港湾調査」 

高松港に入港する大型船舶（写真左側、HOEGH TROTTER、76,420 総トン、L=199m）

出典：香川県(令和元年 5 月撮影) 

※R2 はコロナ禍の影響あり 

※R2 はコロナ禍の影響あり 
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1. 高松港・坂出港の現況

4) フェリーの現況 

明石海峡大橋の開通や高速道路料金の値下げ等により、高松港と本州を結ぶ

フェリー航路が大幅に便数を減らしています。 

一方、離島航路では、離島の人口が減少する中、サンポート高松へフェリータ

ーミナルが移転し、交通結節機能の強化が図られたことを契機に、乗降人員が増

加傾向に転じましたが、歩行者動線と自動車動線の輻輳や瀬戸内国際芸術祭開

催期間など繁盛期における、乗船客の待合空間不足が課題となっています。 
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H12 146万人 → H30 213万人

新型コロナウイルス

感染症感染拡大

図表 1-40 高松港におけるフェリー貨物量の推移

出典：国土交通省「港湾調査」 

図表 1-41 高松港発着の 

フェリー便数の推移

図表 1-43 離島（小豆島、直島） 

人口の推移

出典：香川県 

出典：総務省統計局「国勢調査」 

図表 1-42 離島航路における 

船舶乗降人員の推移

※R2 はコロナ禍の影響 

出典：国土交通省「港湾調査」 

※R2 はコロナ禍の影響あり 

出典：香川県 

車両と歩行者の輻輳状況 待合所外で船を待つ乗船客 
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1. 高松港・坂出港の現況

5) クルーズの現況 

コロナ禍以前のクルーズ客船寄港数は増加傾向にあり、特に、外国船籍による

利用者及び隻数が急増しています。 

玉藻地区の客船専用岸壁は、街に近く、フリーWi-Fi スポットも設置する等、

恵まれた立地にあり、乗船客に好評を得ていますが、岸壁や背後空間の規模が小

さく 5 万トン級のクルーズ客船までの対応となっています。一方、朝日地区の

コンテナ岸壁では、街から遠く岸壁調整が困難ですが、11 万トン級のクルーズ

客船が入港可能です。 
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大型クルーズ客船が初寄港

3,300 3,695

12,750

日本船籍

外国船籍

(人)

2 4 3 4
9

5 71
2 2

4

4
9

18

0

5

10

15

20

25

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

25

３

1413

８

５６

日本船籍
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図表 1-44 高松港におけるクルーズ船の寄港状況（左図：利用者、右図：隻数）

出典：香川県 出典：香川県 

図表 1-45 高松港玉藻地区の Wi-Fi エリア

出典：香川県 

：Wi-Fi エリア 

客船専用岸壁

出典：香川県(令和元年 8 月撮影) 出典：香川県(令和元年 8 月撮影) 

大型客船入港時のバス待機状況

出典：香川県（平成 24 年 8 月撮影） 
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1. 高松港・坂出港の現況

6) 公共岸壁の利用状況 

高松港における、公共岸壁の利用状況は図表 1-46～48 に示すとおりです。 

フェリー岸壁と香西地区(砂利・砂)の利用水準が高くなっています。 

利用水準
1,000 t/m以上
500～999 t/m
100～499 t/m
100未満 t/m
荷役無し

※点線箇所は計画上貨物の貼付け無し

図表 1-46 公共岸壁の利用状況（朝日地区）

出典：国土交通省「港湾調査」 

施設名 朝日町石油桟橋２号
水深・バース数 -5.5m,-7.5m・4B
バース延長 428m(214+214)
取扱貨物量 210千トン
主な品目 揮発油,その他の石油(移入)

利用水準(トン/ｍ) 490.7

施設名 F地区(-10m)岸壁
水深・バース数 -10m・2B
バース延長 370m
取扱貨物量 279千トン
主な品目 コンテナ(輸移出入)

利用水準(トン/ｍ) 754.1

施設名 朝日町石油桟橋１号
水深・バース数 -5.5m・4B
バース延長 360m
取扱貨物量 47千トン
主な品目 LNG,その他石油製品(移入)

利用水準(トン/ｍ) 130.6

施設名 F地区(-4m)物揚場
水深・バース数 -4m
バース延長 357m
取扱貨物量 0千トン
主な品目 －

利用水準(トン/ｍ) 0.0
施設名 F地区(-12m)岸壁

水深・バース数 -12m・1B
バース延長 240m
取扱貨物量 10千トン
主な品目 鋼材(移入)

利用水準(トン/ｍ) 41.7
施設名 F地区(-7.5m)岸壁

水深・バース数 -7.5m・3B
バース延長 390m
取扱貨物量 88千トン
主な品目 鋼材(移入),コンテナ

利用水準(トン/ｍ) 225.6
施設名 F地区(-5.5m)岸壁

水深・バース数 -5.5m・2B
バース延長 240m
取扱貨物量 61千トン
主な品目 鋼材(移入)

利用水準(トン/ｍ) 254.2
施設名 C地区(-6m)岸壁

水深・バース数 -6m・1B
バース延長 130m
取扱貨物量 4429千トン
主な品目 フェリー、コンテナ

利用水準(トン/ｍ) 34,069.2
施設名 C地区(-4.5m)岸壁

水深・バース数 -4.5m・3B
バース延長 324m
取扱貨物量 210千トン
主な品目 砂利・砂(移入)

利用水準(トン/ｍ) 648.1

施設名 石油基地(-4.5m)岸壁 施設名 朝日町(-5.5m)岸壁
水深・バース数 -4.5m・2B 水深・バース数 -5.5m・4B
バース延長 229m バース延長 488m
取扱貨物量 0千トン 取扱貨物量 17千トン
主な品目 － 主な品目 染料・塗料・合成樹脂・その他化学工業品(移入)

利用水準(トン/ｍ) 0.0 利用水準(トン/ｍ) 34.8
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1. 高松港・坂出港の現況

利用水準
1,000 t/m以上
500～999 t/m
100～499 t/m
100未満 t/m
荷役無し

※点線箇所は計画上貨物の貼付け無し

図表 1-47 公共岸壁の利用状況（玉藻地区）

出典：国土交通省「港湾調査」 

施設名 玉藻地区-10M岸壁
水深・バース数 -10m・1B
バース延長 310m

クルーズ利用実績 23回(令和元年実績)
施設名 玉藻地区-6m・-7.5m岸壁

水深・バース数 -6.0m,-7.5m・2B
バース延長 275m(125+150)
取扱貨物量 5804千トン
主な品目 離島フェリー

利用水準(トン/ｍ) 21,105.5
施設名 玉藻地区県営第１浮桟橋

水深・バース数 -3m・4B
バース延長 200m
取扱貨物量 95千トン
主な品目 離島フェリー

利用水準(トン/ｍ) 475.0
施設名 玉藻町第１物揚場

水深・バース数 -3.5m
バース延長 304m
取扱貨物量 0千トン
主な品目 －

利用水準(トン/ｍ) 0.0
施設名 北浜フェリー岸壁

水深・バース数 -3m
バース延長 71m
取扱貨物量 0千トン
主な品目 －

利用水準(トン/ｍ) 0.0
施設名 本町物揚場

水深・バース数 -3m
バース延長 187m
取扱貨物量 8千トン
主な品目 離島フェリー

利用水準(トン/ｍ) 42.8
施設名 城東町物揚場・北浜横桟橋他

水深・バース数 -3m
バース延長 432m
取扱貨物量 0千トン
主な品目 －

利用水準(トン/ｍ) 0.0
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1. 高松港・坂出港の現況

利用水準
1,000 t/m以上
500～999 t/m
100～499 t/m
100未満 t/m
荷役無し

※点線箇所は計画上貨物の貼付け無し

出典：国土交通省「港湾調査」 

図表 1-48 公共共岸壁の利用状況（香西地区・弦打地区） 
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1. 高松港・坂出港の現況

（5）防災への取組み 

1) 地震・津波対策 

高松市の地震・津波対策事業は、近い将来発生が予測されている南海トラフ

を震源とする地震の被害想定から策定された「香川県地震・津波対策海岸堤防

等整備計画」に基づき、平成 27 年度から整備を進めており、令和 2 年度から

は、Ⅰ期後期の整備に着手しています。 

図表 1-49 高松市のⅠ期整備箇所図 

出典：香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画 

2) 耐震強化岸壁 

高松港における耐震強化岸壁は、朝日地区(-12m)耐震強化岸壁が平成 24 年 3

月に供用開始しています。また、貨物需要の増大への対応や南海トラフ地震な

ど大規模地震発生時における復旧復興の拠点とするため、令和 2 年度から、新

たに(-7.5m)耐震強化岸壁の整備を進めています。 

また、高松港玉藻地区のフェリーターミナルは、離島へのハブとして重要な

機能を有していますが、耐震性能を確認できていない状況です。 

-7.5m耐震強化岸壁 

【整備中】 

朝日地区 

-12m耐震強化岸壁 

図表 1-51 高松港の耐震強化岸壁

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 

図表 1-50 県内の耐震岸壁整備状況

出典：香川県 
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1. 高松港・坂出港の現況

3) 高松港の災害時事業継続計画（高松港ＢＣＰ） 

高松港ＢＣＰは、南海トラフを震源域とする最大クラスの地震と津波による

被災想定に基づき、大規模災害時の各種活動（被災施設応急復旧活動、緊急物

資輸送活動、企業物流継続活動、人の海上輸送活動）の方向性、各関係者に期

待される事項等、関係者間で共有すべき事項についてまとめています。

図表 1-52 高松港における発災後の各種活動全体の流れ 

出典：高松港の機能継続のための指針 

図表 1-53 高松港における緊急物資輸送活動のイメージと高松港ＢＣＰ図上訓練の状況 

出典：香川県 

参集・体制設置 

施設の被災状況の点検等 

水域啓開（港内の水域の障害物の調査、除去等）

応急復旧活動 

耐震強化岸壁における緊急物資

輸送船の受け入れ準備 

緊急物資輸送船の着岸と荷役 

作業等の実施 

荷役体制の構築 

貨物船の航行支援体制の構築 

港湾の運用が円滑に行われる

ような体制の構築 

人の海上輸送活動に関する情報

発信、支援活動の開始 

人の海上輸送活動の開始 

被
災
施
設
応
急
復
旧
活
動

緊急物資輸送活動 

発 災 

人の海上輸送活動 

-12m耐震強化岸壁 

朝日地区 

優先して啓開する水域

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 
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1. 高松港・坂出港の現況

（6）港湾施設の老朽化 

高度経済成長期に整備した港湾施設の老朽化が進む中、本県においても、建設

後 50 年を経過した施設が、現在の 50%から 20 年後には 80%に急増する状況であ

り、一部の施設においては、施設の損傷により利用制限をしています。 

図表 1-54 港湾施設の老朽化（朝日地区）

出典：香川県 

朝日町石油桟橋 1 号 
水深-5.5m、延長 360m 

1975 年建造 
2020 年補修 

北浜町横桟橋 
水深-3.0m、延長 432m 
1922 年建造（99 年経過） 

石油基地（-4.5m）岸壁 
水深-4.5m、延長 229m 
1961 年建造（60 年経過） 

Ｆ地区（-10m）岸壁 
水深-10.0m、延長 370m 

1976 年建造 
2014 年補修（7 年経過） 

Ｆ地区（-4m）物揚場 
水深-4.0m、延長 357m 
1975 年建造（46 年経過） 

Ｆ地区（-12m）岸壁 
水深-12.0m、延長 240m 
2011 年建造（10 年経過） 

Ｆ地区（-7.5m）岸壁 
水深-7.5m、延長 390m 
1976 年建造（45 年経過） 

Ｆ地区（-5.5m）岸壁 
水深-5.5m、延長 240m 
1976 年建造（45 年経過） 

Ｃ地区（-6m）岸壁 
水深-6.0m、延長 130m 
1969 年建造（52 年経過） 

朝日町（-5.5m）岸壁 
水深-5.5m、延長 488m 
1961 年建造（61 年経過） 

朝日町石油桟橋 2 号 
水深-5.5m・-7.5m、延長 428m 

1976 年建造 
2015 年補修（6 年経過） 

城東町(-3.0m)物揚場 
水深-3.0m、延長 103m 

1971 年建造 
2018 年補修（3 年経過） 

城東町横桟橋 
水深-3.0m、延長 237m 
1955 年建造（66 年経過） 

朝日地区 

本町物揚場 
水深-3.0m、延長 187m 
1981 年建造（40 年経過）

朝日町石油桟橋 3 号 
水深-5.5m、延長 180m 
1976 年建造（45 年経過） 

Ｃ地区（-5.5m）岸壁 
水深-5.5m、延長 91m 

1970 年建造 
2014 年補修（7 年経過） 

Ｃ地区（-4.5m）岸壁 
水深-4.5m、延長 324m 

1970 年建造 
2014 年補修（7 年経過） 

凡例 

：40 年以上 
： 0～20 年 

（2021 年時点） 
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1. 高松港・坂出港の現況

図表 1-55 港湾施設の老朽化（玉藻地区）

出典：香川県 

玉藻地区-7.5m 岸壁 
水深-7.5m、延長 150m 
1999 年建造（22 年経過） 

玉藻地区-6m 岸壁 
水深-6.0m、延長 125m 
2000 年建造（21 年経過） 

玉藻町第 1 物揚場（対策中） 
水深-3.5m、延長 304m 
1947 年建造（74 年経過） 

玉藻地区県営第 1 浮桟橋 
水深-3.0m、延長 200m 
2000 年建造（21 年経過） 

玉藻地区-10M 岸壁 
水深-10.0m、延長 310m 
1998 年建造（23 年経過） 

西浜 1 号浮桟橋 
水深-3.0m、延長 50m 
2003 年建造（18 年経過） 

西浜さん橋 
水深-3.5m、延長 80m 
1967 年建造（54 年経過） 

西浜(-3.0m)物揚場 
水深-3.0m、延長 32m 
1967 年建造（54 年経過） 

大的場浮桟橋 
水深-3.5m、延長 40m 
1953 年建造（68 年経過） 

玉藻地区 

北浜フェリー岸壁 
水深-3.0m、延長 71m 
1959 年建造（62 年経過） 

凡例 

：40 年以上 
：20～30 年 
： 0～20 年 

（2021 年時点） 
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1．高松港・坂出港の現況

1.3 坂出港の現況 

（1）概 要 

坂出港は香川県の中央部よりやや西に位置し、江戸時代には塩の積出港とし

て栄えた港です。その後、番の州埋立に伴う大規模臨海工場の誘致や塩田跡地を

活用した港湾開発などにより、香川県の工業の発展に大きく貢献してきました。 

番の州地区をはじめとする臨海部には、大規模な工場とともに、電気、石油、

LNG、コークスガス、LPG と各種エネルギー関連企業が集積しており、四国のエ

ネルギー拠点としての役割を担っています。 

また、坂出市は、瀬戸中央自動車道と高松自動車道が交わる高速交通の要衝で

あり、沿岸部には企業の物流基地が数多く立地しています。 

図表 1-56 坂出港位置図

出典：国土地理院地図を加工して作成 
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1．高松港・坂出港の現況

（2）沿 革 

年 次 事       項 高規格道路 

天保 2(1831)年 帆船錨地として沖湛浦築造  

大正 5 年 5 ヶ年計画を以って内港運河の浚渫工事施工 

昭和 5 年 定期連絡船(児島-坂出航路)運航開始  

昭和 7 年 西岸壁、東西埋立地等第 1 期改修工事竣工 

昭和 23 年 1 月 関税法に基づく開港に指定  

昭和 23 年 7 月 港則法に基づく特定港に指定 

昭和 24年 11月 輸入食糧第 1 船(石狩川丸)入港  

昭和 24年 12月 臨港鉄道中央岸壁線開通 

昭和 26 年 4 月 中央ふ頭地区 2 号岸壁(水深-8m)供用開始  

昭和 26 年 6 月 港湾運送事業法に基づく指定港となる 

昭和 26 年 9 月 港湾法により重要港湾に指定  

昭和 27 年 7 月 出入国管理法令に基づく出入港に指定 

昭和 28 年 7 月 坂出市が港湾法に基づく港湾管理者となる  

昭和 29年 12月 植物防疫法に基づく穀類、木材の輸入港に指定 

昭和 33 年 7 月 検疫法に基づく検疫区域を指定  

昭和 38 年 2 月 中央突堤第 2 期改修工事竣工 

昭和 38年 10月 金山新塩田埋立地竣工  

昭和 38年 12月 中央ふ頭地区 1 号岸壁(水深-10m)供用開始 

昭和 43年 12月 港湾区域を変更し、番の州地先海面を包括  

昭和 44年 11月 港湾区域を変更し、松ヶ浦港を包括 

昭和 45 年 5 月 臨港地区を変更し、番の州地区等を追加  

昭和 47 年 8 月 西浜地区埋立工事竣工(59,452m2) 

昭和 47年 12月 県営番の州第 2 期埋立地竣工(1,439,989m2)  

昭和 48 年 6 月 県営番の州第 1 期埋立地竣工(4,589,219m2) 

昭和 48 年 6 月 検疫法に基づく無線検疫港に指定  

昭和 50年 10月 県営番の州瀬居南埋立地竣工(161,558m2) 

昭和 56年 11月 林田地区埋立地竣工(209,873m2)  

昭和 57 年 3 月 林田地区Ｂ号岸壁(水深-7.5m)供用開始 

昭和 57 年 4 月 林田地区Ａ号岸壁(水深-12m)供用開始  

昭和 58 年 3 月 阿河浜地区埋立地竣工(80,162m2) 

昭和 59 年 6 月 みなと林田緑地竣工  

昭和 60 年 7 月 西運河船客待合所完成 

昭和 61年 10月 臨港鉄道中央岸壁線廃止  

昭和 63 年 4 月 瀬戸大橋が全線開通

昭和 63 年 児坂フェリー(定期連絡船)航路廃止  

平成 3 年 4 月 阿河浜地区阿河浜岸壁(水深-7.5m)供用開始 

平成 3 年 12 月 松ヶ浦地区埋立地竣工(32,157m2)  

平成 4 年 4 月 松ヶ浦地区岸壁(水深-5m）2 バース供用開始 
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1．高松港・坂出港の現況

年 次 事       項 高規格道路 

平成 6 年 4 月 総社地区小型船だまり供用開始  

平成 9 年 2 月 高松市 と松山 市が高

速道路で結ばれる

平成 10 年 3 月  高知市と高松・松山市

が高速道路で結ばれる 

平成 10 年 4 月 神戸淡路鳴門自動車道

が全線開通 

平成 11 年 5 月  来島海峡大橋開通 

平成 12 年 3 月 四国 4 県都を結ぶエッ

クスハイウェイが完成 

平成 15 年 3 月  高松自 動車道 路全線

開通 

平成 15 年 7 月 ETC 車割引 

平成 18 年 3 月  しまなみ海道が全線開

通 

平成 21 年 3 月 

(H21.3～H23.6) 

高速道路料金休日上限

1,000 円 

平成 25 年 7 月 コスモ石油(株)が坂出製油所を閉鎖  

平成 26 年 4 月 本四高速料金改定 

平成 26 年 4 月 西ふ頭地区西岸壁(水深-7.5m) 2 バース(うち１

バース耐震強化岸壁)供用開始 

平成 29年 12月 日本イコモス国内委員会が瀬戸大橋を「日本の 20

世紀遺産 20 選」に選定 

平成 30 年 9 月 東運河地区岸壁(水深-5.5m)1 バース供用開始  

平成 31 年 3 月 JA 西日本くみあい飼料(株)が坂出工場を廃止 高松自動車道路（高松・

鳴門間）4 車線化

令和 3 年 8 月 東京港向けの定期ＲＯＲＯ船が林田地区に就航  
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1．高松港・坂出港の現況

（3）各地区の特徴 

坂出港は、西は沙弥島北

端、北は小瀬居島南端、東

は 大 屋 冨 町 を 結 ん だ 約

1,600 万㎡の広大な区域を

持ち、便宜上、11 地区に分

けています。 

【番の州地区】 

番の州地区は、昭和 40 年

から約 10 年の歳月をかけ

て整備した埋立地に、日本

を代表する企業が立地し

ています。 

(-16m)ドルフィンを始

め、多くの専用岸壁を有し、

主に石炭、コークス、LNG な

どを取り扱っており、坂出

港における取扱貨物量の

約 8 割を扱っています。 

【西ふ頭地区・西大浜地区】 

西ふ頭地区は、坂出港発

祥の地である沖湛甫の沖

合いの埋立地に整備され、

金属くず、麦、合成樹脂を

主に取り扱っています。 

荷役作業の効率化と大

規模災害対策の必要性か

ら、(-7.5m)耐震強化岸壁

等を整備し、平成 26 年 4 月

より供用開始しています。 

出典：坂出市 

出典：坂出市 

出典：坂出市 

番の州地区 

西大浜地区 

西ふ頭地区 中央ふ頭地区

西運河地区 

図１－１ 坂出港港湾利用ゾーニング図 

東運河地区 

阿河浜地区 

東浜地区

林田地区

総社地区

松ヶ浦地区 
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【西運河地区】 

西運河地区は、駅・幹線

道路・市街地が近隣にある

恵まれた環境に立地して

います。かつては、岡山県

や離島との定期連絡船が

運航し、運河に直結する形

で商店街が形成されるな

ど、大いに賑わっていまし

たが、現在は、遊覧船の乗

り場や小型船の係留など、

かつての賑わいが限定的

なものとなっています。 

【中央ふ頭地区】 

中央ふ頭地区は、(-10m)

岸壁を有し、主に麦・米等

を取り扱っています。 

岸壁背後には倉庫、サイ

ロが数多く立地している

とともに、港湾関係の官公

庁や各種団体も立地して

おり、港湾の中枢機能を有

する地区となっています。 

【東運河地区】 

東運河地区は、運河に沿

った(-4.5m)岸壁において、

鋼材を主に取り扱ってい

ます。 

船舶の大型化に対応す

るため、岸壁北端の１バー

スで増深工事を実施し、平

成 30 年から(-5.5m)岸壁と

して供用開始しています。 

出典：坂出市 

出典：坂出市 

出典：坂出市 
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【林田地区・阿河浜地区】 

林田地区は、坂出港の公

共岸壁では最大水深の(-

12m)岸壁を有しており、麦

や完成自動車を主に取り

扱っています。また、令和

3 年 8 月から東京港に向け

た定期 RORO 船が週 1 便運

航しています。 

阿河浜地区は、(-7.5m)岸

壁を有し、化学薬品や原塩

を主に取り扱っています。 

【総社地区】 

総社地区は、塩田の埋立

てによる 30ha を超える広

大な敷地を有しており、小

型船泊地の他、太陽光発電、

石材企業、グラウンド等が

立地しています。 

前面海域の水深が深く、

航路の確保が容易なこと

から、将来の坂出港におけ

る物流・生産拠点として期

待されています。 

【松ヶ浦地区】 

松ヶ浦地区は、かつて入

浜式塩田が広がっていま

したが、塩田が廃止された

後、塩田跡地の港湾開発が

進み、近代的な製塩を行う

製塩工場が立地していま

す。 

埋立地に整備された岸

壁からは、主に塩の移出が

行われています。 

出典：坂出市 

出典：坂出市 

出典：坂出市 
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（4）港湾利用の現況 

1) 取扱貨物の現況 

坂出港の港湾取扱貨物量は、平成 24 年までは概ね横ばいで推移していました

が、平成 25 年に石油元売企業が製油機能を停止したことにより、大きく減少し

ています。 

取扱品目は、外貿・内貿ともに、石油や石炭等のエネルギー貨物の取扱いが多

くなっています。 

2,649
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2,583
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2,393
2,485
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2,364

2,524
2,563

2,629
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2,173
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1,486
1,504

1,531
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1,284

0
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3,000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

輸出 輸入 移出 移入（貨物量 万トン）

リーマンショック

コスモ石油(株) 
精油機能停止  

図表 1-57 坂出港における港湾取扱貨物量の推移

出典：国土交通省「港湾調査」 
※R2 はコロナ禍の影響あり 

図表 1-58 坂出港における品目別取扱貨物量（令和２年）

出典：国土交通省「港湾調査」 

外貿 内貿
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2) 入港船舶の現況 

坂出港への入港隻数は年々減少傾向にあります。 

一方、船舶の大きさについては、年々大型化の傾向にあります。外航船舶では、

平成 24 年までは大型化の傾向にありましたが、平成 25 年にコスモ石油(株)が

製油機能を停止したことに伴い、平均総トン数を大きく減らしています。ここ数

年は、再び大型化の傾向に転じています。 

個別の岸壁では、中央ふ頭 1 号岸壁(対象船舶 1.2 万 DWT）と林田 A 号岸壁（対

象船舶 3 万 DWT）において、3 万 DWT を超える大型穀物船が寄港しており、非効

率なルートによる喫水調整が行われています。 

一方、坂出市内に工場を有する日清製粉(株)では、現工場の課題（大型穀物船

が接岸できる小麦サイロと工場が直結していないため製造コストが割高など）

を解消するために、倉敷市水島地区に新製粉工場を建設し、併せて坂出市内の製

粉工場を閉鎖する計画を令和 3 年 10 月 28 日に発表しており、今後、大型穀物

船が坂出港に寄港する回数が減少するものと想定されます。 
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図表 1-59 坂出港における入港隻数と平均総トン数の推移（外航船）

出典：国土交通省「港湾調査」

※R2 はコロナ禍の影響あり

図表 1-60 坂出港における入港隻数と平均総トン数の推移（内航船）

出典：国土交通省「港湾調査」
※R2 はコロナ禍の影響あり 
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1．高松港・坂出港の現況

林田 B 号岸壁では、利用率が特に高く、平成 29 年には、PCC 船を中心に年間

576 隻が接岸しており、利用状況によっては滞船が発生しています。 

今後、林田地区で建設が予定されているバイオマス発電所が供用すれば、利用

状況が一層逼迫するものと懸念されます。 

図表 1-61 岸壁への船舶入港状況（H27～29） 

出典：坂出市「坂出ニューポートプラン」 

図表 1-62 林田地区公共岸壁のバースウインドウ（H29.11.21～28） 

出典：坂出市「坂出ニューポートプラン」 

図表 1-63 林田 B 号岸壁への PCC 船等の寄港状況（H29）とバイオマス発電所の進出 

出典：坂出市「坂出ニューポートプラン」 

※括弧内は着岸数のうち、不荷役の回数 

出典：坂出市 

バイオマス発電所  
計 画地
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1．高松港・坂出港の現況

3) ＲＯＲＯ船の現況 

苅田港（福岡県）を出発し東京港に向かう定期ＲＯＲＯ船が、毎週土曜日に坂

出港に寄港することとなりました(令和 3 年 8 月 7 日就航)。 

定期ＲＯＲＯ船の就航は、坂出ニューポートプランで示した取組みの方向性

の一つが実現したものであり、坂出港を利用する背後圏企業の物流コスト削減、

物流機能強化に資するもので、喫緊の課題であるトラックドライバー不足やモ

ーダルシフトの受け皿として期待されるものです。 

今後、利用者の利便性を高め、航路を安定的に維持していくためにも、上り便

だけでなく下り便の就航が課題となっています。 

運航会社：商船三井フェリー株式会社
使用船舶：ＲＯＲＯ船「すおう」、「ぶぜん」

■就航スケジュール等

RORO 船「すおう」 

出典：坂出市 

坂出港での積込状況 

出典：坂出市 
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1．高松港・坂出港の現況

4) クルーズの現況 

坂出港では、林田地区の貨物船併用岸壁において、年に 1 回程度、国内クルー

ズ客船が寄港しています。 

オプショナルツアーの行き先としては、金比羅宮参拝や祖谷のかずら橋、倉敷

など、坂出市外の観光地が大部分を占めており、市内観光への誘導が課題となっ

ていましたが、令和 2 年 1 月のにっぽん丸寄港時には、市内を巡る産業・文化

ツアーがオプショナルツアーとして採用されました。 

寄港日 クルーズ船 

平成 22 年 11 月 飛鳥Ⅱ 

平成 24 年 9 月 ふじ丸 

平成 29 年 4 月 にっぽん丸 

平成 30 年 5 月 にっぽん丸 

令和元年 5 月 にっぽん丸 

令和 2 年 1 月 にっぽん丸 

坂出港に入港するにっぽん丸（R2.1/9）

「鴨川福神太鼓」でのお出迎え

図表 1-64 坂出港に寄港したクルーズ客船（過去 10 年実績） 

出典：坂出市 

図表 1-65 クルーズ船寄港時のオプショナルツアーの行き先 

出典：坂出市「坂出ニューポートプラン」 
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1．高松港・坂出港の現況

5) 公共岸壁の利用状況 

坂出港における公共岸壁の利用状況は図表 1-66～67 に示すとおりです。 

林田 B 号岸壁の利用水準が相当高くなっています。 

施設名 松ヶ浦岸壁
水深・バース数 -5m・2B
施設延長 210m
取扱貨物量 89千トン
主な品目 その他食料工業品(移出)

利用水準(トン/ｍ) 423.8

図表 1-66 公共岸壁の利用状況（林田地区・阿河浜地区・松ヶ浦地区） 

施設名 林田A号岸壁
水深・バース数 -12m・1B
施設延長 240m
取扱貨物量 127千トン
主な品目 完成自動車(移入),麦(輸入)

利用水準(トン/ｍ) 529.2
施設名 林田B号岸壁

水深・バース数 -7.5m・2B
施設延長 260m
取扱貨物量 656千トン
主な品目 完成自動車(移入)

利用水準(トン/ｍ) 2,523.1
施設名 林田C号岸壁

水深・バース数 -5.5m・2B
施設延長 270m
取扱貨物量 52千トン
主な品目 セメント,紙・パルプ(移入)

利用水準(トン/ｍ) 192.6
施設名 林田D号岸壁

水深・バース数 -4.5m・1B
施設延長 120m
取扱貨物量 0千トン
主な品目 -

利用水準(トン/ｍ) 0.0

施設名 阿河浜岸壁
水深・バース数 -7.5m・1B
施設延長 130m
取扱貨物量 65千トン
主な品目 化学薬品(移入)

利用水準(トン/ｍ) 500.0

出典：国土交通省「港湾調査」 
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1．高松港・坂出港の現況

図表 1-67 公共岸壁の利用状況（中央ふ頭地区 他） 

施設名 昭和町物揚場
水深・バース数 -3m
施設延長 47m
取扱貨物量 1千トン
主な品目 重油(移入)

利用水準(トン/ｍ) 21.3

施設名 中央埠頭4号岸壁
水深・バース数 -4.5m・1B
施設延長 120m
取扱貨物量 113千トン
主な品目 とうもろこし(移入)

利用水準(トン/ｍ) 941.7

施設名 中央埠頭3号岸壁
水深・バース数 -6m・1B
施設延長 140m
取扱貨物量 19千トン
主な品目 麦(移入)

利用水準(トン/ｍ) 135.7

施設名 中央埠頭2号岸壁
水深・バース数 -8m・1B
施設延長 162m
取扱貨物量 30千トン
主な品目 麦(移入)

利用水準(トン/ｍ) 185.2

施設名 中央埠頭1号岸壁
水深・バース数 -10m・1B
施設延長 188m
取扱貨物量 60千トン
主な品目 麦,米(輸入)

利用水準(トン/ｍ) 319.1

施設名 西岸壁
水深・バース数 -7.5m・2B
バース延長 260m
取扱貨物量 208千トン
主な品目 金属くず(輸移出)

利用水準(トン/ｍ) 800.0

施設名 東運河岸壁
水深・バース数 -5.5m・1B/-4.5m・6B
施設延長 580m
取扱貨物量 463千トン
主な品目 鋼材(移出入)

利用水準(トン/ｍ) 798.3

施設名 明治浜物揚場
水深・バース数 -3m
施設延長 93m
取扱貨物量 37千トン
主な品目 原塩(輸入),その他の石油(移入)

利用水準(トン/ｍ) 397.8

施設名 東運河物揚場
水深・バース数 -3m
施設延長 104m
取扱貨物量 21千トン
主な品目 揮発油(移入)

利用水準(トン/ｍ) 201.9

出典：国土交通省「港湾調査」 
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1．高松港・坂出港の現況

（5）防災への取組み 

1) 地震・津波対策 

坂出市の地震・津波対策事業は、近い将来発生が予測されている南海トラフ

を震源とする地震の被害想定から策定された「香川県地震・津波対策海岸堤防

等整備計画」に基づき整備が進められており、令和２年度からは、Ⅰ期後期の

整備に着手しています。 

2) 耐震強化岸壁 

坂出港における耐震強化岸壁は、西ふ頭地区西岸壁（-7.5m）が平成 26 年 4

月に供用開始しています。 

-7.5m耐震強化岸壁 西ふ頭地区

図表 1-68 坂出市のⅠ期整備箇所図 

出典：香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画 

図表 1-69 坂出港の耐震強化岸壁 

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 
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1．高松港・坂出港の現況

3) 坂出港事業継続計画（坂出港ＢＣＰ） 

坂出港ＢＣＰは、当面、南海トラフ地震「発生頻度の高いもの（L1）」の地

震と津波による被災想定に基づき、大規模災害時の各種活動（被災施設応急復

旧活動、緊急物資輸送活動、エネルギー輸送活動）についてまとめています。 

図表 1-71 坂出港における緊急物資輸送活動のイメージと坂出港ＢＣＰ図上訓練の状況

参集・体制設置 

施設の被災状況の点検等 

耐震強化岸壁における緊急物
資輸送船の受け入れ準備 

応急復旧活動 水域啓開 

（港内の水域の障害物の調査、除去

緊急物資輸送船の着岸と荷役 
作業等の実施 

荷役体制の構築 

貨物船の航行支援体制の構築

港湾の運用が円滑に行われる 
ような体制の構築 

被
災
施
設
応
急
復
旧
活
動

緊急物資輸送活動

発 災 

エネルギー輸送活動

図表 1-70 坂出港における発災後の港湾機能回復活動の流れ 

出典：坂出港事業継続計画 

西ふ頭地区

-7.5m耐震強化岸壁
優先して啓開する水域

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 出典：香川県 
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1．高松港・坂出港の現況

（6）港湾施設の老朽化 

坂出港の公共岸壁は、建設後 40 年以上が経過したものが多く、点検・診断に

より老朽化の進行が確認されています。 

また、中央ふ頭地区の狭隘な岸壁背後地には、建設後 40 年以上が経過したサ

イロや倉庫が多数存在しています。 

図表 1-72 港湾施設の老朽化 

出典：香川県 
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2．社会動向

2．社会動向 

（1）人口減少と労働力不足 

四国の人口のピークは 1985 年であり、全国と比較して約 25 年早く、以降、

顕著に減少するものと予測されています。 

香川県では、「かがわ人口ビジョン」を策定し、2060 年に人口約 77 万人を

維持できるよう、人口の社会増と自然減の抑制に努め、長期的には人口増への転

換を目指し、各種施策を実施しています。 

図表 2-1 人口減少の推移（全国、四国） 

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

図表 2-2 香川県の将来人口 

出典：香川県「かがわ人口ビジョン（令和2年3月）」
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2．社会動向

近年、インターネット市場

の拡大により宅配貨物が著しく

増加しています。

一方、ドライバー高齢化の

進行に加え、「事業用自動車の

運転者の勤務時間及び乗務時間

に係る基準」が改正されたこと

により、運送業の人手不足が顕

在化しており、海運などへのモ

ーダルシフトの気運が高まって

います。

27 31 34 29 29 31 31 31 31 35 34 29 27 38 40 42 44 40 41 40

1,806

2,327
2,540

2,6262,722
2,804

2,8432,8972,908

3,198
3,1773,1083,193

3,3633,486
3,5953,570

3,704
3,978

4,212

1,833

2,357
2,5742,654

2,7512,834
2,8742,928

2,939
3,2323,212

3,137
3,220

3,4013,526
3,637

3,614
3,745

4,019
4,251

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17

（百万個）

航空等 トラック 宅配便計

2017年度 2020年度 2025年度 2028年度

需要量 1,090,701人 1,127,246人 1,154,004人 1,174,508人

供給量 987,458人 983,188人 945,568人 896,436人

過不足 ▲103,243人 ▲144,058人 ▲208,436人 ▲278,072人

図表 2-3 宅配便取扱個数の推移 

出典：国土交通省

図表 2-4 トラックドライバー需給の将来予測 

出典：(公社)鉄道貨物協会「平成30年度 本部委員会報告書」
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2．社会動向

（2）港湾管理者の財務状況 

予算規模の縮小に加え、義務的経費の増加により、投資的経費への財政制約が

強まっています。 

新たな施設を「つくる」視点だけでなく、利用状況やニーズを把握し、既存施

設を「賢くつかう」視点への転換が求められています。 

義務的経費

214,860 

41%

投資的経費

166,771 

32%

その他

139,642 

27%

H9当初予算 521,273百万円

義務的経費

238,539 

50%

投資的経費

60,118 

13%

その他

173,373 

37%

R2当初予算 472,029百万円

106,114 

40,249 

0

50,000

100,000

H9 R2

土木費当初予算額
全体に占める
割合 20.4%

全体に占める
割合 8.5%

(百万円)

62％減

義務的経費

12,444 

48%

投資的経費

5,063 

20%

その他

8,424 

32%

H9当初予算 25,931百万円

義務的経費

11,521 

47%

投資的経費

3,996 

16%

その他

8,886 

37%

R2当初予算 24,404百万円

4,432 

2,551 

0

2,000

4,000

6,000

H9 R2

土木・港湾費当初予算額

(百万円)

全体に占める
割合 17.1%

全体に占める
割合 10.5%

42％減

図表 2-5 港湾管理者の財政状況（香川県） 

出典：香川県

図表 2-6 港湾管理者の財政状況（坂出市） 

出典：香川県
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2．社会動向

（3）貿易額と製造業 

産業におけるグローバルサプライチェーンが進展する中、香川県の貿易額は、

輸出入とも、アジア地域との関わりが大きくなっています。 

■輸出 （百万円）

1990年 2020年 1990年 2020年
1 パナマ 39,375 46,179 49% 25%
2 中華人民共和国 691 41,642 1% 23%
3 シンガポール 2,855 19,008 4% 10%
4 リベリア 14,249 13,945 18% 8%
5 英国 10,805 0% 6%
6 マーシャル 9,291 0% 5%
7 バルバドス 8,596 0% 5%
8 ベトナム 5,910 0% 3%
9 メキシコ 4,192 0% 2%
10 タイ 91 4,162 0% 2%

順位 国名 貿易額 シェア
■輸入 （百万円）

1990年 2020年 1990年 2020年
1 オーストラリア 25,951 44,879 11% 26%
2 中華人民共和国 6,061 44,178 3% 26%
3 マレーシア 14,047 22,622 6% 13%
4 カナダ 16,086 11,202 7% 6%
5 インドネシア 4,255 11,142 2% 6%
6 大韓民国 5,904 10,320 2% 6%
7 アメリカ合衆国 35,457 7,613 15% 4%
8 台湾 6,553 5,160 3% 3%
9 タイ 349 3,868 0% 2%
10 フィリピン 515 2,432 0% 1%

順位 国名 貿易額 シェア

東アジア・東南アジアの割合 12.3％⇒43.8％ 

東アジア

8.1%

東南アジア

4.2% 南アジア

0.5%

アフリカ

18.2% 西欧

0.1%

中東欧・ロシア等

3.4%

北米

7.7%

中南米

53.6%

大洋州

4.3%

輸出（1990年）

810億円

東アジア

26.0%

東南アジア

17.8%

南アジア

1.0%中東

0.1%

アフリカ

7.7%
西欧

8.5%中東欧・ロシ

ア等

0.2%

北米

0.4%

中南米

33.2%

大洋州

5.1%

輸出（2020年）

1,850億円

東アジア・東南アジアの割合 16.7％⇒58.8％ 

東アジア

34.6%

東南アジア

24.2%

南アジア

0.2%

中東

0.2%

アフリカ

0.0%

西欧

1.6%

中東欧・ロシ

ア等

0.5%

北米

10.9%

中南米

0.5%

大洋州

27.3%

輸入（2020年）

1,724億円

東アジア

7.8%

東南アジア

8.9%

中東

43.4%

アフリカ

2.2%

西欧

0.1%

中東欧・ロ

シア等

1.5%

北米

21.6%

中南米

2.8%

大洋州

11.9%

輸入（1990年）

2,391億円

図表 2-7 香川県における地域別の貿易額割合の変化 

■輸出 

■輸入 

出典：財務省「貿易統計」

図表 2-8 香川県における国別の貿易額の推移とシェア 

出典：財務省「貿易統計」
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2．社会動向

我が国の製造業は、賃金の安い新興国に生産拠点の移転を進めてきましたが、

近年、新興国の賃金が上昇しています。 

一方、技術の流出やコロナ禍におけるサプライチェーンの分断等の経験を背

景として、国内に生産拠点を考える企業が増加傾向にあります。 
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図表 2-9 各国の単位労働コストの比較 

出典：経済産業省「ものづくり白書」

図表 2-10 国内企業立地件数・面積の推移 

出典：経済産業省「工場立地動向調査」
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2．社会動向

（4）海上物流 

全国的に、荷役・輸送の効率化のため「海上貨物のコンテナ化」が進んでおり、

四国におけるコンテナ航路の数も大幅に増加しています。 

一方、四国におけるフェリー・ＲＯＲＯ船航路数は、本四高速の供用や料金改

定等の影響等により大幅に減少していますが、トラック輸送からのモーダルシ

フトの傾向を背景に、近年、貨物量が回復基調にあります。 

図表 2-11 全国の海上貨物（バラ貨物等を含む全ての貨物）及びコンテナ貨物の推移 

出典：全国輸出入コンテナ貨物流動調査から香川県作成

図表 2-12 四国における外貿コンテナ及び国際フィーダー航路数の変化 

出典：四国地方整備局港湾空港部調べ 出典：四国地方整備局港湾空港部 

「四国港湾ビジョン2040」
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2．社会動向
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トラック輸送台数（フェリー）

（年度）

（千台）（航路）

貨物量は
回復基調

神戸淡路鳴門
自動車道供用

西瀬戸
自動車道供用

ETC搭載車への
料金割引開始

本四架橋の
料金改訂

瀬戸大橋開通

約 30 年で 3 分の 1 程度に減少 

図表 2-13 四国と本州・九州を結ぶフェリー・ＲＯＲＯ航路数とトラック輸送台数の推移 

出典：四国地方整備局港湾空港部「四国港湾ビジョン2040」

図表 2-14 四国におけるフェリー・ＲＯＲＯ船寄港数の変化 

出典：四国地方整備局港湾空港部「四国港湾ビジョン2040」
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2．社会動向

（5）インバウンド 

香川県は、ニューヨークタイムズ（米国）が選んだ「2019 年に行くべき 52 カ

所の旅行先」として、「瀬戸内の島々」が日本で唯一選ばれたほか、旅行予約サ

イト世界大手のブッキングドットコム（オランダ）が発表した「2020 年に訪れ

るべき目的地 10 選」にも、高松市が国内で唯一選ばれるなど、世界からの注目

が高まっている地域となっており、外国人延べ宿泊者数も大きく伸ばしていま

す。 

また、香川県を訪れた外国人による SNS への投稿件数は、地域別では高松市

や離島の投稿が多く、カテゴリー別では自然景観、美術館の投稿が多くなってお

り、アート作品や瀬戸内海の景観に興味のある人にとって魅力的な地域である

ことが伺えます。 

R2 観光白書 図表Ⅱ-52､57  
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全国 1 位 

全国 4 位 

H24 の 
19 倍 

図表 2-15 香川県の外国人延べ宿泊者数の推移 

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

図表 2-16 香川県を訪れた外国人旅行者の SNS への投稿 

出典：観光庁「観光白書 令和2年版」

※R2 はコロナ禍の影響あり 
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2．社会動向

（6）船舶の大型化 

海上輸送の効率化のため、船型は大型化の傾向にあります。 

図表 2-17 大型化が進むコンテナ船 

出典：国土交通省「近年の港湾・海運を取り巻く状況」

図表 2-18 既存東南アジア航路の船型分析 

出典：北陸地方整備局「東南アジア向けダイレクト航路の検討について」
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2．社会動向

図表 2-19 大型化が進むバラ積み船（バルカー） 

出典：(公社)日本港湾協会「数字で見る港湾2021」

図表 2-20 大型化が進む自動車専用船 

出典：(公社)日本港湾協会「数字で見る港湾2021」
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2．社会動向

図表 2-21 大型化が進むクルーズ船 

図表 2-22 世界のクルーズ客船建造計画 

出典：(公社)日本港湾協会「World Shipping Encyclopedia（2020.4）」 

出典：(公社)日本港湾協会「数字で見る港湾2021」
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2．社会動向

（7）自然災害の激甚化・頻発化 

南海トラフを震源とする地震におけ

るマグニチュード 8～9 クラスの地震

の発生確率は、今後 30 年以内に 70～

80％程度（2020 年 1 月 24 日時点）と

されており、その際の香川県内の震度

は 5強～7になると予測されています。 

また、南海トラフ地震（最大クラス）

による最高津波水位（津波波高＋地盤

沈降量＋朔望平均満潮位）は、香川県

内において約 2.2～3.8m になると予測

されています。 

図表 2-23 香川県震度分布図

図表 2-24 大規模地震の発生確率（30 年）

出典：香川県 

出典：国土交通省 HP 

図表 2-25 南海トラフ地震による最高津波水位

出典：香川県「香川県地震・津波被害想定（第一次公表）」 
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2．社会動向

瀬戸内の高潮による浸水は、熱帯低気圧等に伴う気圧降下による海面の吸い

上げ、強風による海水の吹き寄せによって、海面の水位が護岸より高くなること

等により発生します。地球温暖化は、長期的に海面水位の上昇とともに熱帯低気

圧の強度の増大をもたらすと予測されており、将来の高潮による浸水被害に大

きな影響を与え、激甚化・頻発化する可能性があります。 

図表 2-26 高松市高潮浸水区域（H16） 

出典：四国地方整備局「高松市の高潮浸水区域図」 

高松市中心部における国道 11 号での浸水状況（H16） 

出典：香川県 
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2．社会動向

〇 過去の大規模災害においても、海上輸送は様々な領域で活躍しています。 

東日本大震災では、民間フェリーが自衛隊、消防隊、警察などの人員や物資

の輸送等に従事した事例があります。 

大規模災害時におけるフェリーの活躍 

 過去の災害における海からのアプローチ概要 

出典：内閣府「災害時多目的船に関する検討会報告書」

出典：四国地方整備局港湾空港部「第１回四国における地震・津波対策検討会議」
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2．社会動向

（8）情報通信技術 

コンテナターミナルの生産性を向上させるため、国土交通省港湾局では、「ヒ

トを支援するＡＩターミナル」をはじめとする、デジタルトランスフォーメーシ

ョンに関する各種取組みや、ICT（情報通信技術）を活用して移動をシームレス

につなぐ「MaaS」の普及に向けた取組みが進められています。 

図表 2-27 「ヒトを支援する AI ターミナル」のイメージ 

出典：国土交通省港湾局「第１回 国際コンテナ戦略港湾政策推進ワーキンググループ」

※ヒトを支援するＡＩターミナル」の実現により、コンテナターミナルの生産性を飛躍

的に向上させ、2023 年度中に、コンテナ船の大型化に際してもその運航スケジュー

ルを遵守した上で、外来トレーラーのゲート前待機をほぼ解消することを目指す。 

出典：国土交通省「日本版 MaaS の推進」

図表 2-28 日本版 MaaS 

【ＭａａS 推進・支援事業（国土交通省）】 

  令和元年度は、「先行モデル事業として、瀬戸内エリア」にお

いて、デジタルフリーパス（鉄道、フェリー、ロープウェイ）や他

分野連携（観光施設、観光体験等）が選定されている。 

  令和 2 年度は、MaaS 実証実験支援として、高松市におい

て、観光客向け MaaS アプリ Horai のプラットフォームを活用し

た最適なアプリの構築等が選定されている。 
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2．社会動向

（9）脱炭素社会 

世界各国は脱炭素化に向けて舵を切っており、我が国においても 2050 年まで

に脱炭素社会を目指すと政府が宣言している中、日本の輸出入の 99.6%が経由

し、二酸化炭素排出量の約 6 割を占める発電所、鉄鋼、化学工業などの多くが立

地する港湾において、その実現に向けたカーボンニュートラルポートの形成が

求められています。 

また、環境負荷低減の観点では、モーダルシフトや港湾ロジスティック・ハブ

の形成による物流の効率化も有効な手段の 1 つであると考えられます。 

図表 2-29 カーボンニュートラルポート形成イメージ 

出典：国土交通省 HP 

図表 2-30 港湾ロジスティック・ハブ形成イメージ 

・臨海部における流通加工、荷捌き等の実施による中間輸送の削減 

・コンテナターミナルと一体となった物流拠点の形成によるシームレスな物流 

・住宅等との分離による物流施設の夜間操業 

・大型車の公道通行削減による環境負荷低減 

出典：国土交通省 HP 
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3.上位計画・関連計画

3．上位計画・関連計画 

（1）国の上位計画・関連計画 

（１）港湾の中長期政策の基本的理念
 ○地政学的な変化やグローバルな視点を意識する
 ○地域とともに考える
 ○「施設提供型」から「ソリューション提供型」に発展させる
 ○「賢く」使う
 ○港湾を「進化」させる 

（２）2030 年の港湾が果たすべき役割 

出典：国土交通省港湾局 港湾の中長期政策「PORT2030」の概要を加工して作成 

（３）港湾の中長期政策の基本的な方向性（8 本柱）
 ①グローバルバリューチェーンを支える海上輸送網の構築
 ②持続可能で新たな価値を創造する国内物流体系の構築
 ③列島のクルーズアイランド化
 ④ブランド価値を生む空間形成
 ⑤新たな資源エネルギーの受入・供給等の拠点形成
 ⑥港湾・物流活動のグリーン化
 ⑦情報通信技術を活用した港湾のスマート化・強靭化
 ⑧港湾建設・維持管理技術の変革と海外展開

港湾の中長期政策「PORT2030」(平成 30 年 7 月)
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3.上位計画・関連計画

（１）基本方針
 ～圏域を越えた対流で世界へ発信 「癒やし」と「輝き」で未来へ～ 

（２）四国圏の発展に向けた目標
 ①南海トラフ地震への対応力の強化等、安全で安心して暮らせる四国

 ②若者が増え、女性・高齢者等が生き生きと活躍する四国

 ③地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国

 ④中山間地域・半島部・島しょ部等や都市間が補完しあい活力あふれる四国

 ⑤歴史・文化・風土を活かした個性ある地域づくりを進め、人をひきつける四国 

（３）広域プロジェクト ※港湾に関連する主な事項の抜粋
No.1 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への「支国」防災力向上プロジェクト 

  ・海岸保全施設の整備など地震・津波対策の推進 

  ・臨海部の防災拠点として緊急物資輸送を担う耐震強化岸壁の整備を推進 

 No.2 お遍路の癒やしや四国の文化を受け継ぐ「史国」伝統継承プロジェクト 

No.3 美しい自然とおもてなしの心による「視国」観光活性化プロジェクト 

  ・クルーズ船の受入環境改善を図るための積極的な情報発信により寄港地誘致を促進

 No.4 全国に先駆けて進行する人口減少への「子国」支援対策プロジェクト 

No.5 地域の自立的・持続的発展に向けた「資国」産業競争力強化プロジェクト 

  ・国内外と四国圏を結ぶ海上輸送拠点として、高松港における国際物流ターミナル等の 

整備を推進

（１）四国の港湾が果たすべき役割
 ○港湾による物流・人流の高度化
 ○港湾空間の活用による付加価値力の創出                

（２）四国における港湾の未来像（今後特に推進すべき施策（３本柱））
①労働力不足に立ち向かう港湾（物流の効率化）

 ②地域に新たな価値を産み出す港湾（賑わいの創出） 
 ③自然環境の変化に対応する港湾（自然環境への適応） 

四国港湾ビジョン 2040 ～「効・創・適」新しい港の様式～ (令和 2 年 6 月)

四国圏広域地方計画 (平成 28 年 3 月)

出典：四国地方整備局港湾空港部 四国港湾ビジョン（概要）を加工して作成 
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3.上位計画・関連計画

（2）県の上位計画・関連計画 

「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計画 

～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～       (令和 3 年 10 月)

１ 安全と安心
を築く香川

２新しい流れ
をつくる香川

３誰もが輝く
香川

①災害に強い香川をつくる
② 「子育て県かがわ」の実現をめざす
③ 移健康長寿の香川をつくる
④安心できる医療・介護体制をつくる
⑤高齢者や障害者が地域で安心して
暮らせる社会をつくる
⑥安心につながる社会資本を整える
⑦交通事故・犯罪のない安全安心の
香川をつくる

⑧定住人口を拡大する
⑨戦略的な産業振興を図る
⑩雇用対策を推進する
⑪交流人口を回復・拡大する
⑫農林水産業の持続的発展を図る
⑬県産品のブランド力の強化・販路拡
大を図る
⑭デジタル社会を推進する
⑮四国における拠点性を確立する

⑯豊かな人間性と個性あふれる子ど
もたちを育てる
⑰女性が輝く香川にする
⑱大学と地域との連携を深める
⑲人と自然が共生する香川をつくる
⑳活力あふれる農山漁村をつくる
 「アート県かがわ」の魅力を高める
 スポーツ県をめざす

⑨-７ 企業立地の促進と産業基盤の強化
◇道路や港湾などの社会インフラを整備し、企業が操業し
やすい環境を整える。

⑪-１ 観光客の誘致・滞在の促進
◇瀬戸内海やアート、食、歴史や文化などの多様な観光資
源を活用し、国内外の観光客の周遊や滞在を促す「香川
せとうちアート観光圏」の取組みなどを通じて、滞在時間を
拡大する体験型観光や夜型観光の充実を図るとともに、
マーケティング等に基づく戦略的な誘客活動を実施し、滞
在交流型観光を推進する。
⑪-５ ＭＩＣＥ、クルーズ客船誘致の推進
◇戦略的かつ継続的なポートセールスを実施するとともに、
きめ細かな観光情報の提供に加え、「新しい生活様式」を
踏まえた歓迎行事の実施や寄港地観光の提案など、受入
環境の充実に取り組み、サンポート高松へのクルーズ客
船の誘致を図る。

⑭-２ デジタル技術を活用した地域課題の解決と産業の
活性化

◇データとデジタル技術の利活用により、本県におけるさま
ざまな地域課題の解決に取り組む。
⑭-３ 行政のデジタル化の推進
◇情報システムの最適化・高度化に取り組むほか、業務の
デジタル化・ペーパーレス化、ＡＩ・ＲＰＡ等による自動化・効
率化を推進し、行政サービス水準の維持・高度化や行政
運営の効率化を図る。

①-１南海トラフ地震・津波対策の推進
◇「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、
優先度の高い箇所から重点的・集中的に海岸堤防や河川
堤防等の地震・津波対策を進める。

⑥-２ 公共土木施設の老朽化対策の推進
◇個別施設ごとの長寿命化計画に基づき、維持管理や更新
等に係る費用の縮減と平準化を図りながら、公共土木施
設の計画的な維持管理を推進する。
⑥-４ 地域交通ネットワークの充実・強化
◇離島や中山間地域も含めた公共交通の確保・維持など、
県全体で利便性と結節性にすぐれた地域公共交通ネット
ワークの構築に努める。

⑮-３ 重要港湾の整備
◇高松港や坂出港が四国における物流・交流拠点として発
展するよう、長期的な視点から港湾整備の方向性を検討し、
計画的に港湾機能の強化を進める。
◇高松港での物流の効率化や機能強化を図るため、高松
港国際物流ターミナルにおけるコンテナヤードの拡張等を
推進するとともに、国事業の航路整備や高松港複合一貫
輸送ターミナル事業の岸壁整備等を促進する。
◇高松港コンテナターミナルの利用促進に向け、多様化した
顧客ニーズの把握に努め、船社や県内外の荷主に対して
積極的なポートセールス活動を実施する。
⑮-５ 都市機能の充実
◇南海トラフ地震等に備え、高松地方合同庁舎に集約され
た災害関係官署との連携強化や広域的な連携に関する協
定に基づく応援・受援体制や広域的医療体制の整備など
により、四国の防災拠点としての機能の確保を図る。
⑮-６ 企業立地の促進と産業基盤の強化
◇道路や港湾などの社会インフラを整備し、企業が操業し
やすい環境を整える。

【基本方針】 【重点施策】 【取組みの方向（抜粋）】

⑲-３ 地球温暖化対策の推進
◇地球温暖化を防止するため、脱炭素社会の実現に向けて、
家庭や地域における徹底した省エネルギーの推進のほか、
日照時間が長いという本県の特性を踏まえた再生可能エ
ネルギーの導入促進など、温室効果ガスの削減対策（緩
和策）に一層取り組む。

-３ 文化芸術による地域づくり
◇世界から注目されている瀬戸内国際芸術祭を引き続き開
催し、地域における人材育成や文化芸術による地域づくり
に結び付けていく。
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3.上位計画・関連計画

◆基本目標
 本計画の作成及びこれに基づく防災対策の推進を図る 
  ①県民の命を守る 
  ②県と地域社会の重要な機能を維持する 
  ③県民の財産と公共施設の被害を最小化する 
  ④迅速な復旧・復興を行う 
  ⑤四国の防災拠点の機能を果たす 

◆計画 ※港湾に関連する主な事項の抜粋
 【一般対策編】 

○第 2 章 災害予防計画 
  （第 4 節 海岸防災対策計画、第 22 節 緊急輸送体制整備計画） 
  ○第 3 章 災害応急対策計画 
  （第 11 節 緊急輸送計画） 

【地震対策編】 
○第 2 章 災害予防計画 

  （第 6 節 公共施設等災害予防計画、第 11 節 緊急輸送体制整備計画） 
  ○第 3 章 災害応急対策計画 
  （第 12 節 緊急輸送計画、第 13 節 交通確保計画、第 24 節 公共施設等応急

復旧計画） 

【津波対策編】 
○第 2 章 災害予防計画 

  （第 4 節 公共施設等災害予防計画、第 9 節 緊急輸送体制整備計画） 
  ○第 3 章 災害応急対策計画 

   （第 12 節 緊急輸送計画、第 13 節 交通確保計画、第 24 節 公共施設等応急
復旧計画） 

香川県地域防災計画 (令和 3 年 2 月)
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3.上位計画・関連計画

香川県産業成長戦略（改訂版）（平成 30 年 3 月）

Ⅱ重点プロジェクト
（５）世界に発信「アートの香川」プロジェクト
３．プロジェクト内容
（１）アート・文化資源の集積・充実
① 瀬戸内国際芸術祭の開催によるアート資源の
充実
・ 瀬戸内海の島々での現代アートの祭典
 「瀬戸内国際芸術祭」を継続的に開催する。 

（３）ターゲットを絞った誘客活動
② 海外の旅行エージェントの招聘による個人
 向け商品の造成の働きかけ
・ 瀬戸内国際芸術祭の情報発信力を活用し、
 「アートの香川」をＰＲする。
・ 外国船社へのクルーズ企画を積極的に
 提案する。

５-② 広域交通ネットワークの充実・強化
・ 高松港での物流の効率化や機能強化を
図るため、朝日地区において整備を進め
ている高松港国際物流ターミナルにおけ
る、水深 12 メートルの耐震強化岸壁の
早期の全面供用開始に向けて、国の直
轄事業で実施している航路浚渫の促進
を図るとともに、背後のふ頭用地や港湾
関連用地の整備、コンテナヤードの機能
強化等に努めるほか、高松港コンテナタ
ーミナルの利用促進に向け、国内外の荷
主や船社に対して、セールス活動を実施
する。

５-① 戦略的企業誘致の推進
・ 企業誘致助成制度等を活用し、工場や
物流拠点施設、情報処理施設などの立
地を進めるとともに、安定した良質な雇用
の確保が期待できる、企業の本社機能の
誘致に向けた取組みを強化する。

・ 市町と連携し、企業立地用地の確保に
つとめ、積極的に用地情報を提供する。
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3.上位計画・関連計画

◆都市づくりの基本理念 

 県都・高松を中心とした質の高い都市機能を享受できる圏域の形成を目指す 

◆地域ごとの市街地像 ※港湾に関連する事項の抜粋 

 ○高度な都心機能と職住近接の生活機能を有する高松市中心市街地 

 ・サンポート高松等の整備効果を周辺地区に波及させることのできる「広域交

流拠点」にふさわしい都市空間の整備を目指す 

 ○陸海運の物流を担う朝日町地区 

 ・高松市の港湾部は県における海上交通の拠点であり、この陸海運の結節機能

を有効に活用しながら、高速道路との連携を高める都市基盤の整備を図り、

物流拠点機能の強化を図る 

◆都市計画の決定の方針 ※港湾に関連する事項の抜粋 

 ○基本方針 

  港湾空間の形成 

 ・地域特性や後背地との関連、また将来の展望を踏まえた、広域連絡航路や離島

航路などの海上交通や、港湾物流における港湾施設の整備の推進 

 ・住民が海とのふれあいを深めることができる港湾空間の形成 

 ○主要な施設の配置の方針 

 ４）港湾 

 ・高松港は、香川県における海上交通・港湾物流の核をなす拠点として、また災

害時における輸送・物流拠点としての機能を維持するため、周辺地域を含めた 

  整備を推進するとともに、既存航路の維持や新たな航路誘致、国内外からの

クルーズ客船の誘致に取組み、利用促進を図る 

 ・臨海部における工業用地等の造成を行い、企業の進出を推進する 

高松広域都市計画区域マスタープラン (令和 3 年 5 月)
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3.上位計画・関連計画

◆都市づくりの基本理念 

  四国の玄関口にふさわしい都市機能と環境資源を備えた交流拠点都市の形成

を目指す 

◆地域ごとの市街地像 ※港湾に関連する事項の抜粋

○交通利便性とともに自然的魅力も兼ね備えた坂出市中心市街地
 高速道路や港湾等による交通と物流の利便性を有しており、商店街や行政機
関だけでなく、文化教育施設や医療施設等が複数立地しているほか、自然環境
も近接しており、四国の玄関口にふさわしい、多彩な都市機能が集積されてい
る。これらの高い拠点性を活かし、より一層の都市機能の充実強化とまちなか
居住を促進し、住みやすく魅力ある市街地の形成を図る

○都市の活力を生み出す臨海部の工業地区
 港湾施設や瀬戸大橋の利便性を背景として、県内随一の工業機能が集積して
おり、県における経済、産業活動の源となっていることから、今後も、港湾機
能の強化により、工業機能等の立地環境の維持・拡充を図る

○流通拠点地区としての役割を担う坂出インターチェンジ周辺地区
 高速道路や国道 11 号及び国道 438 号という広域交通基盤を骨格とした流通
拠点として、施設の立地などを適切に誘導しながら、市街地形成を図る 

◆都市計画の決定の方針 ※港湾に関連する事項の抜粋 

 ○基本方針 

  港湾空間の形成 

 ・地域特性や後背地との関連、また将来の展望を踏まえた、広域連絡航路や離島

航路などの海上交通や、港湾物流における港湾施設の整備の推進 

 ・住民が海とのふれあいを深めることができる港湾空間の形成 

 ○主要な施設の配置の方針 

 ４）港湾 

  坂出港は、四国における港湾物流の中核拠点として、既存施設の適正な維持管

理に努め、また災害時においても港湾機能を確保するため、機能強化を図る 

坂出都市計画区域マスタープラン (令和 3 年 5 月)
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3.上位計画・関連計画

（3）高松市の上位計画・関連計画 

第 6 次高松市総合計画 （平成 28 年 3 月）

目標１ 健やかにいきいきと暮らせるまち
１ 子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実
２ 支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成
３ 健康で元気に暮らせる環境づくり

【まちづくりの目標・政策】

目標２ 心豊かで未来を築く人を育むまち
１ 男女共同参画社会の形成
２ 社会を生き抜く力を育む教育の充実
３ 心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成
４ 基本的人権を尊重する社会の確立

目標３ 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性
豊かなまち
１ 地域を支える産業の振興と経済の活性化
２ 文化芸術の振興と発信
３ 元気を生み出すスポーツの振興
４ 訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ（マイス）の振興
５ 国際・国内交流の推進と定住の促進

目標４ 安全で安心して暮らし続けられるまち
１ 安全で安心して暮らせる社会環境の形成
２ 環境と共生する持続可能な循環型社会の形成
３ 豊かな暮らしを支える生活環境の向上

目標５ 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
１ コンパクトで魅力ある都市空間の形成
２ 快適で人にやさしい都市交通の形成
３ 拠点性を発揮できる都市機能の充実

目標６ 市民と行政がともに力を発揮できるまち
１ 参画・協働によるコミュニティの再生
２ 相互の特長をいかした多様な連携の推進
３ 健全で信頼される行財政運営の確立

3-1-①商工業の振興 3 企業誘致・交流の推進
企業立地を促進するとともに、既に立地している成長企業への継続的な支援により、
本市に定着させ、雇用の創出を図る。

【施策・取組方針】

3-2-①文化芸術の振興 2 国際的な発信力を持つイベントの推進
瀬戸内国際芸術祭を開催するとともに、開催年以外においても、作品の維持管理や
アートイベント活動を展開するＡＲＴ ＳＥＴＯＵＣＨＩを定着させる。

3-4-①観光客受入環境の整備 1 観光資源の活用と創出
ウォーターフロントのサンポート高松周辺の文化財、観光施設、コンベンション施設の

ほか、地域の重要な海上交通により地域間交流の促進を図るなど、国内外からの交流
人口の拡大に取り組む。

4-3-③河川・港湾の整備
2 漁港・港湾施設の適正な維持管理
施設機能と安全を確保するため、効率的かつ計画的な維持管理に取り組む。

3 津波・高潮対策の推進
発生頻度の高い津波に対しては、可能な限り構造物で人命と財産を守る防災を目

指した施設整備を推進し、甚大な被害をもたらす最大クラスの津波に対しては、粘り
強い構造物により減災効果が発揮できる施設整備を推進する。

4-2-②廃棄物の適正処理 3 災害廃棄物処理体制の推進
大規模災害時における、収集、分別、再生、処分の方法等について検討する。

5-3-①拠点性を高める交通網の整備と利用促進
2 高松港などの交通・物流拠点性向上
高松港において、物流拠点港としての機能強化を図るとともに、防災機能強化港と
しての機能を確保するため、岸壁の耐震化や津波防護施設の整備を県と連携して取

り組む。

6-1-③離島の振興 2 航路の確保及び利便性向上
離島航路については、民間航路事業者や関係機関と協議しながら、持続可能な航路

の在り方を検討するなど、各島の生活圏域としての機能を維持するため、航路の確保
と利便性の向上に取り組む。

◆目的
  防災対策の総合的かつ計画的な促進を図り、地域並びに住民の生命、身体及び財産
を災害から保護する 

◆計画 ※港湾に関連する主な事項の抜粋
 【一般対策編】 

○第 2 章 災害予防計画
  （第 9 節 海上災害予防計画、第 22 節 緊急輸送体制整備計画）
  ○第 3 章 災害応急対策計画（第 12 節 緊急輸送計画） 

 【地震対策編】 
○第 2 章 災害予防計画（第 12 節 緊急輸送体制整備計画）

  ○第 3 章 災害応急対策計画（第 13 節 緊急輸送計画） 

 【津波対策編】 
○第 2 章 災害予防計画（第 11 節 緊急輸送体制整備計画）

  ○第 3 章 災害応急対策計画（第 13 節 緊急輸送計画） 

高松市地域防災計画 (令和 3 年 7 月)
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3.上位計画・関連計画

◆都市づくりの基本理念
 Ｔゾーン（臨海部及び中央連携軸）への都市機能の集積や公共交通を基軸とし
た持続可能な環境共生都市「多核連携型コンパクト・エコシティ」を目指す 

◆まちづくりの方針 ※港湾に関連する事項の抜粋
 ○広域交流拠点の形成
 ・県との連携による新県立体育館の立地などサンポート高松の機能充実を図る
 ○産業拠点の形成
 ・朝日町周辺は、工業施設が多く立地している高松を代表する工業地帯である

ことから、周辺の居住環境へ配慮した地場産業の振興に努める
 ○シーフロントゾーン
 ・産業構造の変化等に対応し、文化・観光・産業の更なる振興や経済の活性化

など、地域の状況に沿う都市機能の立地促進や、瀬戸内海の景観の保全に努
める

高松市都市計画マスタープラン (平成 29 年 8 月)
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3.上位計画・関連計画

（4）坂出市の上位計画・関連計画 

坂出市まちづくり基本構想 (平成 28 年 3 月)

【基本理念】 

・ 瀬戸内の要衝都市としての拠点性や豊富な地域資源を生かした、活力ある

まちづくりを推進する 

・ これまで受け継がれてきた豊かな自然や歴史を愛し、人と文化を尊び、市

民相互に信頼し助け合い、市民一人ひとりの人格や人権が尊重される、市民

共働のまちづくりを展開する 

【まちづくりの将来像】 

・ 働きたい 住みたい 子育てしたい 共働のまち さかいで 
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3.上位計画・関連計画

２．～安全で環境に優しく持続可能なまちづくり～【安全・環境】 
（１）防災体制の強化・充実
③ため池や護岸の改修工事など、地震・津波、高潮対策を計画的に実施し、 
減災対策の充実に努める 

５．～快適な都市環境を実感できるまちづくり～【快適・憩い】 
（１）都市基盤の整備
①坂出北インターチェンジの早期のフルインター化を実現し、周辺の物流拠点
から高速道路へのアクセス機能の強化など、産業振興や物流の効率化を図る
とともに、本市の拠点性を高める幹線道路ネットワークの整備を進め、本市
のみならず、県全体の活性化を図る 

②重要港湾坂出港の四国での優位性を堅持し、将来に向けてさらなる発展を図
るため、既存の港湾施設の適正な運営・維持管理・改修に努めるほか、国際
貿易港としての保安体制の確立など、港湾機能の強化を進め、物流機能の高
度化や関連産業の育成を促進する 

（２）都市環境の整備
②海と緑，歴史と文化など本市の特性を生かしながら、環境と調和した，風格
と個性のある美しい都市景観の形成を推進する 

⑤坂出緩衝緑地については、一層の有効利用を図るための検討を進める 

６．～元気とにぎわいのあるまちづくり～【魅力・活気】 
（３）商工業・サービス業の振興
③既存工業の集積をより一層強化・充実するため、新たな技術産業の誘致を進 
めるとともに、港湾機能の強化や都市機能の充実を図り、産業立地環境の充
実に努める 

④地域経済の発展や雇用機会の拡大を図るため、企業誘致を推進するととも
に、新たな起業の支援に取り組む 

（４）観光の振興
①ボランティアの方々との連携を図るとともに、本市の自然、歴史、文化、瀬
戸内の島々などの素晴らしい地域資源を活用し、市民共働によるまちづくり
型観光を推進する 

坂出市まちづくり基本構想 (平成 28 年 3 月)-つづき-

◆目的
  防災対策の総合的かつ計画的な促進を図り、地域並びに住民の生命、身体及び
財産を災害から保護する 

◆坂出市地域防災計画 ※港湾に関連する主な事項の抜粋
【共通対策編】
○第 2 章 災害予防計画（第 14 節 緊急輸送体制整備計画）
○第 3 章 災害応急対策計画（第 9 節 緊急輸送計画）

【風水害等対策編】 
○第 2 章 災害予防計画（第 2 節 高潮等災害予防計画） 

【地震・津波対策編】 
○第 1 章 総則（第 7 節 津波防災地域づくりの推進に関する対応方針）
○第 2 章 災害予防計画（第 1 節 津波災害予防計画）

坂出市地域防災計画 (令和 3 年 4 月)
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3.上位計画・関連計画

◆基本方針 ※港湾に関連する事項の抜粋
 方針１ 快適に暮らせるまちづくり 
 ・人口減少・高齢化を前提として、高次な都市機能を集積した都市拠点づくり

を進めるとともに、 郊外部とを道路・公共交通で結ぶことにより、全ての市
民が多様なサービスを享受できる、快適で持続可能な都市構造をめざす 

 方針２ 個性と活力のあるまちづくり 
 ・新たな技術産業の誘致、港湾機能の強化、都市基盤の整備、広域交通へのア

クセス強化などに より、本市の基幹産業である製造業のより一層の振興を図
り、併せて雇用機会の拡大をめざす 

 方針３ 人にやさしいまちづくり 
 ・安全・安心な居住環境の形成に向けて、都市の不燃化対策、自然災害に対応

した治山・治水および浸水対策、道路・下水道など都市基盤施設や建築物の
耐震化、避難場所の確保や機能充実を推進する

◆まちづくりの方針 ※港湾に関連する事項の抜粋
 3）港湾
 ・重要港湾坂出港の優位性を堅持し、物流機能の高度化や関連産業の育成促進

をめざして、既存の港湾施設の適正な運営・維持管理・改修に努めるととも
に、国際貿易港としての保安体制確立など港湾機能の強化に努める

 ・物流・生産拠点および防災拠点として港湾機能を強化するとともに、観光産
業の発展に向けた既存施設の有効活用、定期航路の誘致、クルーズ船の寄港
拡大などを図る

坂出市都市計画マスタープラン (平成 31 年 3 月)
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3.上位計画・関連計画

◆基本方針
方針 1 強みを活かしたまちなかの魅力づくり
  本市の中心市街地には、広域都市型の都市機能が概ね充足していることか

ら、ＪＲ坂出駅の交通利便性の高さなど、本市の持つ優位性を活かし、文化
教育、商業機能等の都市機能の維持・強化を推進することで、まちなかの魅
力の増進を図る 

方針 2 まちなかの環境改善による居住の推進
  都市機能を維持・強化するためには、その周辺に一定の人口密度を確保する

必要があることから、密集市街地の環境改善等により、まちなかの安全を確
保し高齢者や若者など多様な世代のまちなか居住を促進する 

方針 3 公共交通によるまちなかと各地域の連携強化
  まちなかの交通利便性を向上させるとともに、各地域とまちなかを結ぶ公共

交通結節機能を強化するなど交通利便性向上を図り、まちなかの魅力を周辺
地域へ展開していく

坂出市立地適正化計画 (令和 31 年 3 月)

◆目的
 坂出港の競争力を向上させ、工業港としての魅力向上を推進するとともに、地
域住民の憩いの場、クルーズ船等による観光客 の交流の場として快適で利用し
やすい港づくりを推進するために、坂出港の振興・発展 に向けて、同港が今後
10 年間に取り組むべき方向性を取りまとめたもの 

◆今後の取り組み
 具現化できるよう、ニューポートプラン運動（呼び掛け・意見交換・課題の共
有化・課題解決に向けた連携した取組の具現化）を行い、官民協力体制の構築
を図り、取り組みを進めていく

坂出ニューポートプラン (令和元年 8 月)
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4.高松港・坂出港の要請と課題

4．高松港・坂出港の要請と課題  

4.1 物流・産業面の要請と課題 

（1）海上物流基盤の強化 

1) コンテナ物流の効率化に向けた対応 

社会動向 該当項目 

人口減少、高齢化、規制強化によるトラックドライバー不足に

よるモーダルシフトの進展。 
2(1) 

海上貨物のコンテナ化と、トラック輸送からのモーダルシフト。 2(4) 

ＤＸによる生産性向上。 2(8) 

物流の効率化による環境負荷の低減。 2(9) 

現状と問題点 該当項目 

香川県内の工場は中讃地域に集積。 1.1(2) 

坂出市は高速交通網の要衝。 1.1(3) 

コンテナ貨物の蔵置空間不足と不適切な配置による非効率な

荷役。 
1.2(4)2) 

高松神戸航路では、満船のため乗船できない車両が発生して

おり、輸送力強化に向けて、運航事業者が新造船を建造。 
1.2(4)2) 

高松神戸航路の新造船に対し、既存岸壁の機能及びコンテナ

貨物の蔵置空間が不足。 
1.2(4)2) 

輸出量の増加が求められるが、ＣＦＳなどの背後機能が不足。 1.2(4)2) 

坂出港の定期ＲＯＲＯ船航路は、東京港からの下り便がない。 1.3(4)3) 

現状比較と棲み分け(コンテナ物流)。 5(2)1) 

要請と課題 該当項目 

コンテナヤードの拡張。 6.4(1)Ⅰ)① 

ターミナルへの情報化技術の導入。 6.4(1)Ⅰ)① 

コンテナターミナル背後地に、物流拠点施設の設置。 6.4(1)Ⅰ)① 

高松神戸航路の輸送力強化に対応した岸壁、車両待機スペ

ースの確保。 
6.4(1)Ⅰ)② 

定期ＲＯＲＯ船航路の安定的な維持と拡充。 7.4(1)Ⅰ)① 
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4.高松港・坂出港の要請と課題

2) 東南アジアとのコンテナ定期航路就航に向けた対応 

社会動向 該当項目 

県内企業とアジア諸国との経済関係の緊密化。 2(3) 

大型化が進むコンテナ船。 2(6) 

現状と問題点 該当項目 

東南アジアとのコンテナ定期航路の平均船型に対し岸壁の水

深が不足。 
1.2(4)2) 

要請と課題 該当項目 

コンテナターミナルの岸壁増深と定期航路の誘致。 6.4(1)Ⅰ)① 

3) 貨物船の大型化に向けた対応 

社会動向 該当項目 

大型化が進むバラ積み船、自動車専用船。 2(6) 

現状と問題点 該当項目 

高松港朝日地区(-12m)耐震強化岸壁では、岸壁延長が若干不

足するため、大型の自動車専用船の入港が限定的。 
1.2(4)3) 

坂出港林田地区・中央ふ頭地区では、岸壁水深不足のため、

輸入船(麦)の喫水調整が必要。 
1.3(4)2) 

地形的に坂出港の方が高松港より航路水深の確保が容易。 5(2)2) 

現状比較と棲み分け(大水深岸壁) 5(2)2) 

要請と課題 該当項目 

高松港朝日地区(-12m)耐震強化岸壁の延伸。 6.4(1)Ⅰ)① 

坂出港での大水深岸壁の整備。 7.4(1)Ⅲ)① 
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4.高松港・坂出港の要請と課題

4) 坂出港における滞船と施設の老朽化への対応 

現状と問題点 該当項目 

坂出港中央ふ頭地区では、施設が老朽化・陳腐化している

が、背後地が狭く現位置での更新・対策が困難。 
1.3(6) 

坂出港林田地区では、利用状況により自動車専用船の滞船が

発生する中、バイオマス発電所の建設が予定されており、利

用状況の一層の逼迫が懸念。 

1.3(4)2) 

1.3(4)5) 

要請と課題 該当項目 

坂出港中央ふ頭地区の施設の更新、集約、機能強化。 7.4(1)Ⅲ)① 

坂出港林田地区での滞船の解消。 7.4(1)Ⅲ)① 

5) 高松港へのアクセス機能強化に向けた対応 

現状と問題点 該当項目 

高松港朝日地区の西側にある琴電本町踏切は、交差点内に踏

切があり、安全面と交通の流れが問題。 
1.1(3) 

要請と課題 該当項目 

琴電本町踏切付近における交通の円滑化と安全性の向上。 6.4(1)Ⅰ)③ 

-83-



4.高松港・坂出港の要請と課題

（2）エネルギー拠点としての機能強化 

1) 脱炭素社会の実現に向けた対応 

社会動向 該当項目 

2050 年までに脱炭素社会を目指すと政府が宣言。 2(9) 

現状と問題点 該当項目 

坂出市にエネルギー企業が集積。 1.3(4)1) 

広域海上ＢＣＰにおいて、坂出港は、四国のエネルギー拠点

に位置づけ。 
5(2)4) 

現状比較と棲み分け(大規模災害に向けた対応)。 5(2)4) 

要請と課題 該当項目 

カーボンニュートラルポートを形成し、脱炭素社会の実現

に貢献。 

6.4(1)Ⅰ)④ 

7.4(1)Ⅲ)② 

エネルギー拠点として坂出港背後地域の持続的な発展。 7.4(1)Ⅲ)② 

（3）臨港地区での産業用地の確保 

1) 産業用地確保に向けた対応 

社会動向 該当項目 

製造業の国内回帰傾向。 2(3) 

現状と問題点 該当項目 

安定した浚渫土砂処分場の確保が求められるが、県内の海面

処分場での受入れは概ね終了。 
1.1(6) 

要請と課題 該当項目 

浚渫土砂等の海面処分場の確保。 
6.4(1)Ⅱ)① 

7.4(1)Ⅱ)① 

臨海部での産業用地の確保と交通機能強化。 
6.4(1)Ⅱ)① 

7.4(1)Ⅱ)① 
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4.高松港・坂出港の要請と課題

4.2 交流・賑わい面の要請と課題 

（1）フェリーターミナルの安全・快適性の確保 

1) フェリーターミナルの機能向上に向けた対応 

社会動向 該当項目 

香川県を訪れる外国人観光客が急増。 2(5) 

現状と問題点 該当項目 

島々への玄関口である高松港玉藻地区のフェリーターミナル

では、繁盛期の待合空間が不足。 

1.1(5) 

1.2(4)4) 

高松港玉藻地区のフェリーターミナルでは、歩行者動線と自

動車動線とが輻輳。 
1.2(4)4) 

要請と課題 該当項目 

安全確保に向け、歩行者動線と自動車動線を整理。 6.4(2)Ⅲ)① 

フェリー乗船客の待合空間の確保。 6.4(2)Ⅲ)① 

2) フェリーターミナル周辺における交通渋滞への対応 

現状と問題点 該当項目 

玉藻地区で新県立体育館の建設が進行。 1.1(7) 

要請と課題 該当項目 

交通渋滞の緩和に向けた対策。 6.4(2)Ⅲ)② 
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4.高松港・坂出港の要請と課題

（2）みなとの賑わい創出 

1) 大型クルーズ客船の受入れに向けた対応 

社会動向 該当項目 

大型化が進むクルーズ客船。 2(6) 

現状と問題点 該当項目 

香川県沖の航路では、巨大船の夜間航行が禁止。 1.1(4) 

高松港では、クルーズ客船の寄港数が増加(コロナ禍以前)。 1.2(4)5) 

高松港玉藻地区の客船専用岸壁は、恵まれた環境に立地する

も、岸壁や背後空間の規模が小さい。 
1.2(4)5) 

高松港朝日地区のコンテナ岸壁では、11 万トン級の受入れが

可能であるが、街から遠く、岸壁の調整が困難。 
1.2(4)5) 

坂出港では、国内船が年 1 回程度寄港。 1.3(4)4) 

現状比較と棲み分け(クルーズ客船)。 5(2)3) 

要請と課題 該当項目 

高松港玉藻地区で大型クルーズ客船の受入れ岸壁の整備。 6.4(2)Ⅳ)① 

高松港玉藻地区に、バスの待機空間を確保。 6.4(2)Ⅳ)① 

2) ウォーターフロントの賑わい創出に向けた対応 

現状と問題点 該当項目 

新県立体育館建設のため、賑わい創出空間として利用されて

いた広場が縮小。 
1.1(7) 

高松港玉藻地区の賑わい空間は、地区の東と西に配置。 1.2(3) 

市街地近傍にある坂出港西運河地区の賑わいが限定的。 1.3(3) 

要請と課題 該当項目 

中央ふ頭の再生。 6.4(2)Ⅳ)② 

玉藻地区に様々なイベントに対応できる広場を確保。 6.4(2)Ⅳ)② 

西運河地区に賑わい・交流拠点を創出。 7.4(2)Ⅳ)① 
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4.高松港・坂出港の要請と課題

3) 情報通信技術の活用による利便性の向上に向けた対応 

社会動向 該当項目 

人口減少、労働力不足。 2(1) 

香川を訪れる外国人観光客が急増。 2(5) 

日本版「MaaS」の普及に向けた取組みの進展。 2(8) 

現状と問題点 該当項目 

交通モードの連携不足。 1.1(8) 

観光需要の繁盛期と閑散期で必要な人員に差。 1.1(8) 

日本版「MaaS」の実証実験を高松で実施。 1.1(8) 

要請と課題 該当項目 

「MaaS」によるサービスの一元化とＤＸによる業務の改善。
6.4(2)Ⅳ)③ 

7.4(2)Ⅳ)② 

人流及び滞在パターン分析を活用したサービスの改善。 
6.4(2)Ⅳ)③ 

7.4(2)Ⅳ)② 

4) 賑わい空間の景観向上に向けた対応 

現状と問題点 該当項目 

高松港玉藻地区から屋島方向に位置する朝日地区には、多く

の産業施設が立地。 
1.2(3) 

要請と課題 該当項目 

産業施設と周囲の景観との調和。 6.4(2)Ⅳ)④ 

5) マリンレジャー振興に向けた対応 

現状と問題点 該当項目 

船溜まりの強風対策が不十分。 1.2(3) 

要請と課題 該当項目 

静穏度確保による海面の利活用。 6.4(2)Ⅳ)⑤ 
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4.高松港・坂出港の要請と課題

4.3 安全・安心面の要請と課題 

（1）大規模災害への対応力強化 

1) 大規模地震・津波、高潮等への対応 

社会動向 該当項目 

南海トラフ地震が 30 年以内に 70～80％の確率で発生する見

込み。 
2(7) 

地球温暖化の影響により高潮被害の激甚化・頻発化が懸念。 2(7) 

過去の大規模災害の復旧作業において、海上輸送が活躍。 2(7) 

現状と問題点 該当項目 

離島航路のフェリー岸壁で耐震強化岸壁が未整備。 1.2(5) 

香川県地震･津波対策海岸堤防等整備計画に基づき、計画的

に整備を実施。 

1.2(5) 

1.3(5) 

高松港玉藻地区は、国の現地対策本部設置が予定されている

高松サンポート合同庁舎が立地。 
5(2)4) 

高松港は離島・神戸へのフェリーが集積。 5(2)4) 

現状比較と棲み分け(大規模災害に向けた対応)。 5(2)4) 

要請と課題 該当項目 

港湾海岸施設における地震・津波対策の早期完成。 
6.4(3)Ⅴ)① 

7.4(3)Ⅴ)① 

大規模災害発生時における継続的なフェリー航路の確保。 6.4(3)Ⅴ)② 

2) 港湾 BCP に基づく防災体制構築への対応 

社会動向 該当項目 

産業におけるグローバルサプライチェーンの進展。 2(3) 

自然災害の激甚化・頻発化。 2(7) 

現状と問題点 該当項目 

現在の高松港 BCP、坂出港 BCP は、地震・津波が対象。 
1.2(5) 

1.3(5) 

要請と課題 該当項目 

「港湾の事業継続計画策定ガイドライン」の改訂に基づい

た高松港 BCP 及び坂出港 BCP の充実。 

6.4(3)Ⅴ)③ 

7.4(3)Ⅴ)② 
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4.高松港・坂出港の要請と課題

（2）ストックマネジメントの推進 

1) 港湾施設の老朽化対策 

社会動向 該当項目 

港湾管理者の厳しい財政状況。 2(2) 

現状と問題点 該当項目 

港湾・海岸施設の老朽化。 
1.2(6) 

1.3(6) 

要請と課題 該当項目 

維持修繕費用の平準化とコストの縮減。 
6.4(3)Ⅵ)① 

7.4(3)Ⅵ)① 

インフラストックの適正化。 
6.4(3)Ⅵ)② 

7.4(3)Ⅵ)② 
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5.高松港・坂出港の役割分担と連携

5．高松港・坂出港の役割分担と連携 

（1）考え方 

財政状況の厳しい中、港湾施設の整備には莫大な費用と年月が必要であり、

各々の港で多様なニーズの全てに対応することは困難な状況です。 

そこで、両港が隣接した重要港湾であることを踏まえ、それぞれの港の得意分

野を伸ばし、苦手分野を補う方向で役割分担と連携を図り、効果的・効率的な長

期構想とするため、異なる港湾管理者が一つの事務局となり、「高松港・坂出港

長期構想検討委員会」を設置しました。 

(両港の位置関係) 

〇両港の主要な物流拠点である高松港朝日地区と坂出港林田地区の距離は約

20km であり、沿岸部を東西に走る県道高松坂出線等で結ばれています。 

〇現在、県道高松坂出線では、トンネルを含む約 7km 区間において４車線化工

事を進めており、陸上部における両港のアクセス機能は強化されます。 

図表 5-1 両港の位置とアクセス 

高松港 坂出港 

坂出港林田地区 

高松港朝日地区 
県道高松坂出線 

4 車線化区間 7 ㎞ 

出典：国土地理院地図を加工して作成
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5.高松港・坂出港の役割分担と連携

（2）現状比較と棲み分け 

1) コンテナ貨物 

〇貨物のコンテナ化や海上輸送へのモーダルシフトにより成長が期待できる

分野です。 

〇高松港では、韓国、中国、神戸に定期航路を有するコンテナターミナルと高

松神戸間のフェリー航路があり、令和 2 年のコンテナ貨物取扱個数は 10 万

TEU 弱で、全国 22 位、四国 2 位となっています。 

〇坂出港では、令和 3 年 8 月から定期ＲＯＲＯ船航路(東京上り便)が就航して

います。 

図表 5-2 両港のコンテナ貨物取扱個数

高松港 坂出港 

コンテナターミナル

(R2) 

外貿     37,979TEU 

国際ﾌｨｰﾀﾞｰ  3,853TEU 

フェリー・ＲＯＲＯ船

(R2） 
神戸     52,272TEU 東京（R3.8.7 就航） 

出典：国土交通省「港湾調査」 

両港の物流拠点間の距離が近いため、坂出港に新たなコンテナターミナルを

整備するのではなく、既存施設の機能強化を図ります。 

フェリー、ＲＯＲＯ船については、高松港が阪神方面、坂出港が京浜方面と

対岸地域で棲み分けができており、各々で航路の充実を目指します。 

2) 大水深岸壁 

〇坂出港の公共岸壁で取り扱われる貨物は、麦、とうもろこし、完成自動車、

鋼材、金属くず等多岐にわたっており、とりわけ、四国に輸入される麦の全

量、四国に移入される完成自動車の約 7 割を取り扱っています。 

〇海上物流の効率化を背後に、船舶は大型化の傾向にあり、坂出港においても、

岸壁の機能を上回る大型貨物船の入港実績があります。 

〇大水深岸壁の整備にあたり、坂出港は、地形的に航路水深を確保しやすいで

すが、高松港では、長距離の浚渫が必要になります。 

図表 5-3 両港の最大水深岸壁と入港実績 

高松港 坂出港 

最大水深岸壁 朝日地区(-12m) L=240m 林田地区(-12m) L=240m 

最大入港船舶 PCC 船 

(76,420 総トン、L=199m) 

貨物船 

(56,589DWT、L=190m) 

必要岸壁機能 水深(-12m)、L=290m  水深(-15m)、L=270m  
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5.高松港・坂出港の役割分担と連携

図表 5-4 海域の特性（左：坂出港、右：高松港） 

船舶の入港実績、施設整備の容易さから、坂出港で大水深岸壁整備を目

指します。 

高松港では、既存の( 12m)岸壁の延伸を図ります。 

3) クルーズ客船 

〇県内観光施設の規模に見合ったクルーズ客船の大きさについて、実務者にア

ンケートを実施した結果を参考に、受入れ対象とするクルーズ客船の大きさ

を 11 万トン級までとします。 

〇世界のクルーズ客船は、5 万トン級までが約 4 割、11 万トン級までが約 8 割

となっており、本県（高松港・坂出港）の受入れ施設の現状では、機会損失が

発生しています。 

〇高松港玉藻地区では、5 万トン級までのクルーズ客船を受け入れており、「街

から近く、景観が素晴らしい」と好評を得ています。 

〇高松港朝日地区のコンテナ岸壁では、11 万トン級までのクルーズ客船の受入

れが可能ですが、コンテナ船との調整が困難であることに加え、街から遠く、

下船後の 2 次交通を要するため、乗船客から良い評価が得られていません。 

〇備讃瀬戸航路の夜間航行規制のため、坂出港での巨大船入港時の滞在時間は、

高松港と比べ約 2 時間短くなります。 

(愛媛県の来島海峡にも航行規制があるため、香川県に大型客船が入港する場

合、通常、東方向での入出港となります｡) 

出典：海上保安庁刊行   

海図第 W1125 号（平成 25 年 1 月刊行）

海図第 W137A 号（平成 13 年 1 月刊行）

出典：海上保安庁刊行   

海図第 W1121 号（平成 29 年 7 月刊行） 

海図第 W1122 号（平成 13 年 2 月刊行） 
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5.高松港・坂出港の役割分担と連携

図表 5-5 両港のクルーズ客船受入れ実績 

高松港玉藻地区 高松港朝日地区 坂出港林田地区 

実績(R 元) 23 隻 2 隻 1 隻 

最 大 入 港 船

舶 

55,575 総トン 

(マースダム) 

115,906 総トン 

(ダイヤモンド・プリンセス)

50,142 総トン 

(飛鳥Ⅱ) 

図表 5-6 実務者アンケート（クルーズ WG 資料） 

  依頼先 ①香川県クルーズ誘致アドバイザー 2 社 

    ②船舶総代理店          3 社 

     ③ランドオペレーター       3 社 

     ④(一財)みなと総合研究財団 

      クルーズ総合研究所       1 社 
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5.高松港・坂出港の役割分担と連携

図表 5-7 運航するクルーズ客船とカテゴリー 

出典：海事プレス社「クルーズ客船データーブック 2020・2021」を基に県が作成 

図表 5-8 香川県沖の夜間航行規制区間

出典：四国運輸局ホームページを基に香川県が作成 

高松港玉藻地区で大型クルーズ客船の受入れ施設を整備、坂出港は、中・

小型クルーズ客船を受入れることで高松港を補完するものとします。 

4) 大規模災害に向けた対応 

〇高松港玉藻地区は、国の現地対策本部設置が予定されている高松サンポート

合同庁舎が立地しており、四国の防災拠点としての役割が求められています。 

〇高松港は、離島へのフェリー航路が集積するほか、神戸港と結ぶ中距離フェ

リー航路を有します。 

〇過去の大規模災害時において、フェリーをはじめとする船舶は、被災地への

人員・物資輸送等においてその有用性が認められているところであり、今後

想定される南海トラフ地震等の大規模災害時においても、船舶の活用が期待

されます。  

〇四国の広域的な海上輸送の継続計画(広域海上ＢＣＰ)において、高松港は、

広域海上輸送計画の中核となる港湾として、坂出港は、四国のエネルギー供

給拠点として位置づけされています。 
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5.高松港・坂出港の役割分担と連携

図表 5-9 災害時の輸送計画

出典：四国地方整備局「四国港湾ビジョン 2040」 

図表 5-10 災害時のエネルギー輸送計画 

出典：「四国地域の石油製品安定供給に向けて～石油・LP ガス流通実態と災害時の対策～」 

（経済産業省）より四国地方整備局作成 

高松港では、フェリー岸壁の耐震化を図ります。 

坂出港では、環境に配慮した多様なエネルギー拠点としての 

機能強化を図ります。 
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6. 高松港長期構想

6．高松港長期構想 

6.1 高松港が果たす役割 

高松港の現況や社会動向、要請を踏まえ、長期構想として高松港が果たす役割

を「物流・産業」「交流・賑わい」「安全・安心」の 3 つの柱で整理します。 

（1）【物流･産業】

フェリー貨物と内貿貨物で高いシェア―を占めており、県民の生活や産業にとって大きな役割
を果たしています。 
人口減少と高齢化の進行、労働基準の改正により、人手不足が顕在化しています。
全国的に、荷役・輸送の効率化のため「海上貨物のコンテナ化」が進行しています。 
輸送コストだけでなく環境負荷低減の観点からも、モーダルシフトや港湾ロジスティック・ハブの
形成、DX などによる物流の効率化が求められています。 
県内企業において、アジア地域との関わりが大きくなっている中、韓国・中国に加えて東南ア
ジア航路の開設が期待されています。 
貨物船、コンテナ船、自動車専用船など、船舶の大型化が進展しています。 
2050 年までに脱炭素社会を目指すと政府が宣言している中、港湾において、カーボンニュー
トラルポートの形成が求められています。 
技術の流出やコロナ禍におけるサプライチェーンの分断等の経験を背景として、国内に生産拠
点を考える企業が増加傾向にあります。 
香川県内の主な工場は、内陸部より沿岸部に多く立地しています。 
道路網の充実により、港へのアクセス機能が向上しています。 

「アジアと繋がり、地域産業の持続的発展を支える港」を目指します。
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6. 高松港長期構想

（2）【交流･賑わい】 

香川県は、ニューヨークタイムズ(米国)が選んだ「2019 年に行くべき 52 ケ所の旅行先」とし
て、「瀬戸内の島々」が日本で唯一選ばれたほか、旅行予約サイト世界大手のブッキングドッ
トコム(オランダ)が発表した「2020 年に訪れるべき目的地 10 選」にも、高松市が国内で唯
一選ばれるなど、世界からの注目が高まっている地域となっており、外国人延べ宿泊者数も
大きく伸ばしています。 
玉藻地区は、多くの交通機関が集積する海陸交通の要衝に、「みなと」と「まち」が一体とな
ったエリアが形成されており、「サンポート高松」の愛称で、県民に親しまれています。 
離島航路では、離島人口が減少する中、サンポート高松へフェリーターミナルが移転し、交通
結節機能の強化が図られたことを契機に、乗降人員が増加傾向に転じています。 
「瀬戸内国際芸術祭」が平成 22 年から 3 年に一度開催されており、高松港は島々への玄
関口として中心的な役割を果たしています。 
玉藻地区において、中四国最大級の収容人数を誇るアリーナや交流エリアを有する、新県
立体育館の整備が進められています。 
玉藻地区の客船専用岸壁は、街に近く、フリーWi-Fi スポットが設置された恵まれた立地に
あり、乗船客に好評を得ています。 
港間におけるクルーズ客船の受入競争が激化する中、クルーズ客船の大型化が進行していま
す。 
玉藻地区では、海辺空間の賑わい創出を目指して、街と海との接線において、連続するプロ
ムナードの整備を進めています。 

「海陸交通の要衝、快適で人々を惹きつける港」を目指します。
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6. 高松港長期構想

（3）【安全･安心】

港湾は、国民生活と産業活動を支える重要な物流・生産基盤であり、また、背後には多く
の人口・資産が集積しているため、高潮、津波等の災害から、人命・財産を直接防護する
港湾海岸施設の役割は非常に重要です。 
南海トラフを震源とする地震におけるマグニチュード 8～９クラスの地震の発生確率は、今後
30 年以内に 70~80%程度とされており、その際の香川県内の震度は 5 強~7 になると予
想されています。 
地球温暖化は、長期的に海面水位の上昇とともに熱帯低気圧の強度の増大をもたらすと
予測されており、将来の高潮による浸水被害に大きな影響を与え、激甚化・頻発化する可
能性があります。 
過去の大規模災害においても、海上輸送は様々な領域で活躍しています。 
県内企業においても、アジア地域など諸外国との関わりが大きくなっており、災害などでサプライ
チェーンが分断した際の影響が懸念されます。 
港湾管理者の財政状況が厳しい中、社会経済活動の基盤であるインフラは、高度成長期
に整備したものが一斉に老朽化することが見込まれています。 
玉藻地区は、国の現地対策本部設置が予定されている高松サンポート合同庁舎が立地し
ており、四国の防災拠点としての役割が求められています。 
四国の広域的な海上輸送の継続計画(広域海上 BCP)において、広域海上輸送計画の
中核となる港として位置づけされています。 

「災害時の市民生活や企業活動を支える港」を目指します。
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6. 高松港長期構想

6.2 高松港が目指すべき方向性 

高松港が果たす役割の実現に向け、目指すべき方向性を定め、取り組みを進め

ます。 

〇高松港が果たす役割 

〇目指すべき方向性

【物流・産業】 
アジアと繋がり、地域産業
の持続的発展を支える港

【交流・賑わい】 
海陸交通の要衝、快適
で人々を惹きつける港

【安全・安心】 
災害時の市民生活や
企業活動を支える港

【物流・産業】 
  Ⅰ．地域産業の競争力強化につながる海上物流基盤の強化  
  Ⅱ．浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保      

【交流・賑わい】 
  Ⅲ．フェリーターミナルの安全・快適性の確保         
  Ⅳ．既存施設の再構築とみなとまちの賑わい創出       

【安全・安心】 
  Ⅴ．大規模地震・津波等への対応力強化と安全・安心の確保 
  Ⅵ．ストックマネジメントの推進               
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6. 高松港長期構想

6.3 高松港を取りまく状況の整理 

（1）現況と社会動向の整理

高松港長期構想の実現に向けた取組みを抽出するにあたり、高松港の現況と社

会動向を物流・産業面、交流・賑わい面、安全・安心面のそれぞれにおいて、内

的・外的要因と港湾活動へのプラス・マイナス要因として整理したものを以下に

示します。

1) 物流・産業面 

港湾活動へのプラス要因 港湾活動へのマイナス要因 

内

的

要

因

・県内唯一の定期コンテナ航路（韓国（釜山）航路

４便/週、中国（上海、青島・大連・天津）航路２

便/週、国際フィーダー（神戸）航路１便/週） 

・高松神戸航路が１日４便が運航しており、国際コ

ンテナ戦略港湾との結びつきが強い 

・三次元重心測定機能付きトラックスケール「ｓａ

ｔｒｓ」やコンテナヤード管理システム、出入管

理情報システムの導入等コンテナターミナルにお

ける先進施設 

・コンテナターミナルや耐震強化岸壁、6.7haのふ頭

用地等を備えた国際物流ターミナルの整備 

・コンテナターミナルの蔵置空間不足と不適切な配

置による非効率な荷役 

・高松神戸航路では、満船のため乗船できない車両が

発生 

・高松神戸航路の新造船に対し、既存岸壁の機能及

び貨物の蔵置空間が不足 

・コンテナターミナルでは、ＣＦＳなど背後機能が

不足 

・東南アジアのコンテナ定期航路の平均船型に対し

岸壁の水深が不足 

・( 12m)耐震強化岸壁では、大型の自動車専用船に

対し、岸壁延長が若干不足 

・県内の海面処分場での受入れは概ね終了 

・脱炭素の取組みの遅れ 

・前面海域の水深が浅い 

・港湾施設の老朽化 

・港湾管理者の財政状況の悪化 

外

的

要

因

・県内企業とアジア諸国との経済関係の緊密化 

・海上貨物のコンテナ化 

・モーダルシフトの気運の高まり 

・ＤＸの気運の高まり 

・脱炭素社会に向けた取組み 

・オンリーワン・ナンバーワン企業が県内に多数立

地 

・高松神戸航路では、運航事業者が新造船を建造 

・大規模な産業機械工場の立地 

・道路交通網の充実（高松環状道路計画、さぬき浜

街道の４車線化事業） 

・臨海部における東西方向の交通容量が不足 

・臨海部において産業用地が不足 

・本州を結ぶフェリーの減少 

・人口減少と労働力不足 

・船舶の大型化 
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2) 交流・賑わい面 

港湾活動へのプラス要因 港湾活動へのマイナス要因 

内

的

要

因

・クルーズ客船の寄港数が増加（コロナ禍以前） 

・玉藻地区のクルーズ客船専用岸壁は、街や鉄道駅

等に近い恵まれた環境に立地しており、フリー

Wi-Fiスポットも設置 

・朝日地区のコンテナ岸壁では、11万トン級のクル

ーズ客船の受入れが可能 

・サンポート高松が街に近く海陸交通の結節点で賑

わいがある 

・玉藻地区フェリーターミナルは、離島住民の生活

基盤だけでなく、観光分野においても離島への玄

関口 

・港から見た瀬戸内海や高松城址、屋島等の景観 

・市街地近傍の西浜地区にビジターバース、民間マ

リーナ、市立ヨット競技場、砂浜などマリンレジ

ャー関連施設が立地 

・繁盛期における玉藻地区フェリーターミナルの待

合空間不足 

・玉藻地区フェリーターミナルでは、歩行者動線と

自動車動線が輻輳 

・香川県沖の航路では、巨大船の夜間航行が禁止 

・玉藻地区の客船専用岸壁は、岸壁や背後空間の規

模が小さい 

・朝日地区のコンテナ岸壁でのクルーズ客船受入れ

は、街から遠く、岸壁の調整が困難 

・沿岸部のプロムナードが連続しておらず、中央ふ

頭付近が閑散としている 

・交通モードの連携不足 

・玉藻地区から屋島方向に位置する朝日地区には、

多くの産業施設が立地しており、周囲の風景との

調和が不十分 

・船溜まりの強風対策が不十分 

・港湾施設の老朽化 

・港湾管理者の財政状況の悪化 

外

的

要

因

・香川を訪れる外国人観光客が急増 

・ニューヨークタイムズなど海外での高い評価 

・離島航路の便数、乗降人員の増加傾向 

・玉藻地区では中四国最大級の収容人数を誇るアリ

ーナや交流エリアを有する新県立体育館が建設 

・日本版ＭａａＳによる瀬戸内海の海上交通オンデ

マンド化を見据えた港湾管理電子化実証実験を

高松港で実施 

・サンポート高松や北浜alley等の賑わい 

・瀬戸内国際芸術祭による賑わい 

・マリンレジャーの活況 

・周辺港湾の積極的なクルーズ船誘致 

・新県立体育館建設のため、賑わい空間として利用

されていた広場が縮小 

・新県立体育館など玉藻地区の開発に伴う交通渋滞

・観光需要の繁盛期と閑散期で必要な人員に差 

・人口減少と労働力不足 

・船舶の大型化 
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3) 安全・安心面 

港湾活動へのプラス要因 港湾活動へのマイナス要因 

内

的

要

因

・高松港ＢＣＰの策定及び訓練の実施 

・香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画の策定

・フェリー岸壁の耐震化が出来ていない 

・風水害や感染症等に対応した高松港ＢＣＰの充実

化が図られていない 

・利用頻度の低い岸壁が多い 

・港湾・海岸施設の老朽化 

・港湾管理者の財政状況の悪化 

外

的

要

因

・過去の大規模災害の復旧作業において、フェリー

など海上輸送が活躍 

・国の現地対策本部設置が予定されている高松サン

ポート合同庁舎が立地 

・四国の他地域と比較して、津波到達時間が遅く、

津波高が小さい地理的環境 

・今後30年以内に70～80％の確率で発生すると予測

されている南海トラフ地震 

・自然災害の激甚化・頻発化 

・産業におけるグローバルサプライチェーンの進展

・人口減少と労働力不足 
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（2）上位計画・関連計画 

高松港が目指すべき方向性と上位計画・関連計画における主な港湾関連施策を整理し

たものを以下に示します。

【物流・産業】
Ⅰ．地域産業の競争力強化につながる海上物流基盤の強化

【計画名/国】 
・港湾の中長期政策「PORT2030」 
・四国港湾ビジョン 2040～「効・創・適」新しい港の様式～
・四国圏広域地方計画 

【計画内容】
・グローバルバリューチェーンを支える海上輸送網の構築 
・情報通信技術を活用した港湾のスマート化・強靭化 
・コンテナ船やバルク船等の大型化等に対応した港湾整備による物流効率化 
・港湾・物流活動のグリーン化～ＣＯ2 排出源・吸収源対策～ 
・国内外と四国圏を結ぶ海上輸送拠点として、高松港における国際物流 
ターミナル等の整備を推進

【計画名/県】 
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～

・デジタル技術を活用した地域課題の解決と産業の活性化 
・地球温暖化対策の推進 

【計画名/市】 
・第 6 次高松市総合計画 
・高松市都市計画マスタープラン 

・拠点性を発揮できる都市機能の充実（拠点性を高める交通網の整備と利
用促進） 
・環境と共生する持続可能な循環型社会の形成（地球温暖化対策の推進） 
・高松港におけるコンテナターミナルの整備促進 

Ⅱ．浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保
【計画名/県】 
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～
・高松広域都市計画区域マスタープラン

【計画内容】 
・企業立地の促進と産業基盤の強化 
・臨海部における工業用地等の造成、企業進出の推進 

【交流・賑わい】
Ⅲ．フェリーターミナルの安全・快適性の確保
Ⅳ．既存施設の再構築とみなとまちの賑わい創出

【計画名/国】 
・港湾の中長期政策「PORT2030」 
・四国港湾ビジョン 2040～「効・創・適」新しい港の様式～
・四国圏広域地方計画 

【計画内容】
・情報通信技術を活用した港湾のスマート化・強靭化 
・列島のクルーズアイランド化 
・バースウィンドウの予約管理システムの導入、システムと MaaS の連携促進 
・クルーズ船の受入環境改善を図るための積極的な情報発信により寄港地誘
致を促進

【計画名/県】 
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～

・MICE、クルーズ客船誘致の推進 
・デジタル技術を活用した地域課題の解決と産業の活性化 
・行政のデジタル化の推進 

【計画名/市】 
・第 6 次高松市総合計画 

・参画・協働によるコミュニティの再生（離島の振興） 
・訪れたくなる観光・MICE の振興（観光客受入環境の整備） 

【安全・安心】
Ⅴ．大規模地震・津波等への対応力強化と安全・安心の確保

【計画名/国】 
・四国港湾ビジョン 2040～「効・創・適」新しい港の様式～
・四国圏広域地方計画 

【計画内容】
・ハード対策（耐震強化岸壁の整備等）とソフト対策（航路啓開等の体制
強化） 
・海岸保全施設の整備など地震・津波対策の推進 
・臨海部の防災拠点として緊急物資輸送を担う耐震強化岸壁の整備を推進

【計画名/県】 
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～ 
・香川県地域防災計画 

・南海トラフ地震・津波対策の推進
・防災上重要な高松港において、耐震強化岸壁や電源浸水対策施設の整
備に努める。 
・「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、整備優先度の
高い箇所から計画的に海岸保全施設の整備を行うよう努める。

【計画名/市】 
・高松市地域防災計画 

・防災上重要な高松港において、耐震強化岸壁の整備に努める。 
・「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、整備優先度の
高い箇所から計画的に海岸保全施設の整備を行うよう努める。 

Ⅵ．ストックマネジメントの推進
【計画名/国】 
・四国圏広域地方計画

【計画内容】
・急激に進むと考えられる社会インフラの老朽化対策を推進 

【計画名/県】 
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～

・公共土木施設の老朽化対策の推進 

【計画名/市】 
・第 6 次高松市総合計画 

・健全で信頼される財政運営の確立（効率的で効果的な行財政運営の推
進） 
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6.4 実現に向けた取組み 

（1）物流・産業 

地域産業の競争力強化につながる海上物流基盤の強化 

① 国際物流ターミナルの外貿機能強化
（５．高松港・坂出港の役割分担と連携関連）
朝日地区では、効率的な輸送体系の構築により地域産業の競争力強化を図るととも

に、大規模災害時の緊急物資輸送体制等の確保を目的として、コンテナターミナルや、 
(-12m)耐震強化岸壁を有する国際物流ターミナルの整備を進めています。 
しかしながら、コンテナターミナルでは、ヤードが狭く歪な形状であるため、非効率な荷役

作業を余儀なくされているほか、県内企業とのつながりが緊密化している東南アジアとの定
期航路の誘致を考えた場合、航路の平均的な船型が必要とする岸壁水深を確保できて
いない状況です。また、コンテナターミナルが更なる発展を遂げるためには、より多くのコンテナ
貨物を集貨するとともに、空コンテナ削減に向け、輸出入のバランスをとることが必要であ
り、情報通信技術の活用や背後地にロジスティック・ハブを形成するなど、一層の物流の効
率化が求められています。 
一方、(-12m)耐震強化岸壁では、海外と直接輸出入している大型の PCC 船の寄

港実績がありますが、岸壁延長が若干短いため、同種同型の船舶では、特定の船舶しか
寄港できず、高額なチャーター費用が定着への障害となっています。 
県内企業とアジア諸国との経済関係の緊密化が進展する中、高松港が物流拠点とし

て、地域産業の競争力強化に寄与する港であり続けるため「国際物流ターミナルの外貿
機能強化」を図ります。 

①－１．コンテナターミナルのヤード拡張、岸壁の増深・延伸(一部実施中）

荷役作業の効率化を目指し、高松港コンテナターミナルのヤード拡張に取り組みます。 
東南アジアとのコンテナ定期航路の誘致を目指し、岸壁の増深・延伸に取り組みます。

①－２．情報化技術の導入(一部実施中）

荷役作業の効率化とサービス水準の向上を目指し、情報化技術の導入に取り組みま
す。

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(1)海上物流基盤の強化 

 1)コンテナ物流の効率化に向けた対応 

 2)東南アジアとのコンテナ定期航路就航に向けた対応 

 3)貨物船の大型化への対応 
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物流の効率化による海上貨物の集荷を目指し、港湾の背後地にロジスティックハブの形
成が可能となる大規模な倉庫用地の確保に取り組みます。

①－４．倉庫用地の確保(既定計画）

①－３．(-12m)耐震強化岸壁の延伸

入港できる対象船舶の幅を広げ、利便性の高い港を目指し、(-12m)耐震強化岸壁
の延伸に取り組みます。

荷役作業効率化  
東南アジア定期航路誘致

①-1.ヤードの拡張、岸壁の増深・延伸（一部実施中）
①-2.情報化技術の導入（一部実施中）

①-3.(-12m)耐震強化岸壁の延伸

入港できる船舶の拡大

高松港コンテナターミナル

高松港国際物流ターミナル

①-4.倉庫用地の確保【既定計画】

海上貨物の集貨 
物流効率化

朝日地区

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 
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② 高松神戸航路の物流機能強化
（５．高松港・坂出港の役割分担と連携関連）
国内の物流では、深刻な人手不足に起因する労働生産性の向上と環境負荷低減の

観点から、トラック輸送からのモーダルシフトが進行しています。高松神戸航路においても、
取扱貨物量の増加に伴い、フェリーが満船のため乗船できないことや、岸壁背後に待機車
両が駐車できないケースが発生しており、早期の改善が求められています。 
高松港がモーダルシフトの受け皿として、企業の競争力を高める利便性の高い港となる

ため「高松神戸航路の物流機能強化」を図ります。 

②－１．岸壁の新設(実施中）

輸送力強化に向けて、運航事業者が新造船を建造しており、船舶の大型化に対応し
た岸壁整備に取り組みます。

②－2．車両待機スペースの拡張(実施中） 

無駄な作業(横持ち）の排除による作業効率の向上を目指し、車両待機スペースの拡
張に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(1)海上物流基盤の強化 

 1)コンテナ物流の効率化に向けた対応 

輸送力の強化と作業効率の向上

②-1.岸壁の新設（実施中）
②-2.車両待機スペースの拡張（実施中）

朝日地区

出典：香川県（平成 30 年 5 月撮影） 
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③ 臨海部を円滑に結ぶ幹線道路の整備

船舶を活用した輸送モードにおいて、物流拠点である港から先の末端輸送は、主にトラ
ック輸送が担っています。このため、港付近の幹線道路では、国際海上コンテナ車など大型
の貨物車両が多く通行しており、安定した交通機能の確保が求められていますが、物流拠
点付近にある琴電本町踏切は、市道の交差点内に存在する複雑な形状となっており、
交通の流れが悪くなっています。 
円滑な港湾物流機能を確保するため、「臨海部を円滑に結ぶ幹線道路の整備」を図

ります。 

③－１．暫定整備の実施（実施中）と対応策の検討

港湾を利用する貨物輸送の立場から、本町踏切における暫定整備の早期完成を要望
するとともに、琴電連立検討委員会での判断を踏まえ、関係機関とともに円滑な港湾
物流機能の確保に取り組みます。

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(1)海上物流基盤の強化 

 5)高松港へのアクセス機能強化に向けた対応 

③-1.暫定整備の実施と対応策の検討(検討中）

円滑な港湾物流

朝日地区

玉藻地区

玉藻地区

朝日地区

本町踏切

臨海部における円滑な東西交通の確保（イメージ） 本町踏切付近拡大図 

出典：高松市（令和元年 12 月撮影） 出典：高松市（令和元年 12 月撮影） 

出典：香川県（令和 2 年 8 月撮影） 

本町踏切の渋滞状況 国際物流ターミナル

コンテナターミナル
複合一貫輸送

ターミナル
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6. 高松港長期構想

④ 脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化

世界各国が脱炭素社会の実現に向け舵を切っており、我が国においても、2050 年ま
でに脱炭素社会の実現を目指すと宣言しています。 
カーボンニュートラルの実現には、電力部門の脱炭素化だけではなく、産業・民生・運輸

部門といった需要サイドの徹底した省エネルギー化を進めるとともに、使用するエネルギーの
脱炭素化（エネルギー転換）を進めることが重要であり、国際物流の結節点・産業拠点
である港湾においても、積極的な取り組みが求められています。 
我が国の脱炭素社会の実現に貢献するため、「脱炭素化に配慮した港湾機能の高度

化」を図ります。 

④－１．国や企業との連携によるエネルギー施策の促進

脱炭素社会の実現に貢献する高松港を目指し、国や企業と連携したカーボンニュートラ
ルポートの実現に向けた取組みを推進します。

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(2)エネルギー拠点としての機能強化 

 1)脱炭素社会の実現に向けた対応 

出典：国土交通省 HP 
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6. 高松港長期構想

浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保 

① 海面処分場の設置と産業用地の確保

高度成長期、港湾整備により発生する浚渫土砂は、臨海部の埋立事業等に用いら
れ、産業誘致など、地域の発展に大きく寄与してきましたが、産業構造の転換や環境への
配慮から埋立事業が減少しており、浚渫土砂処分場の確保が課題となっています。 
一方、海外への技術流出防止や新興国の賃金上昇、コロナ禍で露見したサプライチェ

ーンの脆弱性等の理由から、製造業の国内回帰の兆しも見られます。 
安定した浚渫土砂処分場と企業立地の受け皿等を確保するため、「海面処分場の設

置と産業用地の確保」を図ります。 

①－１．短期・長期的な海面処分場の設置と産業用地の確保(既定計画)

浚渫土砂等の処分場の安定確保と臨海部の土地需要に対応するため、計画的な海
面処分場の設置による産業用地の確保に取り組みます。 

①－２．産業用地に対する交通機能強化

産業用地の利便性向上に寄与する交通機能強化のため、高松環状道路及び高松
空港連絡道路の整備を促進します。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(3)臨海地区での産業用地の確保 

 1)産業用地確保に向けた対応 

処分場と産業用地 
の確保（長期的）

①-1.海面処分場の設置 
 【既定計画】

朝日地区
弦打地区 弦打地区  

朝日地区  

①-1.海面処分場の設置【既定計画】

処分場と産業用地 
の確保（短期的）

産業用地の利便性向上

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 出典：香川県（平成 30 年 5 月撮影） 出典：香川河川国道事務所 HP 

①-2.交通機能強化 
  （高松環状道路・ 

高松空港連絡道路）

①-2.交通機能強化 
  （高松環状道路・ 

高松空港連絡道路）
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6. 高松港長期構想

（2）交流・賑わい 

フェリーターミナルの安全・快適性の確保 

① 中央突堤の歩行者・自動車動線の整理と空間の確保

玉藻地区のフェリーターミナルは、離島住民の生活基盤だけでなく、観光分野において
も、離島への玄関口として重要な役割を果たしています。離島の人口が減少傾向にある
中、フェリーターミナルがサンポート高松へ移転して以降、乗船客数を順調に伸ばしています
が、フェリー乗船口付近での歩行者動線と自動車動線の輻輳や、繁盛期における待合
空間の不足が課題となっています。 
フェリーターミナルの安全・快適の確保を目指し、「中央突堤の歩行者・自動車動線の

整理と空間の確保」を図ります。 

①－１．歩行者動線をコリドーへ誘導

安全確保と利便性の向上に向け、歩行者動線のコリドーへの誘導(エスカレータの設置
やコリドーに魅力あるスポットの設置)に取り組みます。

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(1) フェリーターミナルの安全・快適性の確保 

 1)フェリーターミナルの機能向上に向けた対応 

①－２．乗船客の待合空間の確保

快適なフェリーターミナルを目指し、乗船客の待合空間の確保に取り組みます。 

下船客をコリドーへ誘導

下船客をコリドーへ誘導

出典：香川県（令和 2 年 9 月撮影） 

安全・快適の確保

①-1.歩行者動線をコリドーへ誘導 
②-2.乗船客の待合空間を確保

フェリー乗り場 

5,000 トンバース側から見たフェリー下船客の状況 

3,000 トンバース側から見たフェリー下船客の状況 

コリドー 

-7.5ｍ岸壁 

（5,000 トンバース） 

出典：香川県（令和 2 年 9 月撮影） 

玉藻地区
出典：香川県（令和 3 年 6 月撮影） 

-6.0ｍ岸壁 

（3,000 トンバース） 
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6. 高松港長期構想

② 玉藻地区における交通渋滞対策
玉藻地区に新県立体育館の整備が進められています。体育館への交通手段として

は、玉藻地区が海陸交通の結節点であることから、公共交通機関の利用を想定していま
すが、大規模イベント時における一時的な交通渋滞の発生による、周囲への影響が懸念
されます。 
イベントなどによる一時的な交通渋滞に対応するため、「玉藻地区における交通渋滞対

策」を図ります。 

②－１．交差点改良

交通渋滞の緩和を図るため、臨港道路の交差点改良に取り組みます。

②－２．フェリー乗り場付近へのバス停の設置（実施中）

公共交通機関の利用促進を図るため、新たなバス停の設置に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(1) フェリーターミナルの安全・快適性の確保 

 2)フェリーターミナル周辺における交通渋滞への対応 

②-1.交差点改良 
②-2.バス停の設置

玉藻地区

朝日地区

バスターミナル

フェリー乗り場

高速船・海上タクシー乗り場

バスターミナル

ことでん 

高松築港駅

ＪＲ高松駅

出典：高松市（令和元年 12 月撮影） 

Copyright（C）2021 Kagawa Prefectural Government and SANAA All rights reserved. 

新県立体育館イメージ 

交通渋滞の緩和 
公共交通機関の利用促進
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6. 高松港長期構想

既存施設の再構築とみなとまちの賑わい創出 

① 玉藻地区におけるクルーズ客船受入れ機能の強化
（５．高松港・坂出港の役割分担と連携関連）
玉藻地区の客船専用岸壁では、5 万トン級までのクルーズ客船を受入れており、「街か

ら近く、景観が素晴らしい」と好評を得ています。一方、11 万トン級までのクルーズ客船の
受入れが可能な朝日地区のコンテナ岸壁では、コンテナ船との調整が困難であることに加
え、街から遠い貨物船岸壁での受入れとなり、良い評価が得られていません。クルーズ客船
の大型化や港間の受入れ競争が激化する中、岸壁機能と受入れ環境の両立が求めら
れています。 
より多くのクルーズ客船に選ばれる港を目指して、「玉藻地区におけるクルーズ客船受入

機能の強化」を図ります｡ 

①－１．岸壁の延伸、浚渫により、11 万トン級に対応

玉藻地区での 11 万トン級のクルーズ客船受入れに向けて、既存岸壁の延伸及び浚渫
に取り組みます。

①－２．観光バス待機空間の確保

クルーズ乗船客が利用する観光バスの待機空間を確保するため、既存空間の活用に向
けた調整に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(２)みなとの賑わい創出 

 １)大型クルーズ客船の受入れに向けた対応 

玉藻地区

朝日地区

玉藻地区

①-1.岸壁の延伸

大型客船の受入れ

①-2.観光バス待機空間の確保

現状は、出入口が 1 つで観光バスの U ターンが必要 
→出入口を分けることで円滑な運用が可能

出典：香川県 高松港港湾計画図を加工して作成 出典：香川県（令和元年 11 月 5 日撮影）マースダム 5.5 万トン 

出典：高松市（令和元年 12 月撮影） 

大型クルーズ 
客船岸壁

バス待機空間

R元.8.25、9.25 
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾝｾｽ入港
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6. 高松港長期構想

② ウォーターフロントの賑わい空間を構築

玉藻地区では、海辺空間の賑わい創出を目指して、街と海との接線において、連続す
るプロムナードの整備を進めていますが、地区の東・西の賑わいに比べ、玉藻公園北側周
辺は閑散とした状況となっています。また、新県立体育館の整備に伴い、玉藻地区の賑わ
い・交流拠点の１つとして利用されてきた広場が縮小されるため、地区内に同様な機能の
確保が求められています。 
連続したプロムナードを形成し、海辺空間の賑わいを創出するため、「ウォーターフロント

の賑わい空間構築」を図ります。 

②－１．民間活力を導入した中央ふ頭の再生

中央ふ頭付近の賑わいを創出するため、民間活力を導入した中央埠頭の再生に取り
組みます。

②－２．多目的利用が可能な広場の確保

これまで利用してきた広場の代替として、また、連続したプロムナードを形成するため、同
地区内に多目的利用が可能な広場の確保等に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(２)みなとの賑わい創出 

 ２)ウォーターフロントの賑わい創出に向けた対応 

玉藻地区

海辺空間の賑わい創出  

レストハウス

フェリー乗り場

高速船

海上タクシー乗り場

シンボルタワー

バスターミナル

JR 高松駅 玉藻公園

ことでん高松築港駅 県民ホール 北浜 alley

出典：シンボルタワー開発（株） 

Photo：Shintaro Miyawaki 

出典：北浜 alley（株） 

イベントで賑わうサンポート広場 

瀬戸内国際芸術祭で 
賑わう高松港（コリドー）

レトロな雰囲気が魅力の北浜 alley

②-1. 中央ふ頭の再生 
②-2. 多目的利用が可能な広場

Copyright（C）2021 Kagawa Prefectural Government and SANAA All rights reserved. 

新県立体育館イメージ

出典：高松市（令和元年 12 月撮影） 
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6. 高松港長期構想

③ MaaS によるスムーズな瀬戸内船旅の実現
瀬戸内海は、美しい景観と自然の中で培われてきた文化や歴史とが融合する魅力的

な地域であり、ニューヨークタイムズ(米国)においても高く評価されています。 
こうした観光資産を生かして、観光客の県内滞留を促すためには、島嶼部も含めた「み

なと」と「みなと」を結ぶネットワークを構築し、広域的な周遊性を高めることが必要であり、
実現に向けて、観光客の利便性向上と継続的なサービス改善が求められています。 
一方、人手不足で弾力的な労働力の調整が困難な状況の中、受入れ側が同程度

のサービスを行うとしても、繁盛期と閑散期の体制が大きく異なるため、安定したサービスの
提供に向けた業務の改善が必要です。 
瀬戸内の自然と文化に触れる交流の「みなと」づくりを目指して、 「MaaS によるスムー

ズな瀬戸内船旅の実現」を図ります。 

③－１．「MaaS」によるサービスの一元化と「DX」による業務の改善(実施中)

桟橋管理の電子化など、民間企業による情報通信技術を活用した「利用者の利便性
向上」「管理者・事業者の業務効率化」に向けたシステムの開発に協力します。 

③－２．MaaS アプリによるデータ利活用基盤の構築とサービス改善 

旅行者の移動の円滑化及び体験価値向上のため、MaaS アプリで収集したデータに基
づく人流・滞在パターンの分析を行い、継続的なサービスの改善に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(２)みなとの賑わい創出 

 ３)情報通信技術の活用による利便性の向上に向けた対応 
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6. 高松港長期構想

収集したデータに基づく瀬戸内の人流・滞在パターンの分析 

 ・ユーザーの興味関心に合わせた情報の配信  
 ・必要箇所へのバス路線等の開設 
 ・人の滞留箇所での賑わいスポット等の開設 

など、継続的なサービス改善による賑わい創出

玉藻地区

西運河 地区

JR 坂 出駅

JR 高 松 駅
沙弥島

与島

【バス、タクシー、徒歩 】

西 運 河地区 、沙 弥島 、 
産 業 ツアーなど

【小 型 船 】

瀬 戸大橋 、多 島美 、

海 からの夜景 (高 松 ,工 場 ,瀬 戸大橋 ）など 

【鉄 道 】

マリンライナーで 15 分

【徒 歩 】
サンポート高松 、

玉 藻公園 など

坂出港 高松港

JR 坂出駅

高松

小豆島

大島

豊島

直島

男木島
女木島

JR 高松駅

島嶼部の横の連携

③-1．交通連携と DX 
③-2．サービス改善

坂出港との連携

出典：国土地理院電子地図を加工して作成 

③-1．交通連携と DX 
③-2．サービス改善

出典：四国地方整備局資料を加工して作成 
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6. 高松港長期構想

④ 賑わいエリアからの景観向上

玉藻地区は、瀬戸内海の多島美、玉藻公園、屋島、船が行き交うみなとの風景が広
がる魅力的なロケーションとなっています。 
一方、隣接する朝日地区には、工場や物流倉庫、エネルギー基地などが集積し、物

流・生産拠点らしい景観を有していますが、賑わいエリアである玉藻地区や船上からの風
景の一部として、周囲の風景と調和することが求められています。 
港湾空間の景観の質を高め、活力とうるおいのある港湾空間を創り上げるため、「企業

との協働によるみなと色彩計画の策定」を図ります。 

④－１．企業との協働によるみなと色彩計画

美しい自然景観と物流・生産拠点との調和を目指して、みなと色彩計画の検討に取り
組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(２)みなとの賑わい創出 

 ４)賑わい空間の景観向上に向けた対応 

出典：香川県（令和 3 年 2 月撮影） 

風景と調和する産業施設
④-1. みなと色彩計画の策定

-116-



6. 高松港長期構想

⑤ 船溜まりの静穏度確保

波が穏やかで美しい瀬戸内の海では、クルージング、フィッシング、ヨットなどマリンレジャー
が盛んに行われています。背後に市街地の広がる高松港の船溜まりは、利便性が高く、来
訪者の有望な目的地になり得る施設ですが、荒天時の静穏度が低く、海上で係留するに
は、安全面が課題となっています。 
マリンレジャーによる海辺の賑わいを創出するため、「船溜まりの静穏度確保」を図りま

す。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(２)みなとの賑わい創出 

 ５)マリンレジャー振興に向けた対応 

⑤－１．船溜まり前面に防波堤の設置

船溜まりの安全性を高め、海面の有効利用するため、荒天時における船溜まりの静穏
度確保に取り組みます。 

海面の有効利用

⑤-1.防波堤の設置

小型桟橋３基【既定計画】

⑤-1.防波堤の設置 
 【既定計画】

海面の有効利用

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 

玉藻地区

西浜地区

弦打地区
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6. 高松港長期構想

（3）安全・安心 

大規模地震・津波等への対応力強化と安全・安心の確保 

① 計画的な地震・津波対策等の実施

県では、平成 16 年 8 月の台風 16 号による高潮被害を踏まえ、護岸や堤防などの防
護施設の整備を計画的に進めるため「津波・高潮対策整備推進アクションプログラム」を
平成 18 年 3 月に策定し整備を進めてきました。 
平成 26 年 1 月、文部科学省地震調査委員会から「南海トラフにおけるマグニチュード

8～9 クラスの地震の発生確率は、今後 30 年以内に 70%程度」との予測が公表された
ことから、従来対策の再検討を行い、平成 27 年３月「香川県地震・津波対策海岸
堤防等整備計画」に移行し、当該計画に沿って整備を進めています。  
沿岸地域における県民の安全・安心の確保に向け、計画的な「香川県地震・津波対

策海岸堤防等整備計画」の推進を図ります。 

①－１．香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画の推進（実施中）

高潮、地震津波に備えて、計画的な地震・津波対策等の実施に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(１)大規模災害への対応力強化 

 １)大規模地震・津波、高潮等への対応 

出典：普代村 出典：香川県 HP 出典：香川県 出典：香川県 出典：香川県 

護岸補強・胸壁嵩上 
【参考】東北地方太平洋沖

地震による津波 護岸補強 
H16.8 台風 16 号の高潮
による冠水状況 水門整備 

出典：香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画（令和 2 年 3 月）の図を加工して作成 出典：香川県津波浸水想定図を加工して作成（最大クラスの地震 高松市②） 
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6. 高松港長期構想

② フェリー岸壁の耐震化の実施
（５．高松港・坂出港の役割分担と連携関連）
過去の大規模災害時において、フェリーをはじめとする船舶は、被災地への人員・物資

輸送等においてその有用性が認められており、今後想定される南海トラフ地震等の大規
模災害時においても活躍が期待されています。 
離島航路は、生活に必要な物資を離島に供給し、人々を往来させるライフラインとし

て、大規模災害時においても、航路を維持することが強く求められています。 
大規模災害の発生に備えるため、「フェリー岸壁の耐震化」を図ります。 

②－１．高松神戸航路のフェリー岸壁を耐震化(実施中）

大規模地震発生時における、自衛隊や緊急物資などの受入れ、企業物流活動の継
続のため、高松神戸航路のフェリー岸壁の耐震化に取り組みます。 

②－２．離島航路のフェリー岸壁を耐震化

大規模地震発生時における離島のライフラインを確保するため、離島航路のフェリー岸
壁の耐震化に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(１)大規模災害への対応力強化 

 １)大規模地震・津波、高潮等への対応 

②-1.フェリー岸壁の耐震化（実施中）

自衛隊や緊急物資等の受入
れ、企業物流活動の継続

玉藻地区
②-2.フェリー岸壁の耐震化

朝日地区

出典：香川県（平成 30年 5 月撮影） 出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 

離島のライフラインを確保
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6. 高松港長期構想

③ 高松港 BCP の充実

製造業等の国際分業化が進む中、サプライチェーンの寸断は我が国のみならず世界的
に影響を及ぼす状況となっています。 サプライチェーンの核となる港湾は、直接利用する企
業のみならず地域全体の経済・産業を支えており、様々な災害に対して、港湾機能が維
持されることが求められています。 
様々な災害に対応し、港湾の重要機能が最低限維持できるよう、「高松港 BCP の充

実」を図ります。 

③－１．高松港 BCP の充実

「港湾の事業継続計画策定ガイドライン」の改訂版に基づき、高松港 BCP の充実に取
り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(１)大規模災害への対応力強化 

 ２)港湾 BCP に基づく防災体制構築への対応 

出典：国土交通省資料を加工して作成 

■台風等による高潮・高波・暴風等への対応を位置づけ 
（直前予防対応） 

■船舶側の視点からの津波対応を位置づけ 

①沖合退避の迅速化
②係留避泊の安全性向上
③船の衝突・乗揚げの抑制

■感染症への対応を位置づけ（感染症ＢＣＰの概念） 

「港湾の事業継続計画策定ガイドライン」の主な改訂内容 
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6. 高松港長期構想

ストックマネジメントの推進 

① 計画的な点検、補修の実施

社会経済活動の基盤であるインフラについては、高度成長期に整備したものが一斉に
老朽化することが見込まれており、計画的な維持管理・更新による財政負担の軽減や平
準化を図りつつ、安心して利用できるよう維持・管理していくことが求められています。  
厳しい財政状況の中、社会インフラを継続して維持・管理するため、「計画的な点検、

補修の実施」を図ります。 

①－１．予防保全計画に基づく計画的な点検、補修、工事の実施(実施中）

維持管理・更新等に係るトータルコストの縮減と予算の平準化を図るため、計画的な点
検、補修、修繕の実施に取り組みます。

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(２)ストックマネジメントの推進 

 １)港湾施設の老朽化対策 

維持管理費用平準化のイメージ 

出典：香川県 出典：香川県 

朝日地区外防波堤 朝日地区外防波堤 
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6. 高松港長期構想

② 施設の廃止・利用転換
将来計画との整合性も図りつつ、施設の老朽化や利用状況、社会情勢の変化を踏ま

え、必要性が乏しくなったインフラの廃止・集約・再編を行うことで、時代に合ったインフラスト
ックの適正化を進め、将来の維持管理・更新費用を抑制することが求められています。 
インフラストック適正化に向けて、「施設の廃止・利用転換」を図ります。 

しゃし 

②－１．インフラストックの適正化に向けた施設の廃止・集約・再編

インフラストックの適正化のため、老朽化や利用状況に応じた施設の廃止・集約・再編に
取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(２)ストックマネジメントの推進 

 １)港湾施設の老朽化対策 

老朽化や利用状況等に応じた施設の廃止・集約・再編（事例） 

②-1.岸壁・泊地の廃止 インフラストック
の適正化

朝日地区

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影）

既存岸壁の老朽化状況 

出典：香川県 

使用禁止措置状況 

出典：香川県 

-122-



6. 高松港長期構想

（4）実現に向けた取組みのスケジュール 

短期（5年） 中期（15年）長期（30年）

①

②

①

②

③

④

⑤

⑤-1.船溜まり前面に防波堤の設置

実現に向けた取組みの内容
スケジュール

Ⅲ．フェリーターミナルの安全・快適性の確保

Ⅳ．既存施設の再構築とみなとまちの賑わい創出

中央突堤の歩行者・自動車動線の整理と空間の確保

玉藻地区における交通渋滞対策

賑わいエリアからの景観向上

船溜まりの静穏度確保

MaaSによるスムーズな瀬戸内船旅の実現

玉藻地区におけるクルーズ客船受入れ機能の強化

ウォーターフロントの賑わい空間を構築

③-1.「MaaS」によるサービスの一元化と「DX」による業務の改善（実施中）

③-2.MaaSアプリによるデータ利活用基盤の構築とサービス改善

④-1.企業との協働によるみなと色彩計画

交
流
・
賑
わ
い

①-1.岸壁の延伸、浚渫により、11万トン級に対応 

①-2.観光バス待機空間の確保

②-1.民間活力を導入した中央ふ頭の再生

②-2.多目的利用が可能な広場の確保

①-1.歩行者動線をコリドーへ誘導

①-2.乗船客の待合空間の確保

②-1.交差点改良

②-2.フェリー乗り場付近へのバス停の設置（実施中）

短期（5年） 中期（15年）長期（30年）

①

①-1.コンテナターミナルのヤード拡張、岸壁の増深・延伸（一部実施中）

①-2.情報化技術の導入（一部実施中）

①-3.(-12m)耐震強化岸壁の延伸

①-4.倉庫用地の確保（既定計画）

②

②-1.岸壁の新設（実施中）

②-2.車両待機スペースの拡張（実施中）

③

③-1.暫定整備の実施（実施中）と対応策の検討

④

④-1.国や企業との連携によるエネルギー施策の促進

①

①-1.短期・長期的な海面処分場の設置と産業用地の確保（既定計画）

①-2.産業用地に対する交通機能強化

実現に向けた取組みの内容
スケジュール

Ⅰ．地域産業の競争力強化につながる海上物流基盤の強化

Ⅱ．浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保

物
流
・

産
業

国際物流ターミナルの外貿機能強化

臨海部を円滑に結ぶ幹線道路の整備

海面処分場の設置と産業用地の確保

高松神戸航路の物流機能強化

脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化

-123-



6. 高松港長期構想

（5）実現に向けた取組みとＳＤＧｓの 17 ゴールの相関表 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

貧困をな
くそう

飢餓をゼ
ロに

すべての
人に健康
と福祉を

質の高い
教育をみ
んなに

ジェン
ダー平等
を実現し
よう

安全な水
とトイレ
を世界中
に

エネル
ギーをみ
んなにそ
してク
リーンに

働きがい
も経済成
長も

産業と技
術革新の
基盤をつ
くろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続け
られるま
ちづくり
を

つくる責
任つかう
責任

気候変動
に具体的
な対策を

海の豊か
さを守ろ
う

陸の豊か
さも守ろ
う

平和と公
正をすべ
ての人に

パート
ナーシッ
プで目標
を達成し
よう

①
国際物流ターミナルの外貿機能
強化

○ ○ ○ ○

② 高松神戸航路の物流機能強化 ○ ○ ○ ○

③
臨海部を円滑に結ぶ幹線道路の
整備

○ ○ ○

④
脱炭素化に配慮した港湾機能の
高度化

○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⅱ ①
海面処分場の設置と産業用地の
確保

○ ○ ○ ○

①
中央突堤の歩行者・自動車動線
の整理と空間の確保

○ ○

② 玉藻地区における交通渋滞対策 ○ ○ ○ ○

①
玉藻地区におけるクルーズ客船
受入れ機能の強化

○

②
ウォーターフロントの賑わい空
間を構築

○

③
MaaSによるスムーズな瀬戸内
船旅の実現

○ ○ ○

④ 賑わいエリアからの景観向上 ○

⑤ 船溜まりの静穏度確保 ○

①
計画的な地震・津波対策等の実
施

○ ○ ○ ○

② フェリー岸壁の耐震化の実施 ○ ○ ○

③ 高松港BCPの充実 ○ ○ ○ ○

① 計画的な点検、補修の実施 ○ ○

② 施設の廃止・利用転換 ○ ○

　　　　　　SDGsの17ゴール

　実現に向けた取組み

３つの
柱

【

物
流
・
産
業
】

【

交
流
・
賑
わ
い
】

【

安
全
・
安
心
】

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

目指す
べき
方向性

短期（5年） 中期（15年）長期（30年）

①

①-1.香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画の推進（実施中）

②

②-1.高松神戸航路のフェリー岸壁を耐震化（実施中）

②-2.離島航路のフェリー岸壁を耐震化

③

③-1.高松港BCPの充実

①

①-1.予防保全計画に基づく計画的な点検、補修、工事の実施（実施中）

②

②-1.インフラストックの適正化に向けた施設の廃止・集約・再編

安
全
・
安
心

計画的な点検、補修の実施

施設の廃止・利用転換

実現に向けた取組みの内容
スケジュール

Ⅴ．大規模地震・津波等への対応力強化と安全・安心の確保

Ⅵ．ストックマネジメントの推進

高松港BCPの充実

計画的な地震・津波対策等の実施

フェリー岸壁の耐震化の実施
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6. 高松港長期構想

6.5 空間利用計画 

（1）位置図 

（2）平成 9 年改訂時の港湾利用ゾーニングと整備した主な港湾施設 

【物流】(-4.5m)岸壁  

【物流】(-5.5m)岸壁  

【緑地】緑地  

【産業】クレーン工場 

【物流】(-5.5m)岸壁  

【レク】小型船だまり（計画） 

【生産】鋼管工場  
【物流】桟橋（大型船対応） 

【物流】埋立  

凡 例  

緑地レクリエーションゾーン 

物流関連・生産ゾーン 

交流拠点・緑地レクリエーションゾーン 

物流関連・危険物ゾーン 女木島  

亀水漁港

区域

女木港港区域  

【交流】サンポート高松  

・フェリーターミナルの移転 
・客船岸壁（大型船対応） 【物流】桟橋（大型船対応）

紅ノ峰  

生島地区 神在鼻  

神在地区 

Ａ 

B 

西浜地区 

弦打地区 

C 

0 

帆槌ノ鼻

玉藻地区

朝日地区 

高松漁港
区域  

屋島地区

裏生漁港

区域  

D 

西浦漁港区域  

500 2,000 1, 000 

【物流】国際物流ターミナル 

・コンテナターミナル 

・(-12m)耐震強化岸壁 

・(-10m)岸壁  

・埠頭用地  

・港湾関連用地 等  
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6. 高松港長期構想

（3）港湾利用ゾーニング 

平成 9 年改訂時の港湾計画をベースに、改訂以降整備した主な港湾施設と当

該長期構想での実現に向けた取組みの位置から、港湾利用ゾーニングを次のと

おり設定します。 

緑地レクリエーションゾーン

Ⅱ-① 海面処分場の設置と産業用地の確保 

生産・物流関連ゾーン

Ⅲ-① 中央突堤の歩行者・自動車動線の整理と空間の確保 

Ⅲ-② 玉藻地区における交通渋滞対策 

Ⅳ-① 玉藻地区におけるクルーズ客船受入れ機能の強化 

Ⅳ-② ウォーターフロントの賑わい空間を構築 

Ⅳ-③ MaaS によるスムーズな瀬戸内船旅の実現 

Ⅳ-④ 賑わいエリアからの景観向上 

Ⅴ-② フェリー岸壁の耐震化の実施 

交流拠点・人流関連ゾーン
Ⅰ-① 国際物流ターミナルの外貿機能強化 

Ⅰ-② 高松神戸航路の物流機能強化 

Ⅱ-① 海面処分場の設置と産業用地の確保 

Ⅴ-② フェリー岸壁の耐震化の実施 

物流関連・生産ゾーン

Ⅰ-③ 臨海部を円滑に結ぶ幹線道路の整備 

Ⅰ-④ 脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化 

Ⅳ-⑤ 船溜まりの静穏度確保 

Ⅴ-① 計画的な地震・津波対策等の実施 

Ⅴ-③ 高松港 BCP の充実 

Ⅵ-① 計画的な点検、補修の実施 

Ⅵ-② 施設の廃止・利用転換 

高松港全体

緑地レクリエーションゾーン 

生産・物流関連ゾーン 

交流拠点・人流関連ゾーン 

物流関連・生産ゾーン 

陸上ネットワークの充実

至檀紙 IC、高松西 IC 
至高松中央 IC 

生 島 地 区
神在地 区

香西地 区 弦打地 区

西浜地 区 玉藻地 区

朝日地 区

屋島地 区

出典：香川県資料を加工して作成 
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7. 坂出港長期構想

7．坂出港長期構想 

7.1 坂出港が果たす役割 

坂出港の現況や社会動向、要請を踏まえ、長期構想として坂出港が果たす役割

を「物流・産業」「交流・賑わい」「安全・安心」の 3 つの柱で整理します。 

（1）【物流･産業】 

背後に番の州工業地帯を有する四国屈指の工業港湾。外貿貨物と内貿貨物で高いシェ
アを占めており、県民の生活や産業にとって大きな役割を果たしています。 
人口減少と高齢化の進行、労働基準の改正により、人手不足が顕在化しています。 
全国的に、荷役・輸送の効率化のため「海上貨物のコンテナ化」が進行しています。 
グローバルサプライチェーンが進展する中、県内企業においても、アジア地域との関わりが大きく
なっています。 
貨物船、コンテナ船、自動車専用船など、船舶の大型化が進展しています。 
2050 年までに脱炭素社会を目指すと政府が宣言している中、港湾において、カーボンニュー
トラルポートの形成が求められています。 
技術の流出やコロナ禍におけるサプライチェーンの分断等の経験を背景として、国内に生産拠
点を考える企業が増加傾向にあります。 
香川県内の主な工場は、内陸部より沿岸部、とりわけ中讃地域に多く立地しています。 
道路網の充実により、港へのアクセス機能が向上しています。 
喫水調整、老朽化、滞船による利便性の低下が課題となっています。 

「背後企業の成長を支え、競争力・利便性の高い港」を目指します。

業「背後企業の成長を支え、競争力・利便性の高い港」を目指します。
の成長を支え、競争力
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7. 坂出港長期構想

（2）【交流･賑わい】 

香川県は、ニューヨークタイムズ(米国)が選んだ「2019 年に行くべき 52 ケ所の旅行先」とし
て、「瀬戸内の島々」が日本で唯一選ばれたほか、旅行予約サイト世界大手のブッキングドッ
トコム(オランダ)が発表した「2020 年に訪れるべき目的地 10 選」にも、高松市が国内で唯
一選ばれるなど、世界からの注目が高まっている地域となっており、外国人延べ宿泊者数も
大きく伸ばしています。 
「瀬戸内国際芸術祭」が平成 22 年から 3 年に一度開催されており、坂出港では、番の州
地区にある沙弥島で賑わいを見せています。 
番の州地区には、瀬戸大橋記念公園、東山魁夷せとうち美術館をはじめとする賑わい拠点
が多数点在しています。 
西運河地区は、かつて岡山県や島々との定期連絡船が運航し、運河に直結する形で商店
街が形成されるなど大いに賑わっていましたが、現在は、遊覧船乗り場や小型船の係留など、
かつての賑わいが限定的なものとなっています。 
西運河地区にほど近い緩衝緑地では、賑わい創出空間として「まろっこパーク」が令和 3 年
4 月に開設されました。 
坂出港では、林田地区の貨物船併用岸壁において、年に 1 回程度、国内クルーズ客船が
寄港しています。オプショナルツアーの行き先としては、坂出市外の観光地が大部分を占めて
おり、市内観光への誘導が課題となっています。 

「市民が集い、観光客を呼び込む魅力ある港」を目指します。
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7. 坂出港長期構想

（3）【安全･安心】 

港湾は、国民生活と産業活動を支える重要な物流・生産基盤であり、また、背後には多く
の人口・資産が集積しているため、高潮、津波等の災害から、人命・財産を直接防護する
港湾海岸施設の役割は非常に重要です。 
南海トラフを震源とする地震におけるマグニチュード 8～９クラスの地震の発生確率は、今後
30 年以内に 70~80%程度とされており、その際の香川県内の震度は 5 強~7 になると予
想されています。 
地球温暖化は、長期的に海面水位の上昇とともに熱帯低気圧の強度の増大をもたらすと
予測されており、将来の高潮による浸水被害に大きな影響を与えるとともに、激甚化・頻発
化する可能性があります。 
過去の大規模災害においても、海上輸送は様々な領域で活躍しています。 
県内企業においても、アジア地域など諸外国との関わりが大きくなっており、災害などでサプライ
チェーンが分断した際の影響が懸念されます。 
港湾管理者の財政状況が厳しい中、社会経済活動の基盤であるインフラは、高度成長期
に整備したものが一斉に老朽化することが見込まれています。 
坂出港の背後地には、エネルギー関連企業が集積しています。 
四国の広域的な海上輸送の継続計画(広域海上 BCP)において、四国のエネルギー拠点と
して位置づけされています。 

「災害時の市民生活や企業活動を支える港」を目指します。
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7.2 坂出港が目指すべき方向性 

坂出港が果たす役割の実現に向け、目指すべき方向性を定め、取り組みを進め

ます。 

〇坂出港が果たす役割 

〇目指すべき方向性

【物流・産業】 
背後企業の成長を支え、
競争力・利便性の高い港

【交流・賑わい】 
市民が集い、観光客を
呼び込む魅力ある港

【安全・安心】 
災害時の市民生活や 
企業活動を支える港

【物流・産業】 
  Ⅰ．陸上交通網を活かした貨物の集荷と海上輸送手段の確保 
  Ⅱ．浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保 

Ⅲ．物流・生産・エネルギー拠点としての港湾機能の強化と再編 

【交流・賑わい】 
  Ⅳ．みなとを活かした賑わい・交流拠点の創出        

【安全・安心】 
  Ⅴ．大規模地震・津波等への対応力強化と安全・安心の確保 
  Ⅵ．ストックマネジメントの推進               
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7. 坂出港長期構想

7.3 坂出港を取りまく状況の整理 

（1）現況と社会動向の整理

坂出港長期構想の実現に向けた取組みを抽出するにあたり、坂出港の現況と社

会動向を物流・産業面、交流・賑わい面、安全・安心面のそれぞれにおいて、内

的・外的要因と港湾活動へのプラス・マイナス要因として整理したものを以下に

示します。

1) 物流・産業面 

港湾活動へのプラス要因 港湾活動へのマイナス要因 

内

的

要

因

・坂出港内は静穏度が高く、他の船舶の輻輳が少な

い 

・関東方面との定期ＲＯＲＯ船航路（上り）が就航

・前面海域の水深が深い 

・四国の完成自動車の約7割、麦輸入の全てを取り扱

う 

・背後に番の州工業地帯を有する四国屈指の工業港

湾 

・関東方面からの定期ＲＯＲＯ船航路（下り）が無

い 

・コンテナターミナルがない 

・県内の海面処分場での受入れは概ね終了 

・林田地区では、利用状況により自動車専用船の滞

船が発生する中、バイオマス発電所の建設が予定

されており、利用状況の一層の逼迫が懸念 

・林田地区、中央ふ頭地区では、岸壁水深不足のた

め、輸入船の喫水調整が必要 

・中央ふ頭地区では、施設が老朽化・陳腐化してい

るが、背後地が狭く原位置での更新・対策が困難

・脱炭素化の取り組みの遅れ 

・港湾施設の老朽化 

・港湾管理者の財政状況の悪化 

外

的

要

因

・県内企業とアジア諸国との経済関係の緊密化 

・海上貨物のコンテナ化 

・県内の主要な工場は中讃地域に集積 

・オンリーワン・ナンバーワン企業が県内に多数立

地 

・エネルギー関連企業の集積 

・坂出市は高速交通網の要衝 

・モーダルシフトの機運の高まり 

・脱炭素社会に向けた取組み 

・道路交通網の充実（坂出北スマートインターチェ

ンジ、さぬき浜街道の４車線化事業） 

・企業の機能縮小・移転及び関連産業への影響 

・臨海部において産業用地が不足 

・対岸の水島港の存在 

・人口減少と労働力不足 

・船舶の大型化 
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2) 交流・賑わい面 

港湾活動へのプラス要因 港湾活動へのマイナス要因 

内

的

要

因

・番の州地区には瀬戸大橋記念公園、東山魁夷せと

うち美術館をはじめとする賑わい拠点が多数点

在 

・市街地近傍にウォーターフロント開発が可能な運

河が存在 

・香川県沖の航路では、巨大船の夜間航行が禁止（東

から入港の場合、高松港より滞在時間が２時間短

い） 

・市街地近傍にある西運河地区の賑わいが限定的 

・クルーズ客船の寄港は年１回程度で、オプショナ

ルツアーも市外が多い 

・交通モードの連携不足 

・港湾施設の老朽化 

・港湾管理者の財政状況の悪化 

外

的

要

因

・香川を訪れる外国人観光客が急増 

・ニューヨークタイムズなど海外での高い評価 

・瀬戸大橋や瀬戸内海の島々等の観光資源 

・クルーズ客船のオプショナルツアーとして、市内

を巡る産業・文化ツアーが採用 

・賑わい創出の場として緩衝緑地における「まろっ

こパーク」が開設 

・日本版ＭａａＳによる瀬戸内海の海上交通オンデ

マンド化を見据えた港湾管理電子化実証実験を

高松港で実施 

・瀬戸内国際芸術祭による賑わい 

・周辺港湾の積極的なクルーズ船誘致 

・観光需要の繁盛期と閑散期で必要な人員に差 

・人口減少と労働力不足 

・船舶の大型化 

3) 安全・安心面 

港湾活動へのプラス要因 港湾活動へのマイナス要因 

内

的

要

因

・坂出港ＢＣＰの策定及び訓練の実施 

・香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画の策定

・風水害や感染症等に対応した坂出港ＢＣＰの充実

化が図られていない 

・港湾・海岸施設の老朽化 

・港湾管理者の財政状況の悪化 

外

的

要

因

・四国の他地域と比較して、津波到達時間が遅く、

津波高が小さい地理的環境 

・今後30年以内に70～80％の確率で発生すると予測

されている南海トラフ地震 

・自然災害の激甚化・頻発化 

・産業におけるグローバルサプライチェーンの進展

・人口減少と労働力不足 
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（2）上位計画・関連計画 

坂出港が目指すべき方向性と上位計画・関連計画における主な港湾関連施策を整理し

たものを以下に示します。

【物流・産業】 
Ⅰ．陸上交通網を活かした貨物の集荷と海上輸送手段の確保 

【計画名/市】
・坂出市都市計画マスタープラン 
・坂出ニューポートプラン

【計画内容】
・港湾機能の強化、定期航路の誘致 
・新たな定期航路の誘致

Ⅱ．浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保 
【計画名/県】
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～

【計画内容】 
・企業立地の促進と産業基盤の強化 

【計画名/市】
・坂出ニューポートプラン ・臨海部を有効活用した港湾空間の機能向上 

Ⅲ．物流・生産・エネルギー拠点としての港湾機能の強化と再編 

【計画名/国】 
・港湾の中長期政策「PORT2030」 
・四国港湾ビジョン 2040～「効・創・適」新しい港の様式～

【計画内容】
・グローバルバリューチェーンを支える海上輸送網の構築 
・情報通信技術を活用した港湾のスマート化・強靭化 
・コンテナ船やバルク船等の大型化等に対応した港湾整備による物流効
率化 
・港湾・物流活動のグリーン化～ＣＯ2 排出源・吸収源対策～

【計画名/県】
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～
・坂出都市計画区域マスタープラン

・デジタル技術を活用した地域課題の解決と産業の活性化 
・港湾物流における港湾施設の整備の推進 
・地球温暖化対策の推進 

【計画名/市】
・坂出ニューポートプラン

・物流・生産拠点としての更なる港湾の機能強化に向けたふ頭の再編
・臨海部を有効活用した港湾空間の機能向上

【交流】 
Ⅳ．みなとを活かした賑わい・交流拠点の創出

【計画名/国】 
・港湾の中長期政策「PORT2030」 
・四国港湾ビジョン 2040～「効・創・適」新しい港の様式～

【計画内容】 
・情報通信技術を活用した港湾のスマート化・強靭化 
・バースウィンドウの予約管理システムの導入、システムと MaaS の連携促進 

【計画名/県】
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～

・デジタル技術を活用した地域課題の解決と産業の活性化 
・行政のデジタル化の推進 

【計画名/市】
・坂出市まちづくり基本構想 
・坂出ニューポートプラン

・情報化の推進 
・坂出港が有する資源を活用した賑わい・交流拠点の創出 

【安全・安心】 
Ⅴ．大規模地震・津波等ヘの対応力強化と安全・安心の確保 

【計画名/国】 
・四国港湾ビジョン 2040～「効・創・適」新しい港の様式～ 
・四国圏広域地方計画 

【計画内容】
・ハード対策（耐震強化岸壁の整備等）とソフト対策（航路啓開等の
体制強化） 
・海岸保全施設の整備など地震・津波対策の推進

【計画名/県】
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～ 
・香川県地域防災計画

・南海トラフ地震・津波対策の推進 
・「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、整備優先
度の高い箇所から計画的に海岸保全施設の整備を行うよう努める。 

【計画名/市】
・坂出市まちづくり基本構想 
・坂出ニューポートプラン 
・坂出市地域防災計画

・防災対策の強化・充実
・四国の防災拠点港としての機能強化 
・「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、整備優先
度の高い箇所から計画的に海岸保全施設の整備を行う必要がある。

Ⅵ．ストックマネジメントの推進
【計画名/国】
・四国圏広域地方計画

【計画内容】
・急激に進むと考えられる社会インフラの老朽化対策を推進

【計画名/県】
・「みんなでつくるせとうち田園都市・香川」実現計
画」～海と田園と都市の魅力があふれる香川をめざして～

・公共土木施設の老朽化対策の推進 

【計画名/市】
・坂出市まちづくり基本構想 
・坂出ニューポートプラン

・防災対策の強化・充実 
・四国の防災拠点港としての機能強化 
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7.4 実現に向けた取組み 

（1）物流・産業 

I) 陸上交通網を活かした貨物の集荷と海上輸送手段の確保

① 定期 RORO 船航路の維持、拡充
(５．高松港・坂出港の役割分担と連携関連)
深刻な人手不足に起因する労働生産性の向上と環境負荷低減の観点から、トラック

輸送からのモーダルシフトが進展しています。 
県土の中央部に位置する坂出市は、多くの工場が集積するほか、高規格幹線道路が

交わる高速交通網の要衝であり、整備が進められている坂出北 IC のフルインター化や県
道高松坂出線の 4 車線化の実現により、臨海部へのアクセス機能の更なる向上が見込ま
れ、海上輸送貨物を周辺地域から集貨をするのに適した場所と言えます。 
坂出港がモーダルシフトの受け皿として、企業の競争力を高める利便性の高い港となる

ため、「定期 RORO 船航路の維持、拡充」を図ります。 

①－１．定期 RORO 船を利用する新たな荷主等の掘り起こし(実施中)  

誘致した定期 RORO 船航路の安定的な維持・拡充を目指し、新たな荷主、運送事
業者の掘り起こしに取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(１)海上物流基盤の強化 

 １)コンテナ物流の効率化に向けた対応 

定期 RORO 船航路の維持に加
えて、東京港からの下り便等、
航路の拡充を目指します。 
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7. 坂出港長期構想

II) 浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保

① 海面処分場の設置と産業用地の確保

高度成長期、港湾整備により発生する浚渫土砂は、臨海部の埋立事業等に用いら
れ、産業誘致など、地域の発展に大きく寄与してきましたが、産業構造の転換や環境への
配慮から埋立事業が減少しており、浚渫土砂処分場の確保が課題となっています。 
一方、海外への技術流出防止や新興国の賃金上昇、コロナ禍で露見したサプライチェ

ーンの脆弱性等の理由から、製造業の国内回帰の兆しも見られます。 
安定した浚渫土砂処分場と企業立地の受け皿等を確保するため、「海面処分場の設

置と産業用地の確保」を図ります。 

①－１．中期的な海面処分場の設置と産業用地の確保

浚渫土砂等の処分場の安定確保と臨海部の土地需要に対応するため、計画的な海
面処分場の設置による産業用地の確保に取り組みます。 

①－２．産業用地に対する交通機能強化（実施中）

産業用地の利便性向上に寄与する交通機能強化のため、坂出北 IC のフルインター化
及び、県道高松坂出線の整備を促進します。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(３)臨港地区での産業用地の確保 

 1)産業用地確保に向けた対応 

処分場と産業用地 
の確保（中期的）

①-1. 海面処分場の設置

総社地区

出典：香川県（令和 2 年 5 月撮影） 

瀬戸中央自動車道

海面処分場

産業用地の利便性向上

①-2. 交通機能強化 
(坂出北 IC、県道高松坂出線)

県道高松坂出線 
４車線化

坂出北 IC 
フルインター化 
（R6 予定）

さぬき浜街道

出典：国土地理院電子地図を加工して作成 
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7. 坂出港長期構想

III) 物流・生産・エネルギー拠点としての港湾機能の強化と再編 

① 大型船に対応した新たな大水深岸壁の確保とふ頭の再編
(５．高松港・坂出港の役割分担と連携関連)
大手製粉会社が工場を移転することで、小麦の輸入量の減少が見込まれますが、四

国唯一の麦の輸入港としての地位を守りつつ、地域産業の活性化を図るため、効率的な
物流拠点が求められています。しかしながら、現状の中央ふ頭地区では、大型穀物船の
喫水調整や施設の老朽化、手狭な背後地など、多くの課題を抱えている状況です。 
一方、林田地区では、岸壁利用が逼迫し滞船が発生している中、背後地へのバイオマ

ス発電所の建設や RORO 船の定期航路就航が決まるなど、新たな岸壁利用の動きがあ
ります。  
喫水調整が必要な大型船舶、施設の老朽化、岸壁の過密利用等の諸問題に対応

するため、「大型船に対応した新たな大水深岸壁の確保とふ頭の再編」を図ります。 

①－１．大水深岸壁の整備(埋立後）

船舶の大型化に対応するため、大水深岸壁の整備に取り組みます。 

①－２．ふ頭の再編(大水深岸壁整備後）

背後企業と一体となった物流機能の強化・効率化を目指し、背後企業の事業計画と
調和した、ふ頭の再編に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(１)海上物流基盤の強化 

 ３)貨物船の大型化に向けた対応 

 ４)坂出港における滞船と施設の老朽化への対応 

既定計画の廃止

①-2. ふ頭の再編

総社地区

滞船の解消  
施設の更新・集約

①-1. 大水深岸壁の整備  
(埋立後） 

船舶の大型化への対応
林田地区

阿河浜地区

西ふ頭地区

中央ふ頭地区

埠頭利用再編のイメージ 

出典：坂出市（平成 28 年撮影） 

出典：坂出市（平成 28 年撮影） 

林田地区に就航予定の RORO 船

総社地区近傍まで水深 14m
以深であるため、浚渫量の
削減が可能 

出典：海上保安庁刊行  
海図第 W1121 号（平成 29 年 7 月刊行） 
海図第 W1122 号（平成 13 年 2 月刊行） より一部抜粋 
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7. 坂出港長期構想

② 脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化
(５．高松港・坂出港の役割分担と連携関連)
世界各国が脱炭素社会の実現に向け舵を切っており、我が国においても、2050 年ま

でに脱炭素社会の実現を目指すと宣言しています。 
カーボンニュートラルの実現には、電力部門の脱炭素化だけではなく、産業・民生・運輸

部門といった需要サイドの徹底した省エネルギー化を進めるとともに、使用するエネルギーの
脱炭素化（エネルギー転換）を進めることが重要であり、国際物流の結節点・産業拠点
となる港湾においても、積極的な取り組みが求められています。 
我が国の脱炭素社会の実現に貢献するため、「脱炭素化に配慮した港湾機能の高度

化」を図ります。 

②－１．国や企業との連携によるエネルギー施策の促進

四国のエネルギー拠点として持続的な発展と、脱炭素社会の実現に貢献する坂出港
を目指し、国や企業と連携したカーボンニュートラルポートの実現に向けた取組みを推進
します。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.1 物流・産業面の要請と課題) 

(２)エネルギー拠点としての機能強化 

 １)脱炭素社会の実現に向けた対応 

石油

石炭

LNG

LＰG

電力

水素

バイオマス 
発電所の誘致

出典：国土地理院電子地図を加工して作成 

■エネルギー関連企業の立地状況 ■水素サプライチェーンの取組み 

■カーボンニュートラルの取組み 

○2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現
に向け、エネルギー関連企業が多く立地する産業
拠点である港湾は、水素・アンモニア等の次世代
エネルギーの輸入を含め、二酸化炭素排出量削
減の取組みを進める上で、重要な役割を果たすこ
とが求められている。 

○川崎重工業（株）坂出工場では、水素活用社会に向けて、「つくる・はこぶ・ためる・つかう」 
  の一連の水素サプライチェーンの構築に取組んでいる。 

○坂出バイオマスパワー合同会社では、バイオマス発電による、再生可能エネルギーの開発を 
目指し、坂出港（林田地区）への発電所建設を計画している。 

出典：川崎重工業（株）パンフレット 

木質ペレット パームヤシ殻（PKS） 

出典：坂出バイオマスパワー(同)資料 
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7. 坂出港長期構想

（2）交流・賑わい 

IV) みなとを活かした賑わい・交流拠点の創出

① 西運河地区の賑わい創出

西運河地区は、かつて岡山県や島々との定期航路が運航し、運河に直結する形で商
店街が形成されるなど、大いに賑わっていました。現在の賑わい空間は市街地から離れた
番の州地域にあり、市街地まで訪れる人が少なくなっており、かつての賑わいは限定的なも
のとなっています。 
市街地近傍にある西運河地区にかつての賑わいを取り戻すため、「みなとを活かした賑

わい・交流拠点の創出」を図ります。 

港らしい風景を活かした賑わい創出に向け、倉庫など既存施設の活用に取り組みます。 
近接する公共用地を活かした賑わい創出に向け、緩衝緑地との連携に取り組みます。 

中央ふ頭地区の賑わい創出に向け、クルーズ客船の受入れに取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(２)みなとの賑わい創出 

 ２)ウォーターフロントの賑わい創出に向けた対応 

①-2. クルーズ客船の受入れ 
(ふ頭再編後）

番の州公園

出典：坂出市（平成 28 年撮影） 

中央ふ頭地区

西運河地区

坂出緩衝緑地

観光船乗り場

商店街

JR 坂出駅

海の幸ふれあい市場

①-1. 既存施設の活用

賑わい創出

市街地に近い好立地  
駅から約 800m  

出典：坂出市 

緩衝緑地の再生事例（まろっこパーク） 

①－１．既存施設の活用

①－２．既存岸壁でのクルーズ客船の受入れ(ふ頭再編後）
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7. 坂出港長期構想

② MaaS によるスムーズな瀬戸内船旅の実現

瀬戸内海は、美しい景観と自然の中で培われてきた文化や歴史とが融合する魅力的
な地域であり、ニューヨークタイムズ(米国)においても高く評価されています。 
こうした観光資産を生かして、観光客の県内滞留を促すためには、島嶼部も含めた「み

なと」と「みなと」を結ぶネットワークを構築し、広域的な周遊性を高めることが必要であり、
実現に向けて、観光客の利便性向上と継続的なサービス改善が求められています。 
一方、人手不足で弾力的な労働力の調整が困難な状況の中、受入れ側が同程度

のサービスを行うとしても、繁盛期と閑散期の体制が大きく異なるため、安定したサービスの
提供に向けて業務の改善が必要です。 
瀬戸内の自然と文化に触れる交流の「みなと」づくりを目指して、 「MaaS によるスムー

ズな瀬戸内船旅の実現」を図ります。 

旅行者の移動の円滑化及び体験価値向上のため、MaaS アプリで収集したデータに基
づく人流・滞在パターンの分析を行い、継続的なサービスの改善に取り組みます。 

桟橋管理の電子化など、民間企業による情報通信技術を活用した「利用者の利便性
向上」と「管理者・事業者の業務効率化」に向けたシステムの開発に協力します。

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.2 交流・賑わい面の要請と課題) 

(２)みなとの賑わい創出 

 ３)情報通信技術の活用による利便性の向上に向けた対応 

【イメージ（事例）】 

出典：瀬戸内洋上都市ビジョン協議会 2019 年度事業内容報告書を加工して作成 

②－１．「MaaS」によるサービスの一元化と「DX」による業務の改善

②－２．MaaS アプリによるデータ利活用基盤の構築とサービス改善 
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7. 坂出港長期構想

出典：坂出市 

【事例】瀬戸内海ナイトクルーズ 

出典：本州四国連絡高速道路（株）HP 

【事例】瀬戸大橋スカイツアー 

出典：坂出市 

【事例】産業観光ツアー 

（塩ができるまでの工程を見学） 

収集したデータに基づく瀬戸内の 

人流・滞在パターンの分析 

 ・ユーザーの興味関心に合わせた情報の配信 
 ・必要箇所へのバス路線等の開設 
 ・人の滞留箇所での賑わいスポット等の開設 

など、継続的なサービス改善による賑わい創出

玉藻地区

西運河地区

JR 高松駅

与島

【小型船】
瀬戸大橋、多島美、
海からの夜景 (高 松 ,工 場 ,
瀬戸大橋）など 

【バス、タクシー、徒歩】
西運河地区、沙弥島、
産業ツアーなど

坂出港
高松港  

【徒歩】
サンポート高松、
玉藻公園など

高松港との連携

③-1．交通連携と DX 
③-2．サービス改善

沙弥島

JR 高松駅
JR 坂出駅

【鉄道】
マリンライナーで 15 分

JR 坂出駅

出典：国土地理院電子地図を加工して作成 

出典：四国地方整備局資料を加工して作成 
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7. 坂出港長期構想

（3）安全・安心 

V) 大規模地震・津波等への対応力強化と安全・安心の確保

① 計画的な地震・津波対策等の実施

平成 16 年 8 月の台風 16 号による高潮被害を踏まえ、護岸や堤防などの防護施設
の整備を計画的に進めるため「津波・高潮対策整備推進アクションプログラム」を平成 18
年 3 月に県が策定し、それを受けて整備を進めてきました。 
平成 26 年 1 月、文部科学省地震調査委員会から「南海トラフにおけるマグニチュード

8～9 クラスの地震の発生確率は、今後 30 年以内に 70%程度」との予測が公表された
ことから、県が従来対策の再検討を行い、平成 27 年３月「香川県地震・津波対策海
岸堤防等整備計画」に移行したことを受け、当該計画に沿って整備を進めています。  
沿岸地域における市民の安全・安心の確保に向け、計画的な「香川県地震・津波対

策海岸堤防等整備計画」の推進を図ります。 

①－１．香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画の推進(実施中)

高潮、地震津波に備えて、計画的な地震・津波対策等の実施に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(1)大規模災害への対応力強化 

 １)大規模地震・津波、高潮等への対応 

■被害想定事例 

出典：普代村 出典：香川県 HP

【参考】東北地方太平洋沖地震 

による津波 

H16.8 台風 16 号の高潮に 

よる冠水状況 

出典：香川県津波浸水想定図を加工して作成（最大クラスの津波 坂出市①） 

■対策方法の考え方 

■対策事例 

出典：坂出市 出典：坂出市 出典：坂出市 

胸壁嵩上 胸壁嵩上 胸壁嵩上 

出典：香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画（令和 2 年 3 月）の図を加工して作成 
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7. 坂出港長期構想

② 坂出港 BCP の充実

製造業等の国際分業化が進む中、サプライチェーンの寸断は我が国のみならず世界的
に影響を及ぼす状況となっています。サプライチェーンの核となる港湾は、直接利用する企
業のみならず地域全体の経済・産業を支えており、様々な災害に対して、港湾機能が維
持されることが求められています。 
様々な災害に対応し、港湾の重要機能が最低限維持できるよう、「坂出港 BCP の充

実」を図ります。 

②－１．坂出港 BCP の充実

「港湾の事業継続計画策定ガイドライン」の改訂版に基づき、坂出港 BCP の充実に取
り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(1)大規模災害への対応力強化 

 ２)港湾 BCP に基づく防災体制構築への対応 

東日本大震災における船舶の被害 

出典：国土交通省資料を加工して作成 

■台風等による高潮・高波・暴風等への対応を位置づけ 
（直前予防対応） 

■船舶側の視点からの津波対応を位置づけ 

①沖合退避の迅速化
②係留避泊の安全性向上
③船の衝突・乗揚げの抑制

■感染症への対応を位置づけ（感染症ＢＣＰの概念） 

「港湾の事業継続計画策定ガイドライン」の主な改訂内容 
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7. 坂出港長期構想

VI) ストックマネジメントの推進

① 計画的な点検、補修の実施

社会経済活動の基盤であるインフラについては、高度成長期に整備したものが一斉に
老朽化することが見込まれており、計画的な維持管理・更新による財政負担の軽減や平
準化を図りつつ、安全・安心に利用できるよう維持していくことが求められています。  
厳しい財政状況の中、社会インフラを継続して維持・管理するため、「計画的な点検、

補修の実施」を図ります。 

①－１．予防保全計画に基づく計画的な点検、補修、工事の実施(実施中）

維持管理・更新等に係るトータルコストの縮減と予算の平準化を図るため、計画的な点
検、補修、修繕の実施に取り組みます。 

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(２)ストックマネジメントの推進 

 １)施設の老朽化対策 

維持管理費用平準化のイメージ

西運河地区護岸 

出典：坂出市 

西運河地区護岸 

出典：坂出市 
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7. 坂出港長期構想

② 施設の廃止・利用転換

将来計画との整合性も図りつつ、施設の老朽化や利用状況、社会情勢の変化を踏ま
え、必要性が乏しくなったインフラの廃止・集約・再編を行うことで、時代に合ったインフラス
トックの適正化を進め、将来の維持管理・更新費用を抑制することが求められています。 
インフラストック適正化に向けて、「施設の廃止・利用転換」を図ります。 

②－１．インフラストックの適正化に向けた施設の廃止・集約・再編

インフラストックの適正化のため、老朽化や利用状況に応じた施設の廃止・集約・再編に
取り組みます。 

老朽化や利用状況等に応じた施設の廃止・集約・再編（事例）

４ 高松港・坂出港の要請と課題(4.3 安全・安心面の要請と課題) 

(２)ストックマネジメントの推進 

 １)港湾施設の老朽化対策 

既定計画の廃止

②-1. インフラの廃止・集約・再編

総社地区

インフラストックの適正化 

林田地区

阿河浜地区

西ふ頭地区

中央ふ頭地区

埠頭利用再編のイメージ 

出典：坂出市（平成 28 年撮影） 

出典：坂出市 

林田地区に就航した RORO 船 

出典：坂出市 

港湾施設の老朽化状況（中央ふ頭 1号岸壁） 
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7. 坂出港長期構想

（4）実現に向けた取組みのスケジュール 

短期（5年） 中期（15年）長期（30年）

①

①-1.定期RORO船を利用する新たな荷主等の掘り起こし（実施中）

①

①-1.中期的な海面処分場の設置と産業用地の確保

①-2.産業用地に対する交通機能強化（実施中）

①

①-1.大水深岸壁の整備（埋立後）

①-2.ふ頭の再編（大水深岸壁整備後）

②

②-1.国や企業との連携によるエネルギー施策の促進

実現に向けた取組みの内容
スケジュール

Ⅱ．浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保

Ⅲ．物流・生産・エネルギー拠点としての港湾機能の強化と再編

Ⅰ．陸上交通網を活かした貨物の集荷と海上輸送手段の確保

定期RORO船航路の維持、拡充

物
流
・
産
業

海面処分場の設置と産業用地の確保

大型船に対応した新たな大水深岸壁の確保とふ頭の再編

脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化

短期（5年） 中期（15年）長期（30年）

①

①-1.香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画の推進（実施中）

②

②-1.坂出港BCPの充実

①

①-1.予防保全計画に基づく計画的な点検、補修、工事の実施（実施中）

②

②-1.インフラストックの適正化に向けた施設の廃止・集約・再編

実現に向けた取組みの内容
スケジュール

坂出港BCPの充実
安
全
・
安
心

計画的な点検、補修の実施

施設の廃止・利用転換

Ⅴ．大規模地震・津波等への対応力強化と安全・安心の確保

Ⅵ．ストックマネジメントの推進

計画的な地震・津波対策等の実施
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7. 坂出港長期構想

（5）実現に向けた取組みとＳＤＧｓの 17 ゴールの相関表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

貧困をな
くそう

飢餓をゼ
ロに

すべての
人に健康
と福祉を

質の高い
教育をみ
んなに

ジェン
ダー平等
を実現し
よう

安全な水
とトイレ
を世界中
に

エネル
ギーをみ
んなにそ
してク
リーンに

働きがい
も経済成
長も

産業と技
術革新の
基盤をつ
くろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続け
られるま
ちづくり
を

つくる責
任つかう
責任

気候変動
に具体的
な対策を

海の豊か
さを守ろ
う

陸の豊か
さも守ろ
う

平和と公
正をすべ
ての人に

パート
ナーシッ
プで目標
を達成し
よう

Ⅰ ①
定期ＲＯＲＯ船就航の維持、拡
充

○ ○ ○ ○

Ⅱ ①
海面処分場の設置と産業用地の
確保

○ ○ ○ ○

①
大型船に対応した新たな大水深
岸壁の確保とふ頭の再編

○ ○ ○ ○

②
脱炭素化に配慮した港湾機能の
高度化

○ ○ ○ ○ ○ ○

① 西運河地区の賑わい創出 ○ ○ ○

②
MaaSによるスムーズな瀬戸内
船旅の実現

○ ○ ○

①
計画的な地震・津波対策等の実
施

○ ○ ○ ○

② 坂出港BCPの充実 ○ ○ ○ ○

① 計画的な点検、補修の実施 ○ ○

② 施設の廃止・利用転換 ○ ○

　　　　　　SDGsの17ゴール

　実現に向けた取組み

３つの
柱

【

物
流
・
産
業
】

【

交
流
・

賑
わ
い
】

【

安
全
・
安
心
】

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

目指す
べき
方向性

Ⅲ
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7. 坂出港長期構想

7.5 空間利用計画 

（1）位置図 

（2）平成 9 年改訂時の港湾利用ゾーニングと整備した主な港湾施設 

番の州地区 

林田地区

阿河浜 

地区 

松ヶ浦地区

東運河

地区

西ふ頭地区 

東浜 

地区

西運河地区

中央ふ頭地区

総社地区 

西大浜地区 

番の州地区

林田地区

阿河浜地区 

松ヶ浦地区 

【物流】(-5.5m)岸壁  
（大型船対応） 

東運河地区

中央ふ頭地区 

東浜地区 

西運河地区  

緑地レクリエーションゾーン 

物流関連ゾーン 

人流関連ゾーン 

生産ゾーン 

凡 例 

【物流】LNG 基地  

【レク】美術館  

【生産】発電所（LNG 対応） 

【生産】医療・衛生用ゴム製品製造業 

繊維・金属加工工場 

【物流】物流倉庫  

【物流】(-7.5m)耐震強化岸壁  

西大浜地区  

【生産】衛生用品工場

【物流】定期 RORO 船航路  

【生産】バイオマス発電所（計画）

総社地区  

西ふ頭地区 
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7. 坂出港長期構想

（3）港湾利用ゾーニング 

平成 9 年改訂時の港湾計画をベースに、改訂以降整備した主な港湾施設と当

該長期構想での実現に向けた取組みの位置から、港湾利用ゾーニングを次のと

おり設定します。 

坂出北ＩＣフルインター化  

（令和 6 年予定） 

Ⅳ-① 西運河地区の賑わい創出 

Ⅳ-② MaaS によるスムーズな瀬戸内船旅の実現 

Ⅲ-② 脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化 

Ⅴ-① 計画的な地震・津波対策等の実施 

Ⅴ-② 坂出港 BCP の充実 

Ⅵ-① 計画的な点検、補修の実施 

Ⅵ-② 施設の廃止・利用転換 

東運河 地区

Ⅰ-① 定期 RORO 船航路の維持、拡充 

Ⅱ-① 海面処分場の設置と産業用地の確保 

Ⅲ-① 大型船に対応した新たな大水深岸壁の整備 

交流拠点・人流関連ゾーン

坂出港全体

物流関連・生産ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

陸上ネットワークの充実

緑地レクリエーションゾーン 

生産・物流関連ゾーン 

交流拠点・人流関連ゾーン 

物流関連・生産ゾーン 

Ⅲ-② 脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化 

生産・物流関連ゾーン

林田地区

西運河 地区

西ふ頭地区

中央ふ頭地区
東浜地 区

阿河浜 地区

総社地 区

松ヶ浦地 区

出典：坂出市資料を加工して作成 

番 の州地区

西大浜 地区
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8. 高松港・坂出港長期構想の実現に向けて

8．高松港・坂出港長期構想の実現に向けて

財政状況の厳しい中、港湾施設の整備には莫大な費用と年月が必要であり、

各々の港で多様なニーズの全てに対応することは困難な状況です。 

そこで、両港が隣接した重要港湾であることを踏まえ、それぞれの港の得意分

野を伸ばし、苦手分野を補う方向で役割分担と連携を図り、効果的・効率的な長

期構想とするため、異なる港湾管理者が一つの事務局となり、「高松港・坂出港

長期構想検討委員会」を設置しました。 

そして、委員会での検討の結果、高松港では、コンテナ貨物や大型クルーズ客

船の受入れ機能強化、フェリー岸壁の機能強化を、坂出港では、大型貨物船の受

入れ機能強化や定期ＲＯＲＯ船航路の維持・拡充、エネルギー拠点としての機能

強化を担うこととし、役割分担により不足する機能は、双方の港が連携をするこ

とで補うことができるものと考えました。 

高松港・坂出港長期構想では、高松港が果たす役割として、物流・産業面では、

「アジアと繋がり、地域産業の持続的発展を支える港」、 交流・賑わい面では、

「海陸交通の要衝、快適で人々を惹きつける港」、安全・安心面では、「災害時

の市民生活や企業活動を支える港」を、坂出港が果たす役割として、物流・産業

面では、「背後企業の成長を支え、競争力・利便性の高い港」、 交流・賑わい

面では、「市民が集い、観光客を呼び込む魅力ある港」、安全・安心面では、「災

害時の市民生活や企業活動を支える港」を目指し、各々の港で６つの目指すべき

方向性とそれを実現するための取組みとして、ハード・ソフトの適切な組み合わ

せによる様々な施策を示しました。 

まずは、高松港港湾計画と坂出港港湾計画にこれらの内容を反映させ、次のこ

とに留意しつつ、長期構想の実現に向けて取組みを進めてまいります。 

計画の見直し 

 社会経済情勢の変化や地域の実情等に応じた計画の見直しを適宜

行います。 

民間活力の導入 

 厳しい財政状況の中、効果的・効率的な社会資本整備の推進に向け

て取り組むとともに、民間事業者等における新たな事業機会の創

出や投資の喚起を行います。 

関係者との連携 

 港湾・海岸施設は、物流・人流拠点に位置するとともに、高潮・津

波等の災害から人命・財産を直接防護する重要な社会基盤であり、

関係者は多岐にわたっています。そのような中「港」に求められる

役割を果たすため、関係者と連携して、効果的・効率的に施策を展

開していきます。 
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8. 高松港・坂出港長期構想の実現に向けて

図表 8-1 高松港・坂出港の役割分担と連携のイメージ
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用語解説

用語解説（五十音順）

【 ア 行 】 

インバウンド 

「外から中に入ってくる」という意味から、訪日外国人観光客のことを指す。 

インフラストック 

整備されたインフラが機能することによって、整備直後から継続的かつ中長

期に得られる効果のこと。これにより災害リスクの低減、渋滞解消による移動時

間の短縮、生活環境・水準の向上が期待される。 

AI ターミナル 

AI（人工知能）を活用してコンテナターミナルオペレーションの最適化を図る

ターミナルのこと。ゲートの自動化、ターミナル内では、コンテナ情報を事前に

取得し、コンテナ搬出入作業を効率化できる。 

【 カ 行 】 

カーボンニュートラルポート 

国際物流の結節点・産業拠点となる港湾において、温室効果ガスの排出を全体

としてゼロにすることを目指すもの。 

緩衝緑地 

大気汚染、騒音、振動、悪臭等公害の防止や緩和もしくはコンビナート地帯等

の災害の防止を図ることを目的として造成される緑地のこと。 

喫水調整 

船舶の積み荷の重量を調整することで、船舶の喫水を浅くしたり、深くしたり

すること。 

グローバルサプライチェーン 

製品の原材料・部品の調達、製造、在庫管理、配送、販売、消費までの全体の

流れのことを「サプライチェーン」といい、これを国内にとどまらず、海外にあ

る拠点も選択肢に入れて実施すること。 

GT 

Gross Tonnage の略。船全体の容積のこと。100 立方フィートまたは 2.83 立

方メートルを 1 トンとする。 

建設残土 

建設工事・解体工事・改修工事などの建設副産物として発生する土のこと 
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用語解説

公共岸壁 

地方自治体の港湾管理者が管理している岸壁で、海運会社、荷主を問わず、誰

でも利用することできる岸壁のこと。 

国際コンテナ戦略港湾 

長距離の国際海上コンテナ運送を行う国際海上貨物輸送網の拠点として、ま

た国内海上貨物輸送網との結節点として高い機能を備えた港湾で、国際競争力

の強化を重点的に図る必要がある港湾として政令で定めるもの。京浜港（東京

港・横浜港・川崎港）と阪神港（神戸港・大阪港）が指定されている。 

国際フィーダー 

基幹航路に対して支線の役割を担う航路を「フィーダー航路」といい、外貿コ

ンテナの 2 次輸送を担っている。このうち、国内の主要港で基幹航路に接続す

るフィーダー航路を「内航フィーダー航路」といい、さらにこのうち国際コンテ

ナ戦略港湾（阪神港・京浜港）と国内各港を結ぶ内航フィーダー航路を「国際フ

ィーダー航路」と呼ぶ。 

コリドー 

建物に付随して造られた長い廊下、回廊などのこと。 

【 サ 行 】

サーキュラーエコノミー 

循環型経済のことであり、これまで活用されることなく廃棄されていた製品

や原材料などを新たな資源と捉え、廃棄物を排出することなく、資源を循環させ

る仕組みのこと。 

CFS 

Container Freight Station の略。貨物量がコンテナ 1 本単位に満たない複数

の荷主の小口貨物を混載（合積み）する施設のこと。CFS で輸出用コンテナへの

貨物バンニング（積み込み）や、輸入されたコンテナからデバンニング（取り出

し）の作業が行われる。 

重要港湾 

港湾法で定められた港格の一つ。海上輸送網の拠点となり、国の利害に重要な関

係を有する港湾であり、2021 年現在、全国で 102 港が指定されている。この他に国

際競争力の強化を重点的に図ることが必要な国際戦略港湾、国際海上輸送網の拠点

として特に重要な国際拠点港湾があり、これら以外の港湾は地方港湾という。 

浚渫土砂 

海底や河川の底を掘削することにより発生する、土砂や堆積泥（へどろ）などの

こと。 
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用語解説

専用岸壁 

港に立地している企業が運営・管理している岸壁のこと。 

【 タ 行 】

耐震強化岸壁 

大規模な地震が発生した場合に、被災直後の緊急物資や避難者の海上輸送を

確保するために、通常の岸壁より耐震性を強化して整備した岸壁のこと。 

大水深岸壁 

船舶の大型化に対応できる深い水深を有した岸壁。 

滞船 

岸壁の混雑や船舶の喫水不足、荒天などにより船舶が岸壁に係留できないこ

とで沖合いなどの海域に停泊している状態のこと。 

地域高規格道路 

自動車専用道路もしくはこれと同等の規格を有し、概ね 60km/h 以上の走行サー

ビスを提供できる道路のこと。 

TEU 

twenty-foot equivalent unit の略。20 フィートで換算したコンテナ個数を

表す単位のこと。海上コンテナは、輸出入されるため国際的に統一された構造と

なっており、20 フィートコンテナ 1 個分を 1TEU と呼ぶ。 

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ） 

IT を浸透させることにより、人々の生活をあらゆる面でより良い方

向に変化させること。 2018 年に経済産業省が公表した定義には、「企

業 が ビ ジ ネ ス 環境 の 激 し い 変 化 に 対 応 し 、 デ ー タ と デ ジ タ ル 技 術 を活

用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデル

を変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風

土を変革し、競争上の優位性を確立すること」と具体的に提唱されてい

る。

DWT 

Dead Weight tonnage（載貨重量トン）の略。船に積載することができる貨物、

バラスト水や燃料の総重量のこと。 

トラックスケール 

主に車両の重量、または車両に積載された積み荷の重量を計測する為の大型

計量器のこと。 
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用語解説

【 ナ 行 】 

内貿（貨物）・外貿（貨物） 

内貿とは日本国内の海上輸送を指し、これで取扱われる貨物を内貿貨物とい

う。外貿とは、日本国内と日本国外との間の貿易のことで、これで取扱われる貨

物を外貿貨物という。 

【 ハ 行 】 

バースウィンドウ 

船がバース利用可能な曜日・時間帯のこと。 

バラ積み船 

穀物や石炭、鉄鉱石などを運ぶ船のこと。物を梱包したりしないでそのまま船

の倉庫部分に積みこむため、少々汚れても問題のない品物の輸送や大量一括輸

送が可能である。 

BCP 

Business Continuity Plan の略。大地震等の自然災害等が発生しても、当該

港湾の重要機能が最低限維持できるよう、自然災害等の発生後に行う具体的な

対応（対応計画）と、平時に行うマネジメント活動（マネジメント計画）等を示

した文書のこと。 

PCC 船 

Pure Car Carrier ship の略。一般に、自動車運搬船のことをいい、船体の側

面にランプウェイ（Ramp Way）という車の渡るスロープを装備している。 

【 マ 行 】 

モーダルシフト 

トラック等の自動車で行われている貨物輸送を環境負荷の小さい鉄道や船舶

の利用へと転換すること。 

【 ヤ 行 】

ヤード 

港湾で積卸しする貨物を取扱うための保管場所のこと。コンテナ貨物の保管

場所のことをコンテナヤードという。 

【 ラ 行 】

利用水準 

岸壁 1m 当たりの取扱貨物量であり、港湾及び岸壁の利用状況のレベルを示す

指標のこと。 
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用語解説

RORO 船 

Roll-on Roll-off ship の略。貨物を積んだトラックやシャーシ(荷台)ごと輸

送する船舶のこと。小口貨物から大型貨物まで対応できる。 

ロジスティック・ハブ 

「物流（ロジスティクス）」と「拠点（ハブ）」を組み合わせた言葉であり、

港湾のロジスティクス・ハブは、港湾においてコンテナターミナルと一体となっ

て機能する物流拠点のこと。 
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用語解説

用語解説（英数字）

AI（Artificial Intelligence） 

人工知能とも訳され、知的な機械、特に知的なコンピュータプログラムを作る

科学と治術のこと。 

BCP（Business Continuity Plan） 

大地震等の自然災害等が発生しても、当該港湾の重要機能が最低限維持でき

るよう、自然災害等の発生後に行う具体的な対応（対応計画）と、平時に行うマ

ネジメント活動（マネジメント計画）等を示した文書のこと。 

CFS（Container Freight Station） 

貨物量がコンテナ 1 本単位に満たない複数の荷主の小口貨物を混載（合積み）

する施設のこと。CFS で輸出用コンテナへの貨物バンニング（積み込み）や、輸

入されたコンテナからデバンニング（取り出し）の作業が行われる。 

DWT（Dead Weight tonnage） 

船に積載することができる貨物、バラスト水や燃料の総重量のこと。 

GT（Gross Tonnage） 

船全体の容積のこと。100 立方フィートまたは 2.83 立方メートルを 1 トンと

する。 

PCC（Pure Car Carrier）船 

一般に、自動車運搬船のことをいい、船体の側面にランプウェイ（Ramp Way）

という車の渡るスロープを装備している。 

RORO（Roll-on Roll-off ship）船 

貨物を積んだトラックやシャーシ(荷台)ごと輸送する船舶のこと。小口貨物

から大型貨物まで対応できる。 

TEU（twenty-foot equivalent unit） 

20 フィートで換算したコンテナ個数を表す単位のこと。海上コンテナは、輸

出入されるため国際的に統一された構造となっており、20 フィートコンテナ 1

個分を 1TEU と呼ぶ。 
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